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第一話







　――不ま味ずいことになった。

　オレは一人、自室で膝ひざを抱かかえながら、すこぶる焦あせっていた。

　心臓はうるさく聞こえるほどに激しく脈打ち、吐はき出だす息は不自然に乱れている。背筋には、先さき程ほどから絶えずして脂あぶら汗あせが伝っていた。

　完全に――失敗した。今まで何も無かったから、十分に気を付けているつもりでいて、どこか油断していたんだろう。不味い。不味い。本当に不味い。

　さっきから同じ言葉だけが脳内を回っていて、まるで考えが纏まとまらない。

「くそ……」

　オレは自分の頭に手をやって、くしゃくしゃと髪かみを掻かき乱みだした。再び口から、くそ、という言葉が漏もれ出でる。なんでこんなことに。せっかく上う手まくやれていたっていうのに！

「……い、いや。落ち着け……」

　そうだ。今いま更さら起こってしまったことを後こう悔かいしても仕方ない。これからどうするかが問題なんだ。こうしている間にも、刻一刻と事態は進んでいるのかもしれないのだから。

　まず冷静になって、今、自分が置かれている状じよう況きようを整理してみよう。

「そうだ……天あま宮みや月つき斗と。お前は出来る。きっとなんとか出来る。絶対に解決出来る！」

　自己暗示をかけるように繰くり返かえしていると、少しずつだが、気持ちが落ち着いてきた。まだ完全ではないが、少なくとも堂どう々どう巡めぐりの思考からは抜ぬけ出せそうだ。

「……よし。事の起こりは四月十二日。つまり昨日の夕方のことだ」

　あえて口に出すことで、己を客観視する。うん。いけそうだ。

　現場はオレが通っている高校から十分ほど歩いたところにある小さな公園。人ひと気けが無いわけではないものの、顔見知り、もしくは同じ学校の生徒が通るということはほとんどない。当然だ。きちんとその辺を調査した上で選んだのだから。

　しかし、いや、そのことが慢まん心しんを呼んだのかもしれない。

　オレはそこであることを実行していた。誰だれにも知られたくない。知られるわけにはいかないことだ。なのに。ああ……なのに！

　――見られてしまった。

　自分がそれを行っているところを。ばっちりと。第三者に。

　気付いたのは、背後で音がしたからだった。何かが作動するような、聞き覚えのあるそれがなんなのか、すぐに悟さとった。

　携けい帯たい電話に付いているカメラのシャッターが押おされた音だ。

　つまりオレは現場を見られただけでなく、決定的な証しよう拠ことなる写真まで撮とられてしまったことになる。

　急いで振ふり返ったが、立ち去って行く後ろ姿が一いつ瞬しゆん見えただけだった。

　もちろん慌あわてて追いかけはしたが、角を曲がると既すでに影かげも形もなくなっていた。

　顔やおろか、髪かみ型がたや身長だって定かじゃない。

　ただちらりと見えた服装が、制服……それもオレが通っている高校の、女子用のものだったということは分かった。でも、判明しているのはそれだけだ。

　今まで誰にも知られないよう努力してきたのに――全すべてが、水すい泡ほうに帰したことになる。

　目の前が真っ暗になってしまうかのようなショックを味わい茫ぼう然ぜん自失したことなんて、あれが初めてだった。

　が、せめて目もく撃げき者しやが誰であるかを特定して、何かある前になんらかの手段を打たなければと思い、改めて現場を探さぐった。

　すると、そこに運良く、目撃者のヒントが落ちていたのを発見する。

「……そのおかげで、一応、人数は絞しぼれたか」

　オレはポケットに手を入れ、固い感かん触しよくを指先で握にぎると、ゆっくり取り出した。

　銀色の小さな物体。鍵かぎだ。

　上部の平たくなった部分にはシールが貼はってあって、こう書かれていた。

『生徒会室』――と。

　うちの高校の生徒会室に入る為ためには、職員室にあるこれが必要になる。

　でもそれは普ふ段だん、防犯上の都合で暗証番号制の鍵つきロッカーに仕し舞まわれていた。その番号を知っているのは一部の教師と、生徒会役員だけだ。昨日の目撃者がうちの学校の女子生徒だったことを鑑かんがみると、生徒会役員の誰かという可能性が高い。

　でも、その先は分からない。生徒会役員と言っても、何人もいるわけだから、その内の誰がとなると見当もつかなかった。かくなる上、とるべき方法は一つだけ。

「直接的な接せつ触しよく、か……」

　生徒会役員の全員と話し、探り、特定する。その上で本当にオレの秘密を見たのかどうかをさりげなく確かく認にんし、もしそうであるなら、バラさないでもらえるようどうにかする。

「ハ、ハードルが多い！」

　まず生徒会役員と話す、これが難しい。なぜならオレは生徒会に入ってないからだ。どうやって不自然なく近付けばいいんだ。全員同じクラスじゃないし、学年が違ちがう子もいる。

　仮に話せたとしても探るっていうのはどうする。相手に不信感を抱いだかせないように情報を引き出すなんて器用な真ま似ね、オレには出来ない。そんなトークスキルがあればオレはもっとモテてる。多分。まして証拠となる写真があるか知る為に携帯電話を調べるなんて、おおよそ不可能に近かった。

　……ただ、まあ、完全に打つ手がないというわけじゃない。オレは役員でないものの、生徒会との繋つながりが完全にないわけではないのだ。

　しかし、だとしても、いや、だからと言って――。

「ツキト。帰っていたのか？」

　悶もん々もんとしているところで自室の扉とびらがノックされて、オレは大きく体を竦すくませた。

「あ、え、ええ!?　う、うん。ついさっきね」

「……入っていいか」

　聞きき馴な染じんだ声に「い、いいよ」と返事をすると、ノブが回され、扉が開かれる。

　部屋に入って来たのは……一人の女性だった。

　腰こしまで伸のびた黒く艶あでやかな長い髪に、透とう明めい感のある白い肌はだ。高い身長と、全体的にすらりとしているのに、出ているところはきちんと出ている体型。目つきが少し鋭するどいが、それも「切れ長の」と良いように解かい釈しやくしてしまうほどのパーフェクトぶりだ。モデルか女優と言われてもオレは一いつ切さい疑いをもたないだろう。

　天宮凛りん華か。オレの姉さんだ。

　――ただし、血は繋がっていない。

「随ずい分ぶんと遅おそかったな。なにかあったか？」

　オレは半ば無む理り矢や理りに笑えみを作ると、首を横に振って答えた。

「ううん、別に。ちょっと色々あってね」

「……ふむ」

　すると義姉ねえさんは近付いてきて、手を伸ばすと、オレの体をぺたぺたと触さわり始める。

「ね、義姉さん？　なに？」

「いや、私に心配をかけまいと無理をしているのではないかと思ってな。本当に何もなかったのか。襲しゆう撃げきを受けたり、拉ら致ちされたり、銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれたりはしていないか」

「そんな物ぶつ騒そうなことは起こらないよ!?　ハリウッド映画じゃあるまいし！」

　そもそもここは日本だ。

「……問題無さそうだな。しかし、油断するなよ。どこで誰がお前の身を狙ねらっているか分からないのだからな。家から一歩出れば敵だらけだと自覚しろ」

「……義姉さんはいつもそうやって生きてるの？」

「もちろんだ。常に周囲を警けい戒かいし、わずかでも殺気を感じれば対応できるようにしている」

「発想が物騒だよ!?　前から思ってたけど、義姉さんってうちに来る前、戦地で暮らしてたの？」

　さっきみたいなやりとりは今に始まった話じゃない。一年前、父さんが義姉さんをうちに連れて来てからしょっちゅうだ。

　仕事の関係で海外出張が多い父さんが久しぶりに帰って来たと思ったら、「喜べツキト。お前にお姉ちゃんが出来たぞ」と言って紹しよう介かいしてきたのが義姉さんだった。

　しかも説明は一切なし。驚おどろいているオレに、色々あってな、とだけ言うと父さんは何かを誤ご魔ま化かすようにそのまま、また海外へ行ってしまった。

　義姉さんは義姉さんで『外国で暮らしていた』ということ以外、過去を語らないし、おかげでオレはこれまで何をしてきたのかをさっぱり把は握あくできていないままだった。

　……まあ、語りたくない理由があるならそれでいいんだけど。義姉さんは厳格なところがあるけど優やさしいし。最初は大いに戸と惑まどったけど、半年もすれば慣れて来て、今では大事な家族だと思っているから、あんまり困らせたくないってこともある。

　ただ、割と不ふ穏おんなことをちょくちょく口にするので、気になると言えば滅め茶ちや苦く茶ちや気になっていた。

「そんなことはない。私が元々暮らしていた国ではこれくらい、誰でもやっている」

　義姉さんは断言したものの、少しだけこちらから視線を逸そらす。

「そ、そうなのかな。今、そういう次元の話じゃなかったような……」

「いいや。誰でもやっていることだ。いいか。誰でも、やっている、ことなんだ」

　ぐい、とオレに顔を近づけて、低い声を出す義姉さん。こ、恐こわい！

　これ以上追つい及きゆうすると不味い気がして「わ、分かった」と頷うなずくと、義姉さんは微笑ほほえんだ。

「うむ。ツキトは素す直なおな良いい子だな」

　更さらには手を伸ばして、オレの頭を撫なでてくる。

「ね、義姉さん、子どもじゃないんだから、そういうのやめてって」

「なにを言う。可愛かわいい義弟おとうとを褒ほめて何が悪い」

　そういうことじゃなくて。……一つしか違わないはずなのに、どうにも義姉さんはオレよりずっと年上に見える。経験の差だろうか。なんの経験かは分からないけど。

「ところで、部屋まで来るなんて、どうしたの。オレになにか用事？」

「ん。ああ、そうだ。実はお前にちょっと頼たのみがあってな」

「頼み？　いいけど。オレに出来ることなら」

「うむ。――お前、生徒会に入ってくれないか？」

「ひゃいっ!?」

　予想外過ぎて、変な声が出てしまった。

「な、なんだ？　今の、喉のどを潰つぶされたアヒルのような声だったぞ？」

「ご、ごめん。だって……いや、なんでもない」

　さっき、生徒会とどうにか関係を持てないかと考えてたところだったから。渡わたりに船どころじゃない。豪ごう華か客船レベルだ。

　でも、まあ、ここまでとは思ってなかったけど、期待をしていたのは確かだ。

　なぜなら義姉さんは、うちの高校の生徒会――その会長なのだから。

　父親が手回していたようで、義姉さんはうちの高校の二年次に編入したのだけど、そこからずっと学校の成績はトップを維い持じし続けていた。

　しかも運動神経はオリンピック選手かと思うほどに飛とび抜けている。加えて格かく闘とう技ぎの嗜たしなみもあるようで、以前、学校で暴力行こう為いを繰り返していた問題生徒の集団に注意したところ、襲おそい掛かかられたのだが、ものの数秒で全員を完かん膚ぷなきまでにのしてしまった。

　それをきっかけに、あの美び貌ぼうと均整のとれた体付きも相まって、全校生徒からの注目を浴び続けている。日ひ頃ごろから漂ただよわせる厳しさですら、生徒にとっては義姉さんの魅み力りよくを彩いろどる要素の一つでしかないらしい。

　その結果、二年の途と中ちゆうで空きの出た生徒会の役員にスカウトされ、三年になった時、圧あつ倒とう的てきな投票数で会長に上のぼり詰つめてしまった。

「そ、それにしても、どうしていきなり？」

「実は役員の一人が家庭の事情で転校してな」

　ああ。そういえばそんなことをどこかで聞いたような。

「お前も知っているだろうが、うちの高校は役員に急きゆう遽きよ抜ぬけがあった場合、会長がこれと見込んだ生徒を指名出来るシステムがある」

　うん。義姉さんもそれで所属することになったからね。

「だから私はお前を広報係に任命することにした。まあ、理由としては身内の方が何かと都合良いだろうという程度のものだが」

　なるほど。…………いや、待てよ。本当にそうだろうか。

　オレの秘密を目もく撃げきした人物が生徒会の誰かだとすれば、義姉さんだって当然、その一人なのだ。もしかして義姉さんが『あのこと』を見て、義弟が心配になり、詳しよう細さいを探ろうとして今まで以上に近くに置こうとしている可能性もあるんじゃないか？

　し、しかし、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでもある。生徒会の一員になることが出来れば、自然と他の人達たちと接触する回数も増えることだろうし。となれば会話しつつ探ることも出来るはずだ。よし。あえて火中に飛び込んでみるというのも手か！

「どうした、ツキト。なにを黙だまっている。ひょっとして、あまり気が進まないか？　お前がどうしても嫌いやだというなら、他の候補を当たってみるが――」

「義姉さん！　オレ、やるよ！」

　オレは、ずい、と身を乗り出すと、義姉さんの手を握った。

「是ぜ非ひやらせて欲ほしい！　上手く出来るか分からないけど、一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばるから！」

「そ……そうか。随分とやる気だな」

　オレの勢いに義姉さんは少々押されているようだった。しまった。機会を逃のがしてなるものかと、前のめりになってしまった。

「あ……ああ、いや、その。ほら。あれ。オレ、義姉さんの義弟として役に立ちたいとか、ずっと思ってて。だから……つい」

　急いで取とり繕つくろうと、義姉さんは無言になった。……さすがにわざとらしくてバレたか？

　緊きん張ちようしていると――不意にオレは、何か温かいものに包まれるのを感じた。

　こちらの手を解いた義姉さんが、オレを抱だきしめて来たのだ。

「ね、義姉さん!?」

「感動したぞ、ツキト。お前がそんな風に思ってくれていたなんて。義姉さんは嬉うれしい」

　耳元で囁ささやかれて、ドキリとした。ふわりと何か良い匂においもする。

「い、いや、大したことないよ。それより義姉さん、あの、ちょっと……」

　義姉さんは義姉さんだけど、血けつ縁えん関係はないわけで、だからこう、普段は意識してないけど、そういうことされると色々と……えーと。

「私は世界一の幸せ者だ。この高こう揚よう感は、難敵を打うち倒たおした時にも匹ひつ敵てき……いや、それを軽く凌りよう駕がする！」

「な、難敵？　前に誰かと戦ったことあるの？」

「……。なんでもない」

　義姉さんはオレから離はなれると咳せき払ばらいした。なんでもなくないよね!?　今の、一度や二度じゃない感じの言い方だったけど!?

「ともあれ、ツキト。生徒会、宜よろしく頼むぞ」

　義姉さんがこの上なく嬉しそうに笑いかけて来て――オレはちょっと罪悪感を覚えつつ、頷いた。

「あ、ところで義姉さん。……最近、誰かが生徒会室の鍵を失なくしたって言ってきた？」

「む？……いや、報告はないが確かに金庫から消えていたな。スペアがあるから部屋自体は開けられるが。役員の皆みなに訊いたが覚えがないということで、もしかすれば教師の誰かが持ち出して落としたのかもしれない。調べはするが、いずれにしろ悪意ある第三者にでも拾われれば事だからな。近々、鍵かぎ穴あなを替かえなければならないだろう」
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「そ……そうなんだ。大変だね」

「だがなぜそんなことをお前が知っている？」

「え!?　あ、ああ。その。誰かが話してるのを聞いたんだよ」

　義姉さんはじっとオレのことを見てくる。ここで視線を逸らしでもしたら問いつめられるだろうから、オレはおかしくなりそうな緊張の中、必死に耐たえて平静を装った。

「……そうか。まあ、いい。今日は金曜日だから、来週の頭くらいには生徒会室に行って皆に紹介するからな」

　オレは「わ、分かった」と返事をしつつ、切きり抜けられたことに安あん堵どする。

　むう。誰が落としたのかはそう簡単に判明しないか。

　よし……色々と、自分で調べていかなきゃな。




「おい、ツキト！　お前、生徒会に入るって本当か!?」

　週明けの放課後。教室から出ようとすると、友人の島しま野のが話しかけて来た。

「ん？　ああ。そうだよ。誰から聞いたんだ」

　答えると、島野は大きく上げた両手を、力強くオレの肩かたに叩たたきつける。

「昼休みに職員室に行った奴やつが先生が話しているのを耳にして、皆に広めたんだよ！　というか、なんだその軽い返しは!?」

「なんだよ、生徒会に入るのがどうかしたのか」

「どうか！　したのか！　じゃ！　ない！」

　ばんばんと何度も肩を叩いてくる島野。痛いんだが。

「お前、生徒会の役員がどんな面メン子ツか知ってるのか!?　全員が全員、学校内でも……いや、外ですら評判の美少女なんだぞ!?　ファンクラブだってある子もいる！　まさに魅み惑わくの花園！　そこに！　唯ゆい一いつ！　男として入る！　お前が！　そうだろ!?」

「そうだな」

「なのになんだその淡たん泊ぱくな反応はあああああああ！」

　オレの襟えり首くびを掴つかんで持ち上げる島野。く、苦しい！

「た、確かにオレもすごいことだとは思うけど」

　普段だったら、そりゃ、興奮だってしただろう。島野ほどじゃなくても、はしゃいだかもしれない。ただ今のオレは、それどころじゃない。秘密を知られてしまった相手を探すという重要な任務があるのだ。無む邪じや気きに喜んでいる場合じゃなかった。

「……なんか現実感がないんだよ。突とつ然ぜんのことだったし」

　それっぽい理由をでっちあげると、島野はようやく、納なつ得とくしたように手を放した。

「まあ……確かにそりゃそうか。でもなあ。羨うらやましいよなぁ。妬ねたましいよなぁ。憎にくらしいよなぁ！　だってお前、お姉さんがあの生徒会長だってだけでもウルトラマックスラッキーなのに、その上、生徒会役員だぞ？　正直、お前の皮を剥はいで被かぶってなり代わりたい」

　発想が猟りよう奇き的てき過ぎる。

「なあ、仲良くなったらおれに紹介してくれよ。誰でもいい。誰でもいいから何らかの関係を持ちたいんだ。電話番号までとは言わない！　ＳＮＳのアカウントだけでも教えて！」

「欲望に忠実なのも考え物だな……出来る訳ないだろ、そんなこと」

　一歩間ま違ちがえればやばい奴だぞお前。

「中学からのダチの願いだぞ!?　それくらい叶かなえてくれたって――」

　と、島野が身を乗り出してきたその時だった。

「ツキト。そろそろ生徒会に行くぞ」

　入り口に義姉さんが姿を見せて、呼びかけてくる。

「あ、ああ、うん、今いくよ。じゃあな、島野」

　オレは急いで義姉さんの元に向かった。

「あああああ！　天宮、忘れるなよ、おれはお前の親友、ベスト・フレンド、心の友だぞおおお！　宜しくなああああ！」

　背後から聞こえる叫さけびは無視する。

「なにかあったのか、ツキト」

「なんでもない。義姉さんが気にすることじゃないから、早く行こう」

　オレは義姉さんの背中を押して、強ごう引いんに歩き出した。

　その後――義姉さんが廊ろう下かを進むと、生徒の群れが自然と分かれて行く。さながら海を割って人々を導いた聖書のモーゼが如ごとくだ。後ろに居るオレは認にん知ちすらされていない。

　誰もが多大な憧あこがれと愛情を以もつて姉さんを見つめていた。改めてすごい人だ。高校に編入して一年しか経たっていないのに、完全に学内ヒエラルキーの頂点に座している。

　まあ、島野の言う通り、こんな義姉さんが会長をしている生徒会だからして、普ふ通つうとはやっぱり違っていて。オレも周囲や義姉さんから色々と聞いてはいた。

　そんな中にオレが入って、上手くやれるといいけど……。

「うぶっ」

　なんて考えていると、義姉さんの背中にぶつかってしまった。廊下の途中で立ち止まって、窓の外を眺ながめている。何があるのかと視線を追うと、綺き麗れいな青空をヘリコプターが横切っていくところだった。ローター音がわずかに聞こえてくる。

「どうしたの、義姉さん」

　義姉さんはヘリの動きを目で追って、視界から消えるまでその場で待機していた。なんとなく肩に力が入っているような気もする。

「いや、敵てき襲しゆうかと思ってな」

「敵!?　そ、そんなことあるわけないでしょ」

「そういった慢心が悲劇を生むこともある」

「……生んだことあるの？」

　オレの質問に義姉さんは、はっとした顔をした。

「――そんなことはあるわけがない。絶対にない。百パーセントない」

　だ、断言し過ぎて逆に怪あやしい……！

「さあ、行くぞツキト。時間が押している」

　義姉さんは何かを振り切るように再び歩き始めた。……ううん。やっぱり気になる。思い切って訊いた方がいいんだろうかと前々から思ってるけど、中々実行には移せていない。

　その後、生徒会室の前まで来ると、姉さんが扉に手をかけて、勢い良く開けた。

「皆、ご苦労」

　堂々と部屋に入って行く義姉さんの後ろに、オレは子分のようにして続いた。

　程ほど々ほどに広い部屋には、窓以外の壁かべに大きな棚たなが備え付けられている。そこにはファイルケースが何冊も隙すき間まなく差し込まれていた。多分、生徒会活動に必要な資料とかだろう。

　室内の中央には巨きよ大だいな事務机が置かれていて、パイプ椅い子すが並んでいた。

　正面の窓前にある椅子だけが空いていて、他は全て埋うまっている。

　座すわっているのは、当たり前だが生徒会の役員達だ。

　全員が女の子で、更には揃そろいも揃って、びっくりするほど整った顔立ちをしている。

　……この中に、オレの秘密を目撃した人間がいるわけか。当たり前だけど、見ただけではさっぱり分からない。

「あー、ツキトくんだ！」

　と――ひっそり観察していると、その中の一人がオレの顔を見るなり、机に手をついて跳はねるように立ち上がった。そのまま小走りで駆かけ寄よってくると、

「わぁ、ツキトくん、本当に生徒会の役員になったんだねぇ！」

　こっちを見上げて、柔やわらかな笑みを見せた。

　肩下辺りまで伸びた髪は羊毛のようにふわふわで、光の加減で桃もも色いろにも見える。少し垂れがちな目とふっくらした頬ほおのせいか、顔は幼い。ただ、なんていうか、太っているわけでもないし背も小さい方なのに、胸部の辺りが尋じん常じようではなく膨ふくらんで制服を押し上あげているので、妙みようにアンバランスというか、早い話がイケない気持ちになってしまう。

「う、うん。そうだけど……えっと。詩し田だサクラさん、だよね」

　初対面とは思えないくらいのフランクさに当とう惑わくしつつ、オレは言った。

「うん、そうだよぉ。サクラでいいよ。生徒会の副会長してます。よろしくねぇ」

　にこにこしながら、詩田さん……サクラは、ぺこりと頭を下げる。

　詩田サクラ。色々と評判な生徒会メンバーの中でも、義姉さんと人気を二分するほどの女子生徒だ。なにせ見た目の愛らしさとのんびりほんわかしたなごみ系の雰ふん囲い気きにプラスして、このびっくりするほどの親しみやすさだ。

　更におっとりした外見と相反してサクラは頭の回転が速く、自然な気き遣づかいも出来るので、男子はもちろん、女子にも友達は多いそうだ。彼かの女じよと話していると、どんなに苛いら立だった人間も最終的には怒いかりの矛ほこ先さきを納めてしまうというのも影えい響きようしているとのこと。クレーム処理の仕事とかやらせたら、あっという間にエースになってしまいそうだ。

　義姉さんが学園の女じよ帝ていだとすれば、サクラはさながらアイドルといったところだった。実際、島野が言っていた『ファンクラブまである女子生徒』とは彼女のことだ。秘ひ密みつ裏りに活動しているようで参加しているメンバーは謎なぞに包まれているが、相当な数が所属しているらしい。

「う、うん。よろしく。その、生徒会に入るのは初めてだから、色々と迷めい惑わくかけてしまうかもしれないけど」

「そんなこと、全然いいよぉ。わたしがサポートするから、安心してねっ」

　サクラは言って、オレの手を自分の両手で優しく包み込んだ。お、おおう。確かにボディタッチの多めな子とは友達とかから聞いていたけど、それにしたって積極的だな。こういうの、パーソナルスペース的な問題で嫌がる子も……いや、彼女のことだからその辺も見み極きわめているのかもしれない。

　あるいは――サクラこそが目撃者で、過か剰じようなまでに一気に距きよ離りを詰めることでオレとの信しん頼らい関係を築き、更なる詳細を探ろうとしているとか!?

　し、しかし、仮にそうだとしても、一体どういうつもりで!?

「……なぁに？　ツキトくん」

　サクラはとろけるような笑みを浮うかべた。……い、いかん。多少の都合の悪いことも色々と誤魔化されてしまいそうなほどの魅力だ。騙だまされるな、オレ！　騙されてるかどうかも今のところ不明なんだが！

「ちょっと。詩田さん。はしたないですよ」

　が、そこでサクラの放つ和なごやかムードを矢で射い貫ぬくように、注意が飛んできた。

　視線を向けると、サクラを……というより、オレを強く睨にらみつけている女の子が居る。

　綺麗な色を宿した髪を、左右で結んでいる。眼めは冷ややかで、透明感のある肌には薄うつすらと化け粧しようを施ほどこしていた。パイプ椅子に腰を下ろして尚なお、背筋は定規を差し込んだかのように真まっ直すぐとしており、足もぴったりと隙間なく閉じられている。

　全身に纏った厳おごそかさという点では義姉さんに似ているものの、どことなく気品に溢あふれていて、こっちは長らく続く貴族の末まつ裔えいといった体ていだ。

　それだけに所作一つ一つに気を遣つかわなければ即そく座ざに罰ばつせられてしまいそうというか、そういう極きわめて張りつめた物を感じた。

「無防備に男性へ密着するものではありません。何をされるか分かったものではありませんよ」

「えー。ツキトくんはそんなことしないよ、セイナちゃん。だってツキトくんだよ？」

「全く論理的に説明できていません。それに貴女あなた、彼かれとは会ったばかりでしょう。主観的な印象などいとも容易たやすく覆くつがえされるのですよ。その男がいつ貴女の前で本ほん性しようを剥むき出しにし、滾たぎらせた獣じゆう欲よくのままに貴女の柔やわ肌はだに手をかけ、服を裂さき、露あらわになった女性的な部分に対して溜たまりに溜まった汚けがらわしい欲求を発散するか、考えるだけで寒気が走ります」

　初対面で人を性欲の化け物のように言わないで欲しい。

　……待て。ひょっとして初対面じゃない？　オレを目撃したことでそういう印象を抱いたとか。いや、それはないか。そんなことを思われるようなことじゃない。と思う。多分。

　ただ彼女も目撃者候補の一人だ。注意深く観察するに越こしたことはないはずだった。

「ツキトくんは獣けものじゃないよ？　人間だよ？」

「物の例えです。狼おおかみのような人間ということです」

「わたしは狼より犬の方が好きだなぁ」

「いえそういう話をしているのではなく」

「学校の帰り道にね、可愛い犬がいるんだよ。また小さいの。あれ種類なんなのかな。セイナちゃん、一いつ緒しよに見に行かない？」

「いえ、あの……まあ、別に構いませんが」

「えへへ。じゃあ、約束ね」

　サクラはセイナと呼んだ女の子に近寄ると、指切りを交かわした。セイナはなんとも言えない顔をしつつも、最終的には笑みを浮かべている。こういうことが簡単に出来てしまう辺り、評判通りのすごさだ。計算なのか天然なのか判断つかないところがアレだが。

「……さて、まずはツキト、お前に役員達の紹介をしておきたいところだが」

　サクラとセイナのやりとりが一段落したのを見て、義姉さんは口を開いた。

「その前にサクラ。お前、どうしてツキトが生徒会に入ることを知っている？」

「え？　どういうことですか？」

　義姉さんの問いかけにサクラは大きな目をしばたたかせた。

「いや、ツキトが生徒会に入ることは昨日、教員には話しておいたが。それ以外の者はまだ知らないはずだ」

「あ。あー……えっと、それはですね」

　不味いところを指し摘てきされたというように、サクラは気まずそうに目を逸らす。が、

「義姉さん、もう結構、噂うわさになってるみたいだよ。オレの友達も知っていたし。先生が話してるのを聞いたんだってさ」

　と、オレが言うと、

「そ――そうなんです！　じ、実はわたしも友達から！」

　サクラは何度も頷いた。……ううん？　なんか今、急いで都合の良いこっちの話に乗っかったような。本当は別の理由でオレのことを探ってた、とか。

「でも、あの、直接ではないですけど、盗ぬすみ聞ぎきした情報になっちゃうので……会長さんに言ったら怒おこられるかなって、黙っていました。……ごめんなさい！」

　頭を下げるサクラを、義姉さんは腕うでを組んで無言で見つめていた。怒っているようにも見える。

「……義姉さん。詩田さ……サクラも悪気があったわけじゃないんだし、その、許してあげてよ」

　このままだとお説教が始まりそうだったので、オレがフォローすると、義姉さんは「ん？」と片かた眉まゆを上げて、

「いや別に、どうしようとも思っていない。そういう情報漏ろう洩えいもあるのなら気を付けなければならないと考えていただけだ」

　な、なんだ、そういうことか。良かった。

「まあ、偶ぐう然ぜん耳にしたのであれば責めることも出来ないだろう。気にするな、サクラ」

　義姉さんの言葉に、サクラは「よかったぁ」と顔を綻ほころばせた。オレも胸を撫で下おろす。

「話を戻もどそう。まず、彼女は蘭らん堂どう静せい奈な。二年だ。生徒会では会計係と風紀委員を兼けん任にんしてもらっている」

　義姉さんが先程サクラを注意した女の子を示すのに、オレは思わず呟つぶやいた。

「うん。エンマだよね」

「えんま？」

　セイナが怪け訝げんな様子で眉を顰ひそめたので、オレは慌てて自分の口を塞ふさいだ。危ない。

　蘭堂静奈。風紀を正す為、毎日のように学校内を巡じゆん回かいしている女生徒だ。

　特に不良やオタクといった類たぐいの人間が心底から嫌きらいらしく、彼かれ等らが少しでも校則に反するような行動を取れば、即座にその場で処しよ罰ばつしていた。

　相手がどれだけ頭を下げようが、涙なみだを流して土下座しようが決して許さず、停学処分ならまだいい方で、あまりに素行が悪ければ退学にすら追い込む。

　オレが通っている高校は私立なのだが、セイナの父親は理事長をやっているらしく、教きよう師し陣じんも彼女には頭が上がらないようだ。

　あまりの容よう赦しやの無さっぷりから、地じ獄ごくで亡もう者じやの罪を裁く閻えん魔ま大王の名をとって『エンマ』という渾あだ名ながつけられ、畏い怖ふの対象となっていた。だから、外見だけで言えば義姉さんとタメを張るほど優すぐれているのに、いまいち生徒間での人気は低い。

「既に名乗った後だから、サクラは飛ばすことにしよう。次にコユキ」

　義姉さんが呼びかけると、それまで黙ってパソコンを打っていた女の子が手を止めた。ゆっくりとこちらを向く。

　改めて対面して――オレはつい、見み惚とれてしまった。

　まるで、精せい巧こうに作られた西洋人形を前にした時のような気持ちに囚とらわれる。

　外国の血が入っているのか緑がかった銀色の髪かみを短く切っていて、名前の通り雪のような真白い肌をしていた。身長や体格が小こ柄がらなところもまた、愛らしさに一役買っている。

　ただ、人形みたいだ、と思ったのは何も見た目だけじゃない。

　彼女の表情には感情の色が全く見当たらなかった。それこそ人工物であるかのように。

「姫ひめ白しろ香こ雪ゆき。書記係をしてもらっている。一年だから、ツキト、お前より年下だ」

「……よろしく」

　短くそれだけを言って、コユキはまたパソコンを打だ鍵けんする作業に戻った。オレに全く興味を持っていないみたいだ。実際にそうなんだろうけど。

　ただ、オレの方は彼女のことを知っている。およそ現実離ばなれした、幻げん想そう的てきとも言える外見は、同年代や先せん輩ぱい達たちからも注目されているみたいで、色んな人達から声をかけられたり、可愛がられているところを目にしたことがあった。

　さっきの態度と言い、四人の中では一番目撃者っぽくないんだが、あえてそうしているということも考えられる。見た上でどうでもいいと思ってるなら、オレの秘密を吹ふい聴ちようすることもないだろうし、安心できるんだが……写真を撮られた以上はそういうわけでもないだろう。何か意味があって素っ気無い感じにしているのかもしれない。

「……なに？」

　思わずじーっと見つめてしまったからか、コユキからやや不ふ審しんがられてしまった。危ない。動どう揺ようを顔に出さないようにして「なんでもないよ」と言っておいた。

「よし。皆、今日から彼に広報係として生徒会に所属してもらうことになった。天宮月斗。私の義弟だ」

　義姉さんに背中を軽く押されて、オレは頭を下げた。

「ふ、不ふ馴なれで面めん倒どうかけるかもしれないけど、宜しく」

「はーい。宜しくお願いしますっ」

　元気よく返事をしてくれたのはサクラだけだ。コユキはこっちを見ることもなく作業に没ぼつ頭とうしているし、セイナに至っては、

「まあ、会長の命令ですから従いますが」

　まるで親の仇かたきとばかりにオレに鋭い眼まな差ざしを向けてくる。

「ワタシはまだ貴方あなたを認めたわけではありませんので。そこのところ、よぉぉぉぉぉぉぉく、覚えておいて下さると助かります」

　うっ。……完全に敵視されてるな。やっぱり今日が初対面じゃなくて、オレのやっていたことが何かの理由で彼女の逆げき鱗りんに触ふれたとかで、嫌われてるのか？

「私は職員室に用がある。サクラ、ツキトに生徒会のことについて教えてやって欲しい」

「了りよう解かいしました、会長さん！」

　勢いよく手を上げたサクラが、オレにほんわかした笑え顔がおを見せてくる。今のところ彼女だけが癒いやしだが、さりとて気を抜ぬくわけにもいかない。

　オレは、目もく撃げき者しやを見つけることが出来るんだろうか――。




　などと思いつつ始まった生徒会の活動だったが、仕事自体は難しいものでもなかった。

「あのね。広報っていうのは主に学校行事に関する連れん絡らくをしたりだとか――」

　指導係であるサクラの教え方が上う手まいというところが大きいだろう。かなり噛かみ砕くだいて、分かり易やすく教えてくれるので、比ひ較かく的てき短時間で大体のところを呑のみ込めた。

「なるほど。分かった。ありがとう」

「本当？　良かった。じゃあ、褒めてください！」

　隣となりに座ったサクラは、そう言うと、急に姿勢を正した。

「え、いきなりそんなこと言われても……えっと、よくできました、とか？」

　戸惑いながら口にすると、サクラは眉み間けんに少し皺しわを寄せた。小さく頬を膨らませる。

「それだけ？」

「それだけって……他になにかあるかな。う、ううん」

　少ない語ご彙いを必死に探していると、サクラは「んー」と言いながら、オレに頭を差し出してきた。どういうことだと思っていると、なにかを期待するような感じで、上うわ目め遣づかいにこっちを見つめてくる。その姿はどこか、尻しつ尾ぽを振ふる子犬のように思えて、なんとなく彼女がやって欲しいことを察した。

　い、いや、でも、いいのだろうか。もし間違いだったら。実行して嫌がられたり、距離をとられたりしたら！

「…………」

　ああ！　そ、そんなキラキラした瞳ひとみでこっちを見ないで！

　……よ、よぉし。それならやる。やってやる。ええい、もう、どうにでもなれ――！

「……助かったよ、サ、サクラ」

　オレは、小刻みに震ふるえる手を伸ばして、サクラの頭をゆっくりと撫でた。

　しばし無言の時が流れる。緊張感が半はん端ぱない。こ、これで良かったんだろうか……！

「……ふふふ」

　すると――サクラはくすぐったそうに目を細め、頬を赤く染めると、笑みをこぼした。

「やった。ツキトくんに褒められちゃった」

　よ……よっしゃッ!!　正解だったッ!!

　っていうか、いいのか、今のは!?　彼かれ氏しとかそういう地位の奴しかやっちゃダメなやつでは!?　それともその懐ふところの広さが学園のアイドルとしての地位を確立した所以ゆえんなのか。

　あるいはやはりオレの秘密を知ったことでそういった行動に……!?

「ん？　どうしたの？　ツキトくん」

「へえ!?　あ、い、いや!?　べべ、別に!?」

　突然に沈ちん黙もくしたこっちの顔を不思議そうに覗のぞき込んできたサクラに、オレは思いっきり動揺してしまった。いかん。会話をしよう。

「と、というかこの場はちゃんと理解できたオレが褒められる場面のような」

「じゃあ、褒めてあげようか？　よくできましたぁ」

　サクラはオレの頭に手を置いて、丁てい寧ねいに撫でて来た。はあああああああやめてえええええそういう無防備な行動はあああああ。

　……こういうので勘かん違ちがいしてしまう男子、結構居るんだろうな。本人が無意識っぽいから余計に罪作りというか。

「詩田さん。生徒会についての説明は終わりましたか？」

　と、そこでセイナが、手にした書類に目を落としたままで言った。サクラがオレの頭から手を放して、後ろを向く。た、助かった。あのままだと多分、心臓が爆ばく発はつしていた。

「うん、終わったよー」

「ではこちらに来て下さい。提出書類の確かく認にんをお願いします」

「ええー。もうちょっとツキトくんと一緒に居たいなー」

「副会長でしょう、貴女は。自分の職務を全まつとうして下さい」

「…………」

「捨てられた子犬の様な目で見てもダメです」

　と口にしながらも、セイナの体は何かに耐えるよう、小刻みに震えていた。サクラのお願い攻こう撃げきはお堅かたい風紀委員にも通じるのか。

「大体、その男は初対面でしょう。貴女はどのような異性に対しても、そのように積極的な接し方をなさるのですか？」

「ううん。そんなことないよ？」

　……あれ？　そうなのか？

「ではなぜ、その男にはそのように……？」

　怪訝な顔をしたセイナに、サクラはぷっくりとした唇くちびるに指先を当てて、首を傾かしげた。

「んー。んー。んーんー。……ツキトくんだから？」

「お願いですから、せめて具体性のある答えをお願いします」

　セイナは嘆なげくように息をついた。気持ちは分かる。いや本当、なんで？

「ツキトのことが好きなの」

　と、そこで突然にコユキが発言した。パソコンの画面から顔を上げてこっちを見つめている。相変わらず何を考えているのか、その目からは読み取れなかった。

「い、いやいや!?　いきなりなに言ってるんだよ!?」

　急過ぎる質問に、そんなわけないだろ、とオレが焦あせってサクラを見ると、

「んー……。えへへ」

　なぜかサクラは曖あい昧まいな感じで流した。ど、どういうことだ。いくらなんでも、初対面の男に対してこの反応はおかしい。相手は男がその尊さに涙ぐみ、女が理想像として崇あがめる学園のアイドル、詩田サクラだ。そんな彼女が一ひと目め惚ぼれしたんだなんて解かい釈しやくが出来るほどオレも馬ば鹿かじゃない。何か裏があるはずだ。

　まさか、本当に彼女が目撃者で、何かの目的があって接近しようとしている……？

「でもせっかく同じ生徒会役員になったんだし、仲良くしたいって思わない？」

「それはまあ、そうかもしれませんが……」

　ほ、本当にそれだけなのか？　サクラの表情からは何も読み取れない。というかちょっと見ているとすぐに察知され、太陽のように眩まぶしい笑顔を向けられるので、それ以上直視出来なくなる。くっ。過ぎた可愛かわいさは時に凶きよう器きにもなりえるのか!?

　……とりあえずは、様子見しておこう。何か確証があるわけでもなし。今突っ込んだところではぐらかされて終わりだ。

「へー。そう」

　コユキは自分から質問した癖くせに全く興味の無さそうな顔をして、またパソコンでの作業に戻った。なんなんだ。確認したかっただけなのか。

「……ちょっと変わってるやつだな、姫白って」

　小声で話しかけると、サクラは「そだねぇ。でも可愛いよ？」と今度は名前の通り、春のような温かな笑えみを見せた。可愛い。可愛いか。確かに見た目はそうだけど……。

「まあ、詩田さんが天宮さんに特別な感情を抱いだいているわけではないのであれば、安心しました。我わが校こうの規則では生徒同士の不純異性交遊が禁じられておりますので」

　そんなものあったっけ。また時じ代だい錯さく誤ごな。

「……って。まさかそれで……!?」

　立ち上がりかけたオレはセイナから「なんです？」と怪訝な顔をされ、我に返ると、再び席に着いた。ぎ、ぎりぎりセーフ。でも……うーん。

「キリストも『汝なんじの隣りん人じんを愛せよ』って言ってるし、別に悪いことじゃないと思うけど」

　コユキの発言にセイナは首を横に振り、

「意味が違ちがいます。みだらな関係を築いては、学生の本分に差さし障さわるということです」

「好きになっちゃったんだったらしょうがないじゃん、とも言っていた気がする」

「救世主はそんなチャラいことを言いません!!……お父さんに怒られますよ、姫白さん」

　セイナの指摘に、コユキは無表情で軽く肩を竦すくめた。……お父さん？　少し気になったけど、それよりもふと覚えた疑問を、オレは口にする。

「でもさ。異性交遊がダメなら、同性ならオッケーってことなのか」

「は、はい!?　な、な、なにを言ってるんですか、貴方は!?」

　突然、派手に椅子を蹴け立たてて、セイナが立ち上がった。今までの落ち着きが嘘うそであったかのように慌あわてている。な、なんだ、いきなりどうしたんだ。

「い、異性だろうと同性だろうと、不純異性交遊は校則違い反はんです！　特に生徒会は全校生徒の模も範はんとなるべき組織ですから、厳禁とします。分かりましたね、詩田さん！」

「は、はぁい……」

　今にも噴ふん火かしそうな勢いでダメ押おしされて、サクラは若じやつ干かん怯おびえながら手を上げた。

　でも、なんだろ。なんか誤ご魔ま化かされたような。……まあ、追つい及きゆうしてもろくなことがなさそうだからやめておくか。

「……えと。ツキトくん、じゃあ、指導の続きする？」

　思い出したように言ってきたサクラだったが、

「詩田さん！　ですから、書類のチェックをお願いしますと！　申し上げたでしょう！」

　矢のように飛んできたセイナの声に、「は、はいぃっ！」と急いで動いたのだった。




　……さて。無事に生徒会メンバーとの顔合わせも済んだわけだけど。もちろんこれは始まりに過ぎない。重要なのは寧むしろここからだ。

　オレはポケットに手を入れて、硬かたい感かん触しよくを確かめた。生徒会室の鍵かぎだ。これを落としたのは誰だれか、それを見定めなくてはいけない。

　今のところは何も起こっていないみたいだけど、誰か知らない奴がオレの秘密――弱みと言い替かえてもいいかもしれない――を握にぎっているというのはどうにも気持ちが悪い。それにこのまま誰かにバラされて広まってしまうという危険性は依い然ぜんとして消えていない。

　特定して、なんとか口外しないように対策をとらないと。

　しかしそれにはこの人が目撃者だと断じることの出来る確信が必要になってくるわけだが、さっきの自己紹しよう介かいではむしろ全員が怪しく見えてきて、特定には至らなかった。

　となればある程度親しくなってから、少しずつ情報を引き出すしかないんだが。

　親しい、という意味で言えば義姉ねえさんなんだけど、それはちょっと考えものだ。義姉さんはオレなんかよりよほど頭が良いいし、勘かんも鋭するどい。迂う闊かつな真ま似ねをしてシロだった場合、逆にこっちの隠かくしていることを知られてしまう可能性もあった。

　じゃあ、残されるのはサクラ、セイナ、コユキか。

　三人の中で一番気になるのは、やはりサクラだ。あの、オレに対しての妙に親しげな態度と、その他の言動は、明らかに不自然だ。まず彼女から調べるべきかもしれない。

　……サクラはサクラで見た目や雰囲気に反して油断できない気がするので、義姉さんよりは幾いくらかマシというレベルだけど、仕方がないか。

　次の問題は、どう仲良くなるか、だけど。これが中々に難しい。生徒会の仕事だけだと時間がかかり過ぎるけど、かといって校内で頻ひん繁ぱんに声をかけたりするわけにもいかない。

　サクラのファンクラブの存在があるからだ。

　島野から聞いたところ、サクラのファンの中には結構危険な奴もいるらしく、彼女に近付き過ぎる男に関しては密ひそやかな『処理』が行われることもあるという。

　処理の内容に関しては明らかになっていないが、施された結果、対象の男は何かに怯おびえようにして、サクラに対してのアプローチが消極的になったとか。恐こわ過ぎる。

　故ゆえに事は慎重にならなければならない。なるべく、誰かの目につかないようにこっそりとサクラとの親交を深めていく。難題だが、やってのけなければ。学校内がダメだとすれば外だろうか。サクラと一緒にどこかに行けば、自然と会話も増えるだろう。

「でも、どうすれば誘さそえるのかな……」

　なにせ相手は学園のアイドル。同じ生徒会役員になったとしても向こうは高たか嶺ねの花はなだ。今日、少しは打ち解けたからって調子を良くして声をかけたところで、思い上がるなよとばかりに――もちろん本人はそんなこと言わないだろうが――断られるかもしれない。

　いや、でも、仮にサクラが目的をもってオレに近付いてきたのであれば、案外とあっさり誘えばオーケーをもらえるのだろうか？　となれば、オレがサクラの疑ぎ惑わくに気付いていると悟さとられないように、さりげなく声をかけることが出来ればいいのか。

「ううん。そんなに上手くデートに誘える方法は……」

「誰とデートするの？」

「うぎゃわっ!?」

　いきなり背後から声をかけられて、オレは跳とび上がった。振り返かえると、サクラが口元に手を当てて、くすくす笑っている。

「うぎゃわだって。面おも白しろい叫び声ごえだね」

「サ、サクラ!?　え、どうしてここに!?」

　家へ帰る途と中ちゆうにぐだぐだと考えていたわけだけど、ここはもう学校からは結構離はなれてしまっている。

「わたしの家、この近くなんだよぉ。そうしたら前に見覚えのある後ろ姿が歩いてるなーって思って近付いたら、ツキトくんだったから」

「そ、そうなのか。全然知らなかった。うちもこの辺で」

「うん。ご近所さんだったんだねぇ。すごい偶然！　よろしくね？」

　手を差し出されて、オレは「あ、ああ」とドキドキしながら握り返した。少し冷たくて、柔らかい感触が伝わってくる。

「ねえねえ。それならこれから、行きと帰り、一緒に学校に行かない？」

「へ!?　え、オレと!?」

「ここにはツキトくん以外居ないよ？　ね、いいでしょ？　わたし、いつも一人で登校してるから、寂さびしかったんだぁ。せっかく同じ生徒会役員になれたわけだし」

「そ、それはいいけど。あの、たまに義姉さんと一緒だったりはするけど」

「義姉さん？……あ、会長さんか。もちろん、いいよ！」

　この上なく嬉うれしそうに頷うなずくサクラ。まさかの幸運。あっという間に朝と放課後の時間のお喋しやべりタイムゲットだ。……彼女が意図的に仕し掛かけて来たのかもしれないが。

「あ。……でも、あれかな。誰かデートしたい人がいるんだよね？　わたしと一緒だと、その人に誤解されちゃうかな？」

　とか思っていたら、不ま味ずい方に向かい始めた。オレは急いで首を横に振る。

「それはえっと、違うんだ。……い、いや、違うってことでもないかもしれないけど！」

「ん？　どういうこと？」

　ああ！　いかん！　余計なことを口走りかけていた！

「な、なんでもない！　とにかく、今デートしたい人っていうのは他の誰かじゃなくて、なんていうか君っていうか！」

「……え？　わたし？」

　しまった!?　テンパったせいでついうっかり！

　サクラは驚おどろいたように目を丸くして、固まっていた。

「そ……そうじゃなくて！　いや、そうなんだけど！　でも、ああ、こんなこと言うつもりじゃなかったんだけど！　せめてもっとタイミングを考えてとか！」

　ダメだ。言葉を重ねれば重ねるほど、どんどんボロボロになっていく。

「ご、誤解してないで欲ほしい。オレは軽けい率そつにサクラを誘ったわけじゃなくて、どうすればスマートに出来るか悩なやんでいて、そのことが頭一いつ杯ぱいにあったから口に出てしまったわけで！　だから決してナンパ男ってわけでもなくて！」

「いいよ」

「出来れば今回のことは忘れてもらって、また日を改めてというか、もう一度チャンスをもらってからオレなりにちゃんとしたやり方で……え？」

「だから、いいよ？」

　サクラは少し背を屈かがめて、オレの顔を覗き込みながら、小さく笑みを浮かべた。

「デート、しよ？　ツキトくん」

「……は」

　え。なに。なにが起こってるんだ今。なにがどうなってどういう結果でこれは一体？

「は、はい!?　いいの!?　そんなにあっさり!?」

「うん、あっさりといいよぉ。いつにする？　今週の土曜日？　どこいく？」

「ちょっと待って、ちょっと待って。いきなり過ぎてまだ現実が追いついてないから！」

　オレは振り返って、何度も深呼吸した。落ち着け。結果的には上手くいったんだ。そう。もしサクラがオレのことを探さぐろうとしているならこれは自然な流れでもある。何もおかしいことはない。計画を進めよう。それでいいんだ。

「……うん。よし。じゃ、じゃあ、サクラハドコニイキタイ？」

　と、前を向いて平静を装ったけど、声が完全に裏返ってしまった。サクラはぽかんとした後で――不意に、お腹なかを押さえて爆ばく笑しようする。

「あはははははははは！　ツ、ツキトくん！　ロボットみたいになってたよ、今！」

　……やってしまった。カッコつけようとしたらこのザマだ。

「あー。ツキトくん面白いねぇ。えと、そうだね。わたし、欲しい服があるんだけど、付き合ってくれないかな？」

「も、もちろん、いいよ。じゃあ、土曜日の……午前十時くらいに駅前とかは？」

「おっけー！　楽しみにしてるねー。じゃあ、わたし、家に帰るから。ばいばい！」

　サクラは頬を桃色に染めたまま、手を振って去っていった。

「……ばいばい」

　オレは手を振り返しながら、呆ぼう然ぜんとする。嘘みたいに簡単にいったぞ。

　やはりオレの予想は当たっていて、サクラが目撃者だったのだろうか……？




「ツキト、どこか行くのか？」

　土曜日。玄げん関かんで靴くつを履はいていると、義姉さんが声をかけて来た。

「あ、ああ。ちょっとその。用事があって」

　軽く答えると、義姉さんはオレに近付き、じっと見つめて来た。

「……なに？　義姉さん」

「いや。少し心配になってな。今朝ニュースでやっていたが、隣の市で通とおり魔まが出たらしい。この街にやってくるとも限らん。私もついていこう」

「い、いいよ！　なにも起こらないって！」

「そういった油断が万が一に繋つながるんだ。いつものように家を出た人間が死体となって帰ってくる。そんなことを私は何度も目に……」

「目に？……したの？　何度も？」

「……してはいないが、日々、想像はしている」

「そっちの方が恐いよ!?　どれだけ世の中を信用してないの!?」

「と、とにかくだ。どうしてもダメなら諦あきらめるが……十分に気を付けてな」

　姉さんは微笑ほほえんで、オレを抱だきしめてきた。うわっ。な、なんだ。いつもはここまでしないのに。

「お前も高校生とは言え、まだ子どもだ。くれぐれも行動は慎重にな」

「……え、と。どういうこと？」

　なんか意味ありげなんだけど。

「別に難しいことじゃない。私はいつもお前の身を案じているということだ」

　義姉さんは離れると、慈いつくしむような手つきで、オレの頭を撫なでて来た。

「……うん。行ってきます」

　気にはかかったものの、サクラとの待ち合わせの時間が迫せまっていたので、玄関を出ることにした。今は目の前のことに集中しよう。何な故ぜなら今日は勝負どころ。

　土曜日まで、なんだかんだあって、サクラと一緒に登校したり、帰ったりしたけど、義姉さんが居たり女子と会話することに慣れてなかったりで、オレはろくに訊ききだせていなかった。

　だから、今日こそは――サクラと親しくなって、情報を手に入れてみせる。




　自宅近くの駅前にある広場には、中央に大きな噴ふん水すいがある。

　その傍そばで待っていると、やがて向こうから、聞き覚えのある心地ここち好よい声が聞こえて来た。

「ツキトくーん。ごめんね、待った？」

　見ればサクラが手を振って、駆かけ寄よってくるところだ。

　少し息を切らして頭を下げるサクラに、オレは「いや」と手を振った。

　……しかし、なんていうか。

　休日とあってか、サクラはオレと同じように私服姿だったわけだけど。

　ふわっとしたスカートに花飾かざりがワンポイントでついたネックセーターという組み合わせは、サクラのほんわかした雰ふん囲い気きによく似合っていて、また新しん鮮せんな気持ちで見ることができてしまう。服自体はシンプルなのに、率そつ直ちよくにいって、すごく可愛い。

　オレも一応、気を使って服装は整えてきたけど、それでもやっぱり彼かの女じよと相対すると見み劣おとりしてしまう。まあ、当たり前なんだけど。

「ん。どうかした？　ツキトくん」

「……え？　あ、ああ、いや。あの。うん。服、似合ってるなと思って」

　突とつ然ぜんに振られたせいで素す直なおに答えると、サクラは「えっ」と口にして、すぐに顔を赤らめた。間もなく、少しだけ顔を伏ふせて照れくさそうに、でも嬉しそうに呟く。

「ありがと。……ツキトくんのために、一いつ生しよう懸けん命めい選んだ甲斐かいがあったよ」

　なっ――！　なんっ――なんですか、その反応は！　サクラからしたらそんなこと言われ慣れてるだろうと思うけど。……いやそうだとしても、こういうリアクションを返せるのが、学園のアイドルたる所以なのか!?

「じゃ、行こっか！　こっちだよ、ツキトくん」

　サクラは未いまだに頬ほおを染めながらも、率そつ先せんして歩き出した。

　オレも後ろに続き、やがて、さりげなく隣に並ぶ。……としたいのは山々だったけど、緊きん張ちように体が固まってしまって、錆さびついた機械みたいな動きになってしまった。

　や、でも、いつまでもこんなことじゃいけない。オレからアクションを起こしていかないと。頑がん張ばって、話すことから始めよう。

「……あ、あのさー」

　思い切ってオレが口を開くと、サクラがちらりとこっちを見た。吸い込まれそうなほどに綺き麗れいな瞳が自分の姿を映している。……うぐっ。そう。そうだ。この目だ。この目に見つめられるとなんだかどぎまぎしてしまってまともに喋れなくなり、土曜日までの間、オレは敗北し続けたのだ。

　でも今日は負けない。ひとまず何か話そう。何か、何かを――！

「きょ、今日、良い天気だね」

　はい、やってしまいました。会話で一番やっちゃいけないことをいきなりやってしまいました。天気の話なんてすぐ終わる。全く次に繋がらない。終わった。

「うん、そうだねぇ。ぽかぽかして良い陽気だし。でもねぇ、知ってた？　来週から、また寒くなるんだよ？」

「え、そうなのか？」

「うん。下手したら雪が降るかもって。もう四月なのにね。ああ、でも、桜に雪が積もったら綺麗かな？」

「ああ……確かにそうだな。なんかこう、ロマンチックだ。普ふ通つうは起こらないことが起こるってあんまり良くないことかもしれないけど」

「うん。でも、天候は関係ないけど、夏にクリスマスツリーとか、ああいうの好きかなぁ」

「昔に見たことあるな。確かに良かった」

　オレが答えると、サクラは「ねー？」と笑いかけてくる。……あれ？　なんか上手く繋がったぞ？　いやでもこれはどっちかと言えばサクラが膨ふくらませてくれたんだろう。すごいな。しかもある程度、やりとりをしたことで、ちょっと落ち着いてきた。この感じならいけそうだ。

「え……えっと、サクラ。ところで、ちょっと訊きたいんだけど」

　が、オレが口を開いたところで、

「あー！　ここだよ、ツキトくん！　今、セール中だって！　早く行こ！」

　サクラが声を上げて、前を指差した。高いビルに垂れ幕のようなものが下がっている。

「そ……そうだな、分かっ……ああ!?」

　返事をする途中で、オレは甲かん高だかい声が出た。

　サクラが、躊躇ためらいなくオレの手を握ってきたからだ。

「どうしたの？　急ごう？」

「へ!?　あ、ああ、そうだな。うん、そ、そうしよう。でも、手、手を、手が……」

　オレが混乱している間にも、サクラは強ごう引いんに手を引っ張って、ビルの中へと入っていった。だ、大だい胆たんだな。いやでも、これくらいは普通のことなのか!?

　葛かつ藤とうしている間にもサクラはエスカレーターを昇のぼり、目的階につくと、ある店の前で立ち止まった。

「このお店だよ。すっごく可愛いワンピースがあったんだぁ」

「へ……へえ。そうなのか。それは良かった」

　ようやく手を放してくれたので、オレは胸を押さえて、大きく息をつく。ふう。彼女と居ると色々、心臓に悪いな……。

「……あれ？　ない？」

　なんとか平静さを取とり戻そうとしているオレの横で、服が下げられた棚たなを前にしたサクラが首を傾げた。

「あのー。すみません、ここにあったワンピースって……」

　近くに居た店員さんにサクラが声をかけると、相手はわずかに眉まゆ尻じりを下げて、

「申し訳ありません、昨日、売り切れまして」

「ええー！……そうなんですかぁ。分かりました」

　見るからにがっくりと気落ちしたサクラに一礼すると、店員さんは去っていった。

「……残念だったね」

　どう慰なぐさめていいのか分からなくてとりあえずそう声をかけると、俯うつむいていたサクラは「うん」と答えた後、しばらくして、顔を上げた。

　次いで、自分の頬を両手でぱんぱんと軽く叩たたき、

「――よし！　へこむの終わり！」

　さっきまでの暗い表情が嘘であったかのように晴れ晴れとして、こっちを向いた。

「立ち直り早いな」

「だっていつまでも落ち込んでても何も進まないよぉ。なんでもポジティブにいかないとね。欲しかった服がないなら、もっと良いのを探せばいいの！」

　……なるほど。すごいな。オレだったら一日はずるずる引きずってしまいそうだ。

「と、いうわけで、ツキトくん！　お願いがあります！」

　サクラは手を挙げて、はきはきと言った。

「今から服を選ぶので、わたしに似合うかどうか、決めて欲しいのです！」

「へ!?　え、オレでいいのか!?」

「うん、もちろん」

　サクラは後ろで手を組むと、オレの顔を覗き込んで、満面の笑みを浮うかべる。

「わたしは、ツキトくんに選んで欲しいの。……君じゃないと、ダメなんだから」

「そ……それって、どういう……」

　意味なんだと訊く前に、サクラは「それでは、いってまいります！」と元気よく店の中へ走っていった。その横顔はわずかに赤くなっている。なんとなく、恥はずかしさを誤魔化したようにも見えた。

　サクラはしばらくして戻もどって来る。その手には二着の服があった。

「ね、こっちとこっち、どっちが似合うかなぁ？」

　服を自分の体へ交こう互ごに当てると、サクラは無む邪じや気きな感じで訊いてきた。

　右に持っている方は全体的にシックで大人っぽく、左に持っている方は可愛らしいがちょっと子どもっぽくもある。しかし言ってしまえば、両方とも物もの凄すごく似合っていた。前者はどこか幼い雰囲気のあるサクラが身に着けることで良いギャップを演出しているし、後者は文句なしにバッチリ彼女にあつらえたようだ。

「……えーと。こっち、かな？」

　少し悩んだが、オレは大人っぽい方を指差した。サクラは一いつ瞬しゆん、そっちを見る。そして、

「――わぁ！　わたしもそう思ってたんだ！　やっぱり、こっちだよねぇ！」

　南極の氷でも瞬しゆん時じに溶とかしてしまうような、温かな笑みを浮かべて言った。

「うん、そうだよな！　いや、どっちも似合ってはいたんだけど。こう、左みたいな服をサクラが着ると、逆にしっくり来すぎて見た人の印象が薄うすくなるかなとか。誰かの目を気にして選んでいるわけじゃないと思うけど、やっぱり外向きの服ってある程度、誰かに見せる為ためのものでもあるし、どうせならちょっと主張を強めた方がいいかなとか。だったら、思い切って右にしてみたら普ふ段だんとのギャップを演出できるし、一見するとそっちは地味だけど黒に赤のアクセントが決まっていて、腰こし元もとも絞しぼられているからスタイルの良いサクラにはばっちりかと。ただ胸むな元もとがちょっと開き過ぎてて首元が寂しいから、実際に身に着ける時はアクセサリとかつけた方が……ああ!?」

　しまった！　喋り過ぎた！　我に返るとサクラの表情が固まっている。いかん。調子に乗り過ぎたか!?

「す、すごいね、ツキトくん。女の子の服選ぶの、慣れてるの？」

　あああ、案の定、ちょっと訝いぶかしがられている！

「そ、その、前に義姉さんの買い物に付き合った時、色々と教えてもらって、それでさ！」

　焦りつつも、オレは必死に取り繕つくろっていたが――。

「……でも、うれしい」

　呟つぶやきと共にサクラが口元を緩ゆるめたので、驚く。嬉しい？　え？

「ちょっと訊いただけなのに、色々と考えてくれたんだね。ツキトくん、優やさしいな」

　一歩、こっちに近寄ると、サクラがオレの手をとる。頬を桃もも色いろに染めながら、上目遣いにこっちを見上げて、はにかんだ。

「ありがとう。わたし、こっちを買うね？」

　いや、可愛いなッ!?

　……はっ！　しまった。つい反射的に。いやだって、あまりにも、なんていうかいじましい反応っていうかなんていうか。

「あ……ああ。うん。そうした方が、いいよ」

　こっちの心中を見み抜ぬかれないように冷静さを保ちつつ、オレは言ったが、

「ね。もし良かったら、今度これを着て、またデートしてくれない？」

「――へ、ええ!?」

　凄すさまじい会話のボールを投げられて、受け止めきれずに間ま抜ぬけな返しをしてしまった。

「ダメ、かなぁ？」

　かなり残念そうな顔をされて、オレは全力で首を横に振る。

「い、いや、オレで良ければ」

「ホント？　やったぁ！　じゃあ、わたし、買ってくるね！」

　サクラは跳び上あがると、足取りも軽かろやかにレジへと向かう。

「……え、なに？」

　さっきから一体、なにが起こってるんだ？　学園のアイドルだぞ？　ファンだって大勢いる。中にはオレなんかよりもっとカッコよくて、運動神経も頭も良い奴やつだっているだろう。それなのに……う、ううん。どうにも怪あやしい。ますます疑惑が強まってくる。

「先さき程ほどのお客様、お目当ての商品が見つかったようですね」

　考え込んでいると、突然、声をかけられる。振り向むくとさっきの店員さんがいた。

「あ、ああ。そうみたいですね」

「良かったです。……それにしても、可愛らしい方ですね。ひょっとしてモデルとかやってらっしゃるんですか？」

「いえ、別に。そういうわけじゃないと思いますが」

　少なくともオレは聞いたことがない。

「そうなんですか！　スタイルも良いですし、てっきりそうなのかと。でも、あれだけ可愛いと好きになる男性も多そうですから、彼女さんを大事にしてあげて下さいね」

「はあ、そうですね。……じゃなくて。別に彼女じゃないんですが」

「え？　でも、どう見ても――」

「そうなんです。彼氏です！」

　困こん惑わくしている店員さんの前で、いつのまにか戻って来たサクラがオレの腕うでをとった。

「ちょっ、サクラ!?」

「照れくさいのか、まだ全然認めてくれなくって。えへへ。でも、そういうところも好きなんですけどね」

「……そういうことでしたか」

　納なつ得とくしたように頷いた店員さんに、オレは「いや違うんだけど」と言おうとしたが、サクラは、

「それじゃあ、また寄らせてもらいますねっ。さようなら！」

　半ば強引にオレの腕を引いて、店を出てしまった。

「お、おいおい、なんであんなこと、言うんだよ」

　かなり店から離れたところで言うと、サクラはにこにこしながら、

「えへへ。そっちの方が面白いと思って。だって、デート中なんだから、いいよね？」

「そ、それはそうだけど」

「ね。それより、これからどこ行こうか。わたしの用事に付き合ってもらったから、ツキトくんの好きなところでいいよぉ」

　サクラは言って、オレに身を寄せて来た。大きな胸が当たって、柔やわらかな感触がダイレクトに伝わってくる。

「ちょ……え、えと、サクラ。その」

「ん？　どうしたの？」

　いや胸がね!?　おっぱいが！　おっぱいをそう遠えん慮りよなく当てられると耐たい性せいのない男としてはこう、一部がけしからんことになるかもしれないわけでして!?

「あ、ツキトくん、髪かみの毛けに埃ほこりついてるよ」

　だからああああ！　背せ伸のびして寄りかかってくることで余計に胸が乳ち房ぶさがおっぱいがあああああ！

「……ん？　あれ？　お前、天宮か？」

　サクラな大胆な行動にどぎまきしていると、聞き覚えのある声がした。振ふり向いて、オレは、絶句する。そこには、あろうことか島野をはじめとしたクラスメイト達たちがいた。

「お前確か、昨日遊びにいこうって誘ったら用事があるからって断った癖に、なんでこんなところに……って、えええ!?　し、詩田さん!?」

　島野がオレの隣となりに居る存在に気付いて声を上げると、周りに居たクラスメイト達も大いにざわめき出した。

「おい!?　天宮、おい!?　なんでお前が詩田さんと一いつ緒しよに居るんだよ!?」

「え!?　ええ!?　い、いやこれは、あの、生徒会の用事で……！」

　やばいと思って取り繕ったが、島野はオレ達の方を指差して、

「だったら、なんで詩田さんがお前にぴったりくっついてるんだ!?　そこのところは納得いく理由があるんだろうな、おう!?」

　次の瞬しゆん間かん、にわかにクラスメイト達がただならぬ空気を発し始めた。いうなれば殺気に近い。いや、それはそうだろう。誰もが焦こがれながら決して手が届かないと思っている存在と、オレみたいな奴が、ほとんどゼロに近い距きよ離りで密着しているのだから。

「これは、ツキトくんの頭についたゴミをとろうとしただけだよぉ」

　が、少し距離をとったサクラが言うと、島野達は途と端たんに顔を弛し緩かんさせた。

「あ、そ、そうなんだ。それなら、えっと、あの、いいんだけど」

　……お前ら、サクラがちょっと発言しただけで、なんだその態度の覆しっぷりは。

「て、ていうか、でも、天宮、お前あれか!?　詩田さんにツキトくんとか呼ばれてるのか!?　うらやま憎にくらしいな、あぁ!?」
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　が、違うところで火が付いた。もういちゃもんつけたいだけじゃないのかこいつ。

「……いこ、ツキトくん！」

　再び剣けん呑のんな雰囲気が漂ただよい始めたところでサクラがオレの手をとって、急に走り出した。とは言えオレも止める必要はないので、そのままついていく。

「あ、おい、こら待て！　月曜日、詳くわしい事情聴ちよう取しゆをするからな、天宮あああああ！」

　後ろから怨えん嗟さの声が追いかけてくるのを聞かなかったことにして、オレはサクラと一緒にしばらく全力疾しつ走そうしたのだった。

「……はあ。ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶかな」

　島野達からかなり離れたところでサクラはようやく足を止める。つ、疲つかれた。こんなに死ぬ気で走ったのは何年ぶりだろうか。

「悪い、サクラ。なんかオレのせいで迷めい惑わくかけて」

「ううん。大丈夫だよぉ。ツキトくんこそ、ごめんね」

「ああ、いや、いいんだけど。しかし、サクラはすごいな。色んな奴から好かれて」

　オレの言葉に、サクラは一瞬、黙だまり込んだ。次いで、顔を俯けて、小さく呟く。

「……そんなの、別に。皆みんなの気持ちはうれしいけど、本当に好きになった人に振り向いてもらえないなら、意味ないから」

「え？」

　オレは驚いた。言葉もそうだけど、サクラの顔が、いつもと違って深刻そうになったからだ。

　そ、それって、つまり……えっと。この状じよう況きようから推測されるのって。

　――オレに好きになってもらわないと意味がないってことか？

　まさか。そんな。はははは。嘘だろ。ありえない。そうだ。何かの間ま違ちがいだ。

　だってオレなんかを、あのサクラが。す、す、好きだなんて。

　……で、でも。今の言葉はどう考えても。そういうこと、だよな？

　じゃあ、今までオレに積極的だったのって、サクラが目もく撃げき者しやでこっちのことを探ろうととしていたとか、そういうことじゃなくて。

　本当にオレに好きになって欲しくて、そうしていた？

　おいおい。もしそうならオレはなんて彼女に悪いことを。打算でやっているかもなんて。

　…………いや。うん。でも、まだそうと決まったわけじゃない。可能性はあるけど、完全に疑惑が晴れるまでは、まだ慎しん重ちようにならないと。

　などとオレが脳内で葛藤している内に、サクラはすぐに何かを振り切きるように、いつものような笑え顔がおになった。

「ね、次はどうしよっか。なにか食べに行く？　それとも、ツキトくん欲しいものある？」

「あ、ああ。そうだな、どうしようかな」

　とは言え、こんなオシャレショッピングビルでオレが欲しいものなんて……あるにはあるけど、さすがに彼女の前では買えないし。

　と思って周囲を見回していると、オレはあるところで目を留めた。

　少し離れたところに一軒けんのテナントがある。ゲームショップだ。なんでこんなところにと思ったが、気づかなかっただけで辺りは玩具おもちや屋やや漫まん画が専門店などが並んでいた。どうもここ一角だけがサブカル系の商品を取り扱あつかっているらしい。

　ふうん、と思いながらなんとなくゲームショップに視線を戻したオレは、しかし店頭のガラスケースに飾られていたゲームソフトを見て、仰ぎよう天てんした。

「おい……嘘うそだろ!?」

　それは巷ちまたで爆ばく発はつ的てきな人気を誇ほこるＲＰＧシリーズの最新作で、オレも多分に漏もれず大好きなのだが、通常より大き目なパッケージには覚えがある。

　初回限定版として出されたもので、貴重な特典映像や設定資料集、サントラなどがついているものの、発売した直後に即そく完売となってしまったのだ。

　オレも手に入れることが出来なくて悔くやしい思いをしたのだが、まさか、こんなところで。

　……欲しい。とてつもなく欲しい！　財さい布ふには買えるだけのお金も入っている！

　が、今はデート中だ。いくらなんでも女の子を放ってゲームショップにソフトを買いに行くことが不調法なことくらいオレにだって分かる。

　ああ。でも、見過ごしたくない。この機会を逃のがせば、次に来た時にはもうないかもしれない。ネットでもプレミアがついていて、通常価格で購こう入にゆうできることなど、まずないのだ。

　しかし、なるべくサクラと仲良くならなければならないこの状況でそんなことをするわけには……くそ、神はなんていう試練をオレに!?

「どうしたの、ツキトくん……え、ええ!?」

　などとゲームショップを見たまま彫ちよう像ぞうのように固まっていると、サクラがびっくりしたように叫さけんだ。

「あれ、ウルサガ５の初回限定盤ばん!?　どうしてこんなところにあるの!?」

「……へ!?　サクラ、ウルサガ知ってるのか!?」

　ウルティメイトサーガ。通つう称しよう、ウルサガ。オレが欲ほつして止やまないソフトのタイトルだ。

「し、知ってるよ。１からずっとやってるもの。わたし、ゲームが好きで色々やってるけど、あのシリーズが一番ハマってて」

「オ、オレも！　オレもそうなんだ。システムもストーリーもグラフィックも完かん璧ぺきで！」

「ツキトくんも!?　うそ……信じられない！」

　サクラはオレの手をとって、ぴょんぴょんとウサギのように跳はねた。

「……サクラ！　悪い。同志なら分かってくれないか。あのゲームソフトを買いたいんだ」

　それならば、と思い切って言い出してみると、サクラは大きく頷く。

「もちろん！　あれを買わなきゃ、ウルサガファンじゃないよ！」

「ありがとう！……あ、でも、サクラも欲しいんじゃ」

「ううん。わたしはいいの。その代わり、特典映像とか、資料集、後で貸してもらえる？」

「あ、ああ、当たり前だろ。それじゃ……行ってくる！」

　オレはダッシュするとゲームショップに駆け込み、店員に言って、無事にソフトをゲットしたのだった。

「……やった。まさか、こんなところで手に入るなんて」

「おめでとう、ツキトくん！」

　我わがことのように喜んでくれるサクラに、オレは「サクラのおかげだ」と笑いかける。

　それにしても、サクラもゲーム好きだったんだな。そういうのあんまりやらないのかと思ってた。

　なんだか、こう……急に親近感が湧わいてきた感じだ。

　もしかしてオレをっていうことも加えて――いや、そのことはひとまず置いておこう。冷静になれなくなる。

「じゃあ、今日はお互たがいに良いい物を手に入れられたってことで、なにか美お味いしいもの、食べにいこ？」

　と、そこでもう当たり前のように、サクラはこちらの手をとるのだった。




　ただ、結論から言ってしまうと、意を決して挑いどんだサクラとのデートは、空から振ぶりに終わってしまった。ゲームショップの後、評判だというパンケーキ屋に行ったのだが、そこでオレが話を切り出そうとするとサクラが何か言ってきて、結局は何も訊けないままで解散になってしまったのだ。

　チャンスはいくらでもあったと思うのに、活いかせなかったのはオレの不ふ甲が斐いなさだ。

　彼女と二人で過ごすのが楽しくて、つい忘れてしまったということもある。

　だが、なんていうか、まったくの無む駄だだとは思わなかった。

　結果的にはサクラとかなり仲良くなれたわけだから、今後のやり方によっては十分に成果を上げられるだろう。もしかして彼女が目撃者じゃないかもしれないけど、確定させる為にも行動していくべきだ。

　ただ問題は、次にどうさりげなく誘さそうかだが。いくらなんでもそうしょっちゅうというわけにはいかない。どこかに行った時、たまたま会えばそれがベストだけど、あまりに都合の良過ぎる話だし。かと言ってあまり時間を置き過ぎるというのも宜よろしくない。目撃者がサクラと決まったわけでもないんだし。

「どうした、ツキト。悩みごとか？」

　家の居間でぼうっとしながら対策を練っていると、義姉ねえさんが前に座すわった。

「あ、ああ、いや。……そうだ。丁度いいかな。義姉さん、女の子が行きそうな場所とか店って知らない？」

　そういうところを見回っていれば、たまたま来たサクラと遭そう遇ぐうするかもとか思っただけの話なのだが。

「む。いきなりなんだ。女が行きそうなところなど知ってどうする」

　それは……そう言われてみれば、第三者からすれば目的が読めないぞ。

「と、特に意味はないんだけど。たとえば義姉さんが行き着けにしている店とか」

「むう。そうだな――まず外せないのは、ナイフショップだ。本音を言えばガンショップの方が良いのだが、日本では銃じゆうの携けい帯たいが法律で禁じられているからな。猟りよう銃じゆう免めん許きよをとるという方法もあるが私の年ねん齢れいではまだ無理だし。最も寄より駅より少し離はなれているが、質の良い商品を扱う店があって……」

「ま、待って、義姉さん。……年とし頃ごろの女の子って、ナイフ買うの？」

「買わないのか？」

「買わないと思うんだけど……まあ、オレが知らないだけでそうかもしれないけど」

「私は何本か持っているぞ。敵が襲おそってきた時の対処としても、複数あると……」

　そこまで言ったところで義姉さんは口をつぐんだ。露ろ骨こつに視線を逸そらす。

「ところで、ツキト。話は変わるが」

「なんで!?　今すっごく気になる部分があったんだけど!?　敵ってなに!?」

「気にするな。男子家を出いずれば七人の敵ありと日本のことわざにもあるだろう」

「あるかもしれないけどそれと今のはかなり違ちがうんじゃ!?　義姉さんは女だし！」

「男女平等だ！　とにかく！　話を変えるぞ!?」

　え、ええー。物凄く強引に押おし切られてしまった。

「ツキトお前、最近、誰だれかに見られている気はしないか？　どうもこの家が監かん視しされている気がしてな」

「へ？　まさか。そんなことして、なんの意味があるの」

「分からん。ひょっとすればお前を見張っているのではと思ったのだが」

「それこそ、まさかだよ。オレなんかを標的にしたところで何の得にもならないよ。それより義姉さんの方が美人なんだから、狙ねらわれる可能性あるよ」

「……。私は……別に……そんな」

　目を伏せて、口元に手を当てる義姉さん。薄うつすらと顔に紅が差している。あ、照れてる。

「と、とにかく。気を付けるんだぞ、世の中、物ぶつ騒そうだからな」

「ん、そうだね。まあ、程ほど々ほどに注意しておくよ」

　軽く答えて、オレは立ちあがった。……それにしても、どうするべきかな。

　が、次の日だった。予想外のことが起こる。

　生徒会の仕事を終えて、オレは繁はん華か街がいをぶらつくことにした。なんとなく女の子が行きそうなところを当たり、もし何も起こらなければ、明日にでもサクラにまた声をかけようと思って。一軒目の、ファンシー系のグッズを取り扱っている店を外から覗のぞく。サクラの姿はない。……まあ、そりゃそうか。

「というか、サクラに立ち寄る店とか訊けばよかったんだよな……」

　今いま更さらながらなことに気付く。でもそれはそれで怪しまれるかもしれないしなぁ。

　仕方ない。別の店に行くか、とオレは振り返かえると、

「あれー？　ツキトくんだぁ」

　サクラが立っていた。

「ひえっ!?　サクラ!?」

　驚きよう愕がくのあまり道みち端ばたで妖よう怪かいに遭あったようなリアクションをとってしまう。

「そうだよ、サクラだよー。奇き遇ぐうだねえ。なにしてたの？」

「あ、ああ、いや、別に。なんとなくぶらついてただけ。サクラこそどうして」

「わたしも、暇ひまだったから、ふらふらしてたの。ねえ、お互いに時間があるなら、一緒に過ごさない？」

「……そ、そうだな。そうしよう」

　マジか。こんなことあるんだな。このチャンス、逃すわけにはいかない。

　オレは、サクラと一緒に近くにあったファストフード店に入った。飲み物とポテトを一つだけ買って、シェアすることにする。

「ふふ、今日はねぇ、ツキトくんと出で逢あえたから、ダイエットはお休みするんだぁ」

　席につくと、サクラはポテトを摘つまんで咥くわえた。

「ダイエットなんてしてるのか。全然そんなことする必要ないと思うけど」

「だめだめ。女の子はねぇ、男の子が気付かないだけで、意外とお肉がついてるんだから」

「ふむ。女性物の服って体形がモロに出ることあるけど、そういうのも関係してるのか？」

「うん、そうなんだよねぇ。……あれ？　なんで知ってるの？」

「ええ!?　あ、ああ、いや、家で義姉さんの服とか見てるし」

　オレが急いで答えると、サクラは納得したように「そうなんだ」と頷うなずいた。

　……しかし、それにしたって、痩やせてるけどな。サクラ。その、一部以外は。

　つい、オレの視線はサクラの胸元にいってしまった。制服のボタンが幾いくつか外れていて、谷間がはっきりと見えてしまっている。わざとなのか。いや、彼女のことだから、うっかりだろう。

「ん。でも、久ひさし振ぶりに食べると美味しいねー」

　にこにこしながら話しかけてくるサクラに対して、オレは曖あい昧まいに答えることしか出来ない。どうしてもそこにおっぱいがあると見てしまう。たかが脂し肪ぼうの塊かたまりじゃないか。どこがいいんだこんなもの。……などと自分を説得しても無駄だ。おっぱいはおっぱい。そう定義づけられている以上、逃れることなど出来はしないのだ。

「どこ見てるの？　ツキトくん」

「は、ええ!?　いやおっぱい……じゃなくて!?」

　オレの馬ば鹿か。不意打ち気味に訊かれて正直に答えてしまった。

　サクラはきょとんとしていたが、視線を下ろして、自分の状態に気付いたようだ。小さく「あっ」と言って、素す早ばやくボタンを締しめる。そうして、バツが悪そうな顔をした。

「えへへ。たまにやっちゃうんだ。お母さんにも、よく注意されるんだけどね」

「……そ、そっか。気を付けた方がいいな」

　顔が熱くなってきて、サクラとまともに目を合わせられない。すると、

「ツキトくん。……わたしの胸、見てた？」

「は、はい!?　みみみみ、みてみて、みて、みてないですけども!?」

　不自然過ぎるほど不自然な反応をしてしまった。モロバレだ。

「……すみません。つい」

　全すべてを諦あきらめて謝あやまると、サクラはくすりと笑って、オレの額を指でついた。

「ツキトくんの、えっちぃ」

　が、その顔に、こっちを非難している様子はない。どちらかというと、恋こい人びとの悪戯いたずらを叱しかるような感じだ。

　な、なんでそんな対応を!?　それじゃまるで、恥ずかしいけどオレには見られてもいいと言っているような。や、やっぱり彼女はオレのこと――いやいやいや。だからよせって。そうだ。おっぱいに気を取られている場合じゃない。

「そ、そういえば、さ。先々週の木曜にやっていたテレビ観みた？　シバテレビのチャンネルで、夕方五時からのニュースだけど、新作がもうすぐ発売するからって、初めの方でウルサガの特集やってたよな」

　これは、嘘だ。オレだって番組自体、観てはいない。何な故ぜならその時、まさに自身の秘密を実行していたからだ。もしサクラが目撃者であれば、同じように未視聴であるはずだ。仮に「観た」と言えばその時点で嘘をついていることになるし、観ていないのあればそれはそれで現場にいた可能性も出てくる。録画していたのを確かく認にんして、そんな特集やっていなかったよ、という場合もありえるが、いくらなんでもオレの質問を予想してそんなことをするとは思えない。……偶ぐう然ぜんにしていたのならアウトだけど、テレビ欄らんにも載のっていないわけだし、わざわざニュースを録画する人はあまりいないだろう。

「え、うそ!?　全然知らなかったよ！　うわ……観れば良かったぁ！」

　などと思し索さくしていると、サクラはあっさり頭を抱かかえて突つっ伏ぷした。少なくとも表面上、嘘をついているとは思えない。

「そんなことなら、早く学校から帰ってれば良かったよぉ」

「まあ、そんなに大した時間は割さかれてなかったから。学校で何かしてたのか？」

「うん、生徒会の仕事で残ってたんだぁ。会長さんには程々で切り上げなさいって言われたんだけど、どうしてもその日中に終わらせたくて、最後まで居たよ」

　……へぇ。ということはその日、サクラが最後に生徒会室の鍵かぎを閉めたんだろうか。

「そういや、義姉さんから生徒会室の鍵が紛ふん失しつしたって聞いたけど、サクラが落としたとか？」

「ああ、そういえば言ってたねぇ。でも、わたしじゃないよ。きちんと職員室に返したから……あ、待って。違う。その前にコユキちゃんに貸したんだ」

「姫白に？　そうなのか？」

「うん。たまたま出会って、忘れ物をしたからってね」

　むう。となるとコユキが目撃者という線が浮ふ上じようするか。ここで嘘をついたって後で本人に確かめればすぐにバレるわけだしな。

「まあ、その後は友達に誘われてファミレスでお喋しやべりしてたから、どっちにしろ観られなかったんだけど……うう。残念だよぉ」

　サクラはため息をついて項うな垂だれた。……罪悪感に心が疼うずくがここは耐たえよう。

　しかし、もしそれが本当だとすれば、完全なアリバイが成立することになる。裏を取る為に後ほど、なんとかして調べてみよう。

　後は写真を確かめられれば完璧なんだけど……どう切り出すべきか。

「あ、あのさ、サクラ」

「ん、なぁに？……あれ。ごめん、待って」

　サクラに質問しようとしたところで、彼かの女じよはオレの後ろに視線をやった。

「ねえ。あの子、セイナちゃんだよね？」

　訊きかれて振り返ると、少し離れた場所で、髪をツインテールにした女の子が席に正座するような状態で横を向いていた。

「……あれ。本当だ。蘭堂だ。なにしてるんだろう」

　セイナの正面には植え込みがあるだけだ。意図が分からない。サクラは「ちょっと訊いてくるねぇ」と言い残して席を立って、近付いていった。

「ねぇ、セイナちゃん！」

　サクラが声をかけると、セイナは盛大にびくついた。ゆっくりとこちらを向いてくる。

「し、し、し、詩田さん!?　ど、ど、ど、どうしてこんなところに!?」

「それはこっちの台詞せりふだよぉ。セイナちゃんもこんなところに来るんだねぇ」

　確かに。お嬢じよう様さまっぽいから、無む縁えんの場所だと思ってた。

「わわわわ、ワタシはその、たたたた、たまたま、たまたまこちらに用がありましてね!?」

「へえ。何かあるの？　今日」

「い、いえいえいえいえいえいえ！　大したことではありません！　では、もう済みましたから！　失礼します！」

　がたん、と音を立てて椅い子すから降りると、そのままセイナは店の外へ突っ走ぱしっていった。

「……なんなんだろ」

　ひょっとして植え込みの向こうに何かあるんだろうかと思って、背伸びしてみたけど、特に目を引かれるものがあるわけでもない。同じ年くらいの女の子達がきゃっきゃとはしゃいでいるだけだ。

　もしかしてオレの様子を探さぐってた……わけでもないか。向こうを見ていたわけだしな。

「セイナちゃん、なんだったんだろうねぇ？　ツキトくん」

「いや、分からない。と……それより、話の――」

「あ、ごめん。ツキトくん、わたし、ちょっとお手洗い行ってくるね」

　続きを、と促うながそうとしたところで、サクラは席を立ってしまった。うぐぐ。タイミングが悪い。やれやれと思っていたオレの目に、サクラのもっていた携帯電話が映った。

　机の上に置いたままになっている。オレが居るからか、うっかりしていたのか……ともかく、いきなり飛び込んできたチャンスだ。人の携帯電話を勝手に見るなんて許されない行こう為いだとは理解している。それでも、これを逃すわけにはいかない。

「……ごめん、サクラ」

　せめて一言謝って、オレはサクラの携帯電話を手にとった。幸い、オレと同じ機種だ。スリープ状態を解除すると、数字の並んだ画面が浮かび上がってきた。ロックされている。当たり前か。設定された四つの数字を入力しなければ、データを調べることは出来ない。

　こういうのって大たい抵てい、自分の誕生日とか生年月日にすることが多いんだろうけど、オレはサクラのそういう個人的な情報を知らない。こんなことなら島野に訊いておけば良かった。あいつなら知ってそうだし。

「ううん。まあ、そう上う手まくはいかないか」

　苦く笑しよう交じりに言って、オレはほぼほぼダメ元で、適当に自分の誕生日を入れてみた。

　――が、予想されていたような『パスワードが違います』の文字は出ず、ロックが消えると、ホーム画面が現れる。

「へ!?　な、なんでオレの誕生日で……？」

　たまたまとは考えにくい。もしそうだとしたら、どれだけ低い確率なんだ。

　……なら、これって、サクラがずっと前からオレのことが好きで、誕生日とか調べてそれをパスワードに設定していたってことか？

「……まじかよ」

　そうじゃないか、と思っていたものが、確信にまで昇しよう格かくしていく。じゃあ、サクラは生徒会に入る前からオレのことを……？

「え、で、でも、なんで――どうして!?」

　動どう揺ようしていると、前方で音がした。顔を上げると、サクラがトイレから出て来たところだ。オレは慌あわててスリープ状態にすると、持っていた携帯電話を元の位置に置いた。

「お待たせー！」

　にこにこするサクラにオレは笑えみを返すが、どうしてもぎこちないものになってしまうのは避さけられない。衝しよう撃げき的てきなことが起こり過ぎて、写真を確認している暇がなかった。

「ね、これからどうする？　もう少しここにいる？」

「あ、ああ、そうだな、えーと」

　どう会話すればいいのか。いまいち働かない脳のう味み噌そを必死でフル回転していると、ポケットに入れていた携帯電話が鳴った。画面を見ると、島野からのメールだ。貸して欲ほしいと言っていたゲームをいつ取りにくるんだと書いてある。

　うっかりしてた。そういえば今日、散策が終わったら寄ろうと思ってたんだ。まさかサクラと会えると思ってなかったから。

「ご、ごめん、サクラ。約束を思い出したよ。また学校でな」

「あ、そうなんだ……うん、分かった。それじゃ、ばいばい！」

　何ど処こか名残なごり惜おしそうに手を振るサクラに同じ動作で返して、オレは急いで店を出た。

　ああ――今回はダメだ。ちょっと平静でいられない。また仕切り直しをしよう。

　オレは呼吸を整えつつ、島野の家まで急いだのだった。




　サクラがオレのことを好き――。

　その事実には大いに戸と惑まどわされたが、まだ、彼女が目撃者であるという疑ぎ惑わくが晴れたわけじゃない。その辺をはっきりさせるため、週が明けた放課後、オレはサクラを遊びに誘おうと思ったのだが、生徒会室に来てみると彼女の姿はなかった。

「サクラならちょっとだけ作業してすぐ帰ったよ。用事があるんだって」

　パソコンを打だ鍵けんしていたコユキが答えて、オレは「そ、そうか」と肩かたを落とす。

　その後、手て持もち無ぶ沙さ汰たになってつい、コユキを見つめてしまった。……彼女が目撃者である可能性も出て来たんだよな。

「……なに？」

　視線に気づいたのか見返されて、「い、いや、なんでも」と首を横に振る。コユキについては、ひとまずサクラの疑惑が晴れてからだな。

「ああ、そう。でも、大変だね。恋れん愛あいって」

「……え？」

「まあ、大丈夫だよ。神は真実な方だから、あなた方を耐えられないほどの試練に遭わせることはしない。聖書にもある通り、乗のり越こえられない問題はないから。なんとかなるよ」

「というか、な、なにが？」

「ん？……サクラを口説こうとしてるんでしょ？」

　コユキの言葉に、セイナと義姉さんが勢いよく立ち上がった。

「そうなのか、ツキト!?」「本当ですか、天宮さん!?」

「い、いやいやいや！　違う！　違う！　そうじゃなくて！」

　焦あせって手を振ると、コユキは手を止めて、感情のない表情をこちらに向ける。

「でもこの前、街中でサクラと一緒に仲良く歩いてたから」

「あれは……というか、え、姫白も居たのか？　その割には見かけなかったけど」

「まあ、わたしは路地裏に居たから……」

「路地裏？　そんなところで何を」

「なにって、もちろん、ろ――」

　オレが眉まゆを顰ひそめると、コユキは言いかけた後で、口を閉ざした。やがてまたパソコンの方を向いてキーボードを打ち始める。な、なんなんだ。ろってなんだ。

「それよりツキト、コユキの言っていたことは本当か」

「正当な理由があるなら説明しなさい、天宮さん！」

　そこで義姉さんとセイナが追つい及きゆうしてきたので、オレは不ま味ずいことになる前に踵きびすを返し、「じゃ、じゃあ、オレもこれで！　さよなら！」と逃にげ出だしたのだった。

　……危なかった。それにしてもサクラを誘えなかったのは痛手だった。仕方ない、明日にするか。というかそもそも、会った時にメルアドでも交こう換かんしてればよかったんだよ。どうも抜ぬけてるな、オレは。

「まあ、仕方ない。気を取り直して、漫画でも買って帰るか……」

　寄り道は校則違い反はんだけど、少しくらい、いいだろう。オレは学校を出て、駅前へと向かった。十分ほど歩くと、目的の店が見えてくる。と、そこで、

「……ツキトくん！」

　聞こえるはずのない声がして、オレは思わず足を止めた。

「え!?　サ、サクラ!?」

　店の前に、なぜかサクラが立っている。

「ど、どうしてこんなところに？　用事があったんじゃ」

「うん、そっちを済ませたら、欲しい本があったのを思い出して。すごいねぇ。また会っちゃった」

「いや、本当、驚おどろいたよ」

　一度だけならず二度までも。しかもこんなに連続して。確率的には奇き跡せきに近いんじゃないだろうか。

「わたしもびっくりしちゃった。……もしかして」

　と、最後にサクラが消え入るような声で呟つぶやいたので、オレは「え？」と問い返す。

「う、うん。もしかして、だけどね」

　サクラは指先を合わせて、照れくさそうに、少し目を伏ふせた。

「わたし達――運命で結ばれているのかも、とか」

「へっ……」

　い、いきなりそんなこと言われても!?　た、対応に困るっていうか、なんていうか。

　こ、この前のことと合わせて、無む茶ちや苦く茶ちや緊きん張ちようしてきたぞ!?

「う、運命って。で、でも、オレはその……！」

「なんてね！　冗じよう談だんだよぉ」

　あたふたしていると、サクラは悪戯いたずらっ子こみたいな顔をして、オレの肩を叩たたいた。

「ふふ、ごめんねぇ。……もしかして、本気にした？」

「べ、別に本気にはしてないけどもっ！」

　からかわれていると思って強めに否定すると、サクラは唇くちびるを尖とがらせる。

「なぁんだ。……ちょっと残念かも」

　うぐっ。胸に矢が突き刺ささったかのような衝しよう撃げき。……ダメだ。これがあれか。ときめくってやつなのか。冷静に対処しなきゃいけないっていうのに……！

「あ、そうだ。偶然とは言えこうして会えたんだし、ツキトくん、良かったらおススメの漫画とか、教えてくれないかな？」

　どうにか自分を落ち着かせていると、サクラはオレの手をとり、店内へと入っていく。

「おススメって言われても。オレが読んでるのって、『牙きば伝でん』とかそういうのなんだよなぁ」

　週刊誌で連れん載さいしている異種格かく闘とう技ぎバトル漫画で、ムキムキの男達が汗あせを飛ばしながら戦い合うシーンがページのほとんどを占しめていた。オレは無茶苦茶好きなんだけど、女の子に薦すすめるのはどうなんだろう。

「ええ!?　牙伝、ツキトくんも好きなの？」

「へ!?　し、知ってるのか!?」

「うん、すっごく好き！　読み切りの頃ころから面おも白しろいって思ってたの。全巻もってるよ？」

「そうなのか!?……予想外だった」

　サクラみたいな子は、てっきりキラキラした感じの少女漫画を読んでるのかと。

「碑ひ王おう狼ろう牙がと海かい王おう寺じ照しよう鶴かくの戦いとか、もう興奮しちゃって、読みながら声出ちゃって」

「ああー。あれ良かったよな！　お互いに腕うで一本しかまともに動かない状態で、それでも正面からぶつかって。生きることは戦いだってテーマが効いててさ!!」

　オレが熱く語ると、彼女もまた柔やわらかな笑みを作った。

「だよね、だよねぇ！　わたし達たち、気が合うね、ツキトくん！」

「ああ！　まさかゲームに続いて漫画でもなんて。こんなこと、あんまりないぞ！」

「嬉うれしいな。わたし、牙伝のことで誰かと語り合えること、今までなかったから」

「……そうなのか？　友達は沢たく山さんいると思うけど」

　意外に思ってオレが尋たずねると、

「うん。でも、なんていうか、皆の間でイメージがついちゃって。わたしがこういう漫画が好きだっていうと、引かれちゃうかも、とか思うと、中々ね」

　サクラがいつもと違う、寂さびしそうな表情を見せたので、はっとした。

　オレだってそうだ。サクラに勝手な人物像を抱いだいていた。学園のアイドルとして人気を博している彼女だからこそ、皆に理想を押し付つけられていたのかもしれない。

「……え、と。オレは引かないよ」

　だからそう言った。反省の意味を込めて、力強く。

「絶対に引かない。サクラがどんな子でも。だから、無理にとは言わないけど、出来れば何でも話してよ」

「……本当？　本当に？」

　どこか縋すがるようにこちらを見てくるサクラに、オレは頷いた。

「ああ。同じ生徒会役員だろ。任せろよ」

　笑みを作ると、サクラの表情が輝かがやいた。

「――ありがとう、ツキトくん！」

　更さらには軽く跳ねると、こちらに抱だきついてくる。お、おおう!?

「い、いや、大したことないって。それよりサクラ、こ、この状態は」

「……え？　あ、つ、つい！　ごめんね！」

　自分の行動に気付いたのか急いで離れると、サクラは真っ赤になった顔で両手を振ふった。

「ち、違うんだよ。わたし、誰にでもこんなことはしないから！」

「あ、ああ、分かってる……」

　分かってるけどその発言は、オレからすると、結構な爆ばく弾だんなんだけど！

「……じゃ、じゃあ、お互いに本買おうか」

「あ、ああ。そうだな。そうしよう」

　オレ達は気まずい空気になりつつも、それから本巡めぐりを続けたのだった。そして、

「メルアド？　いいよ。もちろん」

　別わかれ際ぎわ、オレはサクラとアドレスを交換することに成功した。

「ふふ。ツキトくんのアドレスゲット。これから、気軽にメールするね？　じゃあ、また、学校で会おうね！」

　サクラは手を振ると、スカートをふわりと揺ゆらしながら、帰って行った。

「……とりあえずは一歩前進、か」

　メールさえ出来れば、情報を聞くチャンスも増えるだろう。もちろん、直接会う誘いも断然しやすくなる。携帯電話を見るってのはやっぱり難関でまだ達成できていないけど……まあ、それはそれとして。

　サクラがオレに、異性として好意を抱いているというのは――多分、間ま違ちがいないだろう。でも、オレが生徒会に入る以前からとなると、まるで覚えがない。

　これまで遠巻きに見かけることはあっても、いつも周りに大勢の友達が居たから声をかけることなんて出来なくて、接せつ触しよくする機会なんてなかった。

　つまり彼女がオレを好きになるきっかけ自体が存在しないはずなのだ。

　それともオレが自覚しないところで何かあった、のか？　分からない。

　……ただオレとしても色々話して見た結果、サクラの印象は決して悪いものじゃなくなっている。むしろ倍増しで良くなったと言っていい。心動かされているのも――事実だ。

　でも、サクラとオレじゃ格っていうか、学園カースト的な意味での上下があり過ぎる。可愛かわいいなとは思ってたけど付き合えるなんて思ってなかったし……言うなればテレビの中で活かつ躍やくしている芸能人を見ている気分だったのだ。だから、いまいち実感が無い。

「ううん。……い、いや、まずは目の前のことから片付けていくか」

　思い当たらないことを延々と悩なやんでいても解決はしないだろう。……とりあえず、サクラのアリバイについて、外そと堀ぼりから埋うめていくことにしよう。




「十日前の金曜日、詩田さんを見たかって？　ああ、見たよ」

　次の日、手て当あたり次し第だいの一歩目として教室に居た島野に質問すると、いきなり解決した。

「あれは確か……や、その前に。なんでそんなこと知りたいんだ？」

　答える前に怪け訝げんな顔をする島野。ぬう。余計な疑念を。

「い、いや、その日にサク……詩田さんを街で見かけて、妙みように嬉しそうだったというか。それでなんとなく、ちょっと、気になって。別に深い意味はないんだけど」

　いささか無理のある理由をでっちあげたが、島野はしばらくして、「ははーん？」と察しのついた顔でにやりとした。

「さてはお前、詩田さんに恋人がいるのかどうか、探ろうとしてるな？」

「別にそういうんじゃないって」

「まあまあ。気持ちは分かるぜ。なにせ生徒会に入って一いつ緒しよに買い物に行くまで仲良くなったんだもんな。あわよくばって思うよな」

　以前にサクラとショッピングビルに行った時のことを言ってるんだろう。島野にはあの後、友達にはなったが別に付き合っていないと誤解を解いておいたが、どうも変な勘かん違ちがいをしているようだ。まあ、都合が良いからそのままにしておこう。

「ただあんまり期待しない方がいいぜ。なにせあの詩田サクラだ。引く手数多あまたとはこのことだろうからな。ファンクラブの粛しゆく清せいだって恐こわいし」

「分かった、分かった。そういうのはいいから」

「へいへい。ま、安心しとけよ。詩田さんは男と居たわけじゃないから。女友達とファミレスでずっと駄だ弁べってたよ。二時間くらいかな。まあ、おれも途と中ちゆうで友達と電話とかしてたし、ずっと見てたわけじゃないけど」

　……じゃあサクラが言っていたのは本当だったのか。二時間っていうとオレのところに来るのは難しいか。

「ん？　待てよ。学校外の彼女の行動を、なぜお前がそこまで詳くわしく知ってるんだ？」

「ああ。友達と学校の校門を出るところを目もく撃げきしてさ。どこいくのかなーって好こう奇き心しんの赴おもむくままについていったらファミレスに入ったから、おれも」

　なるほど、そういうことか。……って、おい!?

「それ、詩田さんを尾つけたってことか!?」

「ひ、人聞きの悪いことを言うなよ！　時間も遅おそいし彼女に何かあったら危険だと思って、ひっそりと護衛してたんじゃないか！　ほら、最近、不ふ審しん者しやとか多いだろ!?」

　その不審者がお前だと思うが。

　……しかし、そうなるとサクラは目もく撃げき者しやではなかったんだろうか。ううん。大分可能性は薄うすれていたけど、決定打に欠ける。やっぱり彼女の携帯電話を見て、写真の有う無むを確かめないと。何かの目的があって撮とったのだとすれば、簡単にはデータを消さないはずだ。

　よし――なんとかしてまた彼女と二人きりになる時間を作って、調べてみよう！

「だからな、聞いてるか？　天宮。おれは正義感からそのような行為をしたのであって決してやましい気持ちはなくてだな。つまりなんていうか時に人から怪あやしまれても善意というのは躊躇ためらうべきではないという――」

　なんか横でぐだぐだと島野が言い訳を並べていたけど、聞こえない振りをした。




　……が。意気込んだものの、別にそんなものは必要なかった。なぜなら、

「あ、ツキトくん！　なにしてるの？」

　たとえば買い物にいった時。

「ツキトくんだぁ。こんなところに居るなんて、奇遇だねえ」

　放課後にゲーム屋に寄った時。

「わっ。ツキトくん？　びっくりした！」

　夜、コンビニにお菓か子しを買いに行った時。

　至る所でオレはサクラに遭遇した。店とかならともかく、ちょっと気分転てん換かんに学校からの帰り道を変えた時とか、休きゆう憩けいしようと公園のベンチに座った時とかも現れるのだ。

　その度たびにオレも驚きつつ、さりげなく携帯電話を調べようとしているのだが、上手くはいっていない。まあ、そのことはいいとして――あんまり良くはないのだが――もっと大きな問題がある。

　……なんか、これ、おかしくないか？

　いくらなんでも、こんなに連続して誰かと『たまたま』出会うなんてことが起こるだろうか。生せい活かつ圏けんが被かぶっているとしても、ありえない話だと思う。

　ここまで来ると作さく為い的てきなものを感じた。

　一度、遠目にサクラを見かけて彼女が近付いてくるので、試ためしに気づかない振りをして方向を変え、角を曲がった瞬しゆん間かんに全力疾しつ走そうし、無む茶ちや苦く茶ちやに道を走りまくり、限界を迎むかえたところで目の前にあったアンティークショップに入ったことがある。初めて入る店だし、興味も無い分野だ。オレが行くなんて予想も出来ないだろう。

　――だが。

「あれぇ？　ツキトくん。どうしたの、こんなところで」

　サクラは、オレより先に、店に入っていた。

　さすがにその瞬間は、ぞっとしたものだ。

　居た理由を尋ねても、彼女は笑え顔がおで「なんとなくだよぉ」と答えるだけだった。

　やはり、これはどう考えても相当に、怪しい。……と疑念を抱いたところで、義姉ねえさんが、最近、誰かに見られているような気がすると言っていたのを思い出した。

　もしかして、それがサクラだった？　本屋に居たのも偶然ではなく意図的だったのか。

　ただそうすると、一つの疑問が思おもい浮うかぶ。たとえばサクラが何らかの方法でオレの行き先を察して現れているのだとして、その動機はなんだ？

　島野のように、オレが好きだからって理由で跡あとをつけた？

　いや、あれは相手が自分には見向きもしないだろうって心の何処かで思っているからこそ、つい、やってしまったことだろう。サクラほどのスペックと積極性をもつ女の子なら、正面切ってアタックしていった方がいいと思うに違いない。少なくとも、そこまで過か剰じような真ま似ねをしなくても、普ふ通つうに友達付き合いしていく中で、関係性を深めようとするだろう。

　じゃあ、どうして……待てよ。本当にサクラには動機がないのか？

　もしかして、オレへの気持ちが見みえ隠かくれていたのは、全部演技で――当初思った通り、彼女はこちらの何かを探ろうとしていたんじゃないか。

　たとえば、オレの秘密が目撃された日。サクラもまた、人に知られては不味いことをしていた、とか。そこで、オレに見つかりかけて逃げたものの、生徒会室の鍵を落としてしまったことに気付いた。現場に戻もどったがそこには何もない。

　ひょっとしてオレが持ち帰ったのではないか。そこからオレが、あの場に居たのがサクラであることを悟さとったのではないか。そういう結論に至ったのかもしれない。

　更にサクラは自分のしていたことを、オレに知られたと思いこんでいるのだとすれば――なるほど。割に辻つじ褄つまは合う。オレと同じようになるべく多く接触して、自分の考えが当たっているのかどうかを、探ろうとしていたのか。

「でも……それだと腑ふに落ちないところもある」

　何回か会話したが、サクラはそんなことを一度も口にしていなかった。

　それとも気付いていないだけで、誘ゆう導どうされて喋っていたのか？　だけどオレへの対応とか言葉の数々は、なんていうか、あくまで感覚的なものだけど、本気だった気もする。

　それに携けい帯たい電話のパスワードの件だって――あれも偶然だったと言われればそれまでかもしれないけど。

「……うーん」

　放課後、家への帰り道を歩いていたオレは、つい唸うなった。

　分からない。そうに違ちがいないという思いと、勘違いじゃないかという思いが自分の中で交こう錯さくしている。サクラを信じたいのは確かなんだけど。

　ひとまずは自分の部屋でじっくりと考えてみよう。そう思って、足を急がせ、マンションのエレベーターに乗った。四階まで昇のぼって、廊ろう下かを進み、家の扉とびらを開ける。

　さて、どこから取とり掛かかろうか。などと思いながら、更に自室の扉を開いて――。

「ツキトくんの下着だよおおおお！　はああああああん！」

　…………はい？

「はあはあはあはあ。ツ、ツキトくん。ツキトくんの匂においがする。はあはあ。す、すごい。すごく良いい匂いだよぉ。洗せん濯たくされてても微かすかにするよ。最高。たまらない。どうして？　どうしてこんなに男くさいのに恍こう惚こつとなるの？　そんなの決まってる。ツキトくんの体たい臭しゆうだからだよ！　はあはあ。はあはあはあ。ああもう耐えられない。舐なめちゃうから。舐めてしまうから！　ツキトくんの味を感じたいから！　舐めるよ！　ぺろぺろ。ふああ！　ツキトくん、ふああ、ツキトくん、ぺろぺろぺろ！　ツキトくううううううううんっ！」

　…………。オレは扉を閉めた。

「疲つかれてんのかな、オレ……」

　なんか今、オレの下着に顔を突っ込んで超ちよう絶ぜつだらしのない顔で恍惚としているサクラを見た気がするけど。いや。そんなはずない。馬鹿を云いえオレ。世界がひっくり返ったってそんなわけあるか。あのサクラだぞ。そうだ。幻げん覚かくだ。幻まぼろしに決まってる。

　こうして扉をもう一度開ければいつもと変わりない現実が待ってるはず――！

「あああああ！　ツキトくうううううん！　好きいいいいいい！　しゅきいいいいいいい！　もう我が慢まんできなああああいいっ！　らめええええええええ！」

　大量のオレの下着に塗まみれてごろんごろんしているサクラが居た。

「えええええええええええ!?」

　現実だったああああああああああ！

「……ええ!?」

　そこでサクラもオレの存在に気付いた。今にも涎よだれを垂らさんばかりの状態で固まり、数秒が経過する。

　その後、すっと表情を戻し、サクラは体を起こしてから、きちんと正座した。

「おかえりなさい、ツキトくん！　ちょっとお邪じや魔まさせてもらってるよ！」

「よくそれで取り返しがつくと思ったな!?」

　当然だが全力で突っ込んだ。

「な、なにしてるんだよ、お前！　オレの部屋で！　オレの下着に！　どういうこと!?」

　あまりの事態に理解がまるで追いついていなかった。

「こ、こ、これは、えっと……あ！　夢を見ていて！　ふらふらーと家から出る夢でね！　気付いたらここにいたんだ！　やー、不思議なこともあるねえ。まさか、わたしが夢遊病だったなんて！　あは、あははは」

　無理があり過ぎる。

「さっき『あ！』って言っただろ。良い言い訳を思いついたの『あ！』だよな、それは」

「そ、そんなことないよぉ。へ、変なツキトくんだなぁ」
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　変と言えばさっきのお前が、オレランキング不動のナンバー１に君臨するくらいに変だったんだが……。

「……やっぱり、ごまかせないかな？」

「まあ。割と結構。厳しいものはあるな」

　バツの悪そうな顔をしていたサクラはオレの返答に、がっくりと肩を落とした。

「だよねぇ。そりゃそうだよねぇ。わたしだってそう思うよぉ。……やっちゃった」

「な、なにをやっちゃったんだ。ちゃんと説明してくれないか」

　オレはサクラの前に腰こしを下ろした。

「そ、そうだね、見つかった以上はそうしなきゃ。でも、その前に一つ訊いて良い？　どうして、ツキトくんは帰宅してきたの？」

「どうしてって、普通に生徒会の仕事が片付いたからだけど」

「で、でも、スマートフォンを見たらまだ学校だし……」

「スマホ？……あ。まじか。うわ。しまった」

　オレは体中をまさぐって、自分の失態を悟った。

「ちょっと電話してて、机に置いたままトイレ行って、忘れて帰って来たみたいだ」

「えええええええ！　ずるいよ、そんなのぉ！　誰だれと電話してたの!?」

「ええ!?　だ、誰とでもいいだろ。友達だよ、友達」

　突とつ然ぜんに言われて少し動揺しつつ、オレは適当に取り繕つくろいながら続けた。

「それより、なんでオレの居所がスマホで分かるんだ？」

　サクラは「はう」と言いながら、ぎくりとした表情で仰のけ反ぞる。

　……待った。確かスマホってＧＰＳ機能が搭とう載さいされているから、位置情報がネットとかで分かるよな。普通は自分の物を落とした時に利用するサービスだけど。

「お、お前、あれか!?　もしかして、ネットでスマホを通してオレが今居る場所を把は握あくしてたのか!?」

「……あ。あはは。あはははははは。今日は良い天気だね？」

「そんな無難な会話で誤ご魔ま化かせる話題じゃないぞ！　ま、まさか。今までオレが帰ってる時に都合よく前に現れたり、行った場所で出くわしたりしてたのも、それで!?」

「…………。えへ？」

「えへじゃない！　可愛らしさでどうにか出来る問題でもない！　なんだよ、一体!?　ひょっとして、やっぱりお前もオレのことを探ろうとしてたのか!?」

「探る？　なにを？……お前もって？」

　サクラはきょとんとして問い返してきた。

「え。違うのか。オレのことを目撃して、動向を監かん視ししていたわけじゃない……？」

「んん？　そんなことじゃないよ？　ツキトくんは、わたしのこと探ってたの？」

「そ……そういうわけじゃないけど！」

　違ったのか。いや、良く考えてみれば、それとサクラがオレの下着にまみれてごろんごろんしていたことが繋つながらない。

「じゃ、じゃあ、一体、なんの為ために……？」

「う、うん。えっと。えっとね。……じ、実は、隠してたんだけど」

　正体不明の恐おそろしさに戦慄おののいているオレに対して、サクラは俯うつむき、指先を突つき合あわせた。

「わ、わたし、わたしね？……ずっと。ずっと、ツキトくんのこと……」

　何かを決意したように両手を強く握にぎり締しめると、サクラは顔を上げた。

　次いで真まっ直すぐにオレを見ながら――大きく叫さけぶ。

「ツキトくんのこと、好きだったのッ！」

　口にした途と端たん、サクラの顔は見る見るうちに赤くなっていった。頭から湯気が出そうなほどだ。

「あう。……あぅ。ついに言っちゃった」

「……あー。いや。なんていうか」

　正直――驚きはない。やっぱりそうだったのか、という想おもいの方が強い。

「あ……。ひょっとして気づいてた？　ちょっと行動が、露ろ骨こつすぎたかな」

　こちらの顔を見て察したのかサクラが訊きいてきた。オレは戸惑いつつも、頷うなずく。

「ま、まあな。でも、どうしてだ。サクラ、オレとそんなに付き合いないだろ」

「……そうだね。確かに高校に入ってからはそんなにないよ。でもね、ツキトくん。君が気付いていないだけで、わたし、ずっと前から君のこと知ってるんだよ？」

「どういうことだ……？」

「わたし、クラスは違うけど、ツキトくんと同じ小学校だったんだ」

　そうなのか!?　で、でも、こんなに可愛い子が居たなら記き憶おくにあるはずだが。

「ああ、覚えてないのは、無理ないよ。わたし、随ずい分ぶんと変わったからねぇ。……ううん。ツキトくんの為に変えたんだけど」

　さっぱり分からない。オレが眉を顰めると、サクラは少し暗い表情になって言った。

「高たか梨なしサクラって……名前は知らない？」

「タカナシサクラ？　タカナシ……そんな苗みよう字じは……あ。待てよ」

　そういえば――居た気がする。そうだ。徐じよ々じよに思い出してきた。

「割と地味な子……だったよな。分厚い眼鏡めがねをかけてて、いつも俯いてて、あんまり喋しやべらないから、なんていうか、悪い言い方をすると、存在感が薄いというか……」

「うん。それ、わたし」

「へえ。そうだったのか。――はいッ!?」

　嘘うそだろ!?　ぜ、全然違うし！

「みょ、苗字は!?」

「わたし両親が離り婚こんして、引ひっ越したの。その時にお母さんについていって。あ、今は再さい婚こんして幸せだから、心配しないでね。それで苗字も変わって高校の頃にまた戻ってきて」

「そ、そうだったのか。でも、その高梨……いや、サクラが、どうしてオレを」

「……あのね、ツキトくん。わたし、引っ越しする前、何人かにいじめられてたんだ。物を隠されたり、つつかれたり、トイレに入ってると上から水をかけられたりね。今思うと、すごく子どもっぽいと思うんだけど、その時は結構辛つらくてねぇ」

　目をわずかに伏せて、サクラは苦笑いした。

「でも、ある時……わたしが囲まれて、蹴けられたりして泣いてる時に、ツキトくんが助けてくれたんだよ。自分も一いつ杯ぱい殴なぐられたりしたのに、それでも全員と戦ってくれて」

「あ、ああ。そうだよな。その時に名前を知ったんだった」

　覚えてる。たまたま見かけて、挑いどみかかったんだった。当時、テレビのヒーロー物に夢中で、自分も正義の味方になったつもりになっていたから、許せなくて。

「ハンカチ渡わたしてくれて、保健室まで背負ってくれて。わたしが落ち着くまで、ずっと一緒に居てくれたんだよ。……あの時のツキトくん、すっごくカッコ良かった」

「そんな……我ながら無む茶ちやしたなって思うよ。全然スマートじゃなかったし」

「ううん。わたしにとっては誰よりも素す敵てきに思えたんだ。わたし、当時は友達いなかったし、誰も助けてくれる人なんて、いなかったから。わたしにも味方をしてくれる人が居たんだって思うと、本当に嬉しかった。……で、でね。そのことがきっかけで、ツキトくんが好きになって……ただ、自分に自信がなかったから告白できなくて、そのまま引っ越すことになっちゃって」

　サクラは両手を強く握り締めて、続けた。

「だから引っ越し先で、決めたんだぁ。もっと可愛くて、お洒しや落れで、明るくなって、皆みんなに好かれるような人になってから、ツキトくんに会って、想いを伝えようって」

「……それで今みたいに？」

「うん。頑がん張ばったんだよ、色々と」

　照れくさそうに微笑ほほえむサクラ。オレの為に、そこまで……。

「お母さんが再婚して、この街に戻って来た時は、やったって思って。ツキトくんと同じ高校だって知った時は、本当にもう、どうしていいか分からないくらい、喜んじゃった」

　その時のことを思い出したように、サクラは頬ほおを赤く染めた。

「でも……他の子は沢たく山さん好きになってくれたけど、肝かん心じんのツキトくんは全然見てくれなくて。まだダメなのかなぁって落ち込んじゃって」

「いや、あの。逆だよ。高校に入った頃、サクラのことは友達とかから聞いて知ってたけど。あんまりにもオレと違い過ぎるから、高たか嶺ねの花はなみたいに思って。オレなんか相手にもしてくれないだろうなって、端はなから諦あきらめていたというか」

「そうなんだ。……頑張り過ぎちゃったのかな、わたし」

　軽く息をついて、サクラは「でも」とオレを見つめて来た。

「わたし、やっぱりツキトくんが好きで。ただ、ね。決心したはずなのに、自分から気持ちを伝えることは、出来なかったんだ。なんていうか、ツキトくんを前にしたら、昔の自分に戻ってしまいそうな気がして恐くて。中々、踏ふん切ぎりがつかなかったの。それに、噂うわさでわたしに告白しようとした男の子が誰かに襲おそわれたとか聞いて」

　ああ。ファンクラブの連中のことか。

「だからツキトくんに告白したら、君が傷つくかもって思うと、ますます出来なくて。でも諦めることも出来ないから、ツキトくんのお義姉さんが会長をしている生徒会に誘さそわれた時、承しよう諾だくしたりとかしてね。少しでも君との縁えんが出来るかもって」

「じゃあ、オレが初めて入った時の反応って」

「それは、そうだよぉ。だって、待ち望んでいた人が、やっと来てくれたんだもん」

　……そういうことだったのか。

「でね、ツキトくんが生徒会に来る少し前くらいからかな。ツキトくんへの想いがどんどん大きくなってきて、苦しくて、とうとう我慢できなくなってきて、それで――」

「……それで？」

「ツキトくんのスマホをハッキングしてＧＰＳの位置情報を把握することにしたの」

「おい!?!?」

　さっきまで結構感動していたのに、いきなり話がとんでもない方向に飛んだぞ!?　当たり前のように言うなよ!?

「ツキトくんがいつどこにいるかを常に知っておくと、なんだか君がわたしの物になった気がして、いくらか気持ちを抑おさえることが出来たの！」

　可愛い笑顔で恐ろしいことを言うな!?

「そ、それでなにが運命だよ！　思いっきり人じん為い的てきだわ！」

　オレのときめきを返してくれ！

「だ、だって、ツキトくんが生徒会に入ってきて、やっとお話し出来たのはすごく嬉しかったんだけど、その分、欲求がどんどん強くなってきて。こうなったらツキトくんと直接会う機会をどんどん増やすしかないって思って！　それで、もし、ツキトくんからわたしに告白してくれたらいいなー、とか考えて、アプローチとかしちゃって」

「やっていいことと悪いことがあるだろ!?　大体、どうやってそんな技術を!?」

「ツキトくんに相応ふさわしい女の子になる為に、色んなことを勉強したの。その一つ」

「志しは勿もつ体たいないくらい有あり難がたいけどその利用法がな!?……え、じゃあ、漫まん画がとかゲームとかもオレの気を惹ひこうとして？」

「あ……う、うん。お友達と話したりしているのを聞いてね。少しでも話が合えばって。で、でも、最初だけだよ？　きっかけに過ぎなくて。読んだり遊んだりして、面白いと思ったのは本当。好きな気持ちは本当だから！　それは信じて……くれる？」

「あ、ああ。うん、そこを疑うつもりはないけど」

　語っている内容とか、口調とか、実際に深く読み込んだりしてないと出来なかったしな。

「……でも、なんていうか、すごい努力だな。オレなんかと話す為だけに」

「なんか、じゃないよ、ツキトくん」

　服の袖そでをきゅっと掴つかむと、サクラは恥はずかしそうに、はにかんだ。

「世界で誰よりも好きな男の子のためだから。わたし、なんだって出来るよ」

　……うっ。こ、これは。割とクリティカルヒットだ。まさかオレが、あのサクラにこんなことを言われるなんて。ファンが知ったら発はつ狂きようして戻ってこないかもしれない。オレだって正直、かなり揺らいでいる。

　いや、でも、待て。冷静になれ。なんでもって言ったのが、ちょっと気になる。

「……あの。もしかしてハッキング以外にも、何かしてるんじゃないだろうな？」

「う、ううん？　そんなこと、してないよ？」

　と――その時、部屋の扉がノックされた。

「ツキト。帰っているのか。開けるぞ」

「ね、義姉さん!?　待って。ちょっと待って」

　オレは散らばった下着を集めて収しゆう納のう棚だなに突っ込むと、「どうぞ」と返事した。

「なんだ。サクラも来ていたのか」

「か、会長さん、こんにちは」

　頭を下げたサクラに頷くと、部屋に入って来た義姉さんはオレに何かを放ほうり投なげて来た。受け止めると小さくて黒い鉄の塊かたまりだ。レンズがついている。

「なにこれ、義姉さん」

「小型のカメラだ。家の至る所に仕し掛かけてあったのを見つけた」

「ええ!?　ど、どうして!?」

「分からんが、先日言った誰かに見られているかもしれないという疑念は当たっていたのかもしれない。お前の部屋も調べてみた方がいいな。一体誰が何の目的でやったのか」

「……そうだね。犯人が分かったら追つい及きゆうしたいよ」

　言いながらサクラの方を向くと、思いっきり目を逸そらしていた。

「うむ。まあ、その対処は後に話すこととしよう。サクラ、邪魔したな」

「……い、いいえ、とんでもないです」

　微かに震ふるえる声で言ったサクラに一いつ瞬しゆん、怪訝な顔をした義姉さんだったが、間もなく部屋を出ていった。

「…………」

「…………」

　部屋に漂ただよう重苦しい程ほどの沈ちん黙もく。そして、

「これもお前がやったのか」

「はい。やりました」

　サクラはあっさり白状した。

「すごいことするな!?　結構な数があったっぽいけど!?」

「うん。秋あき葉は原ばらまで行って買ったよ。結構高かったけど、頑張っちゃったの！」

　もっと別の方向で頑張れなかったかなー！

「お、お金はどうしたんだよ」

「週六でバイトしてます」

　ほ、本当に頑張るなー！

「それで、会長さんやツキトくんが居ない時に家に入ってね」

「え、待てよ。じゃあこの間、用事があるって生徒会室に居なかったのは!?」

「部屋に仕掛けに行ってたよぉ。勉強したから一いつ般ぱん家庭で使われてる鍵かぎなら一秒で開けられるしね」

　努力家だな!?

「それで、ツキトくんのあんな姿とか、こんな姿とか、二十四時間体制で」

「見られてたのかよ!?」

「う、うん。……ツキトくんは、右みぎ腕うでから洗うんだね」

　お風ふ呂ろまで！

「おっぱい大きい子も好きだよね。それを知った時はわたし、ガッツポーズとっちゃった」

　いやお前、そこまでプライバシーに踏み込むか……。

「看護師さんのコスプレしてる人の動画だと、手の動きが激しくなるから、わたしそっち方面に進もうかなって真しん剣けんに考えてるんだよ？」

　やめて手の動きとか言げん及きゆうしないでええええ！　なんのことか分かっちゃうからあああ！

「『あの時』を迎えた時のツキトくんの顔がそれはもう無防備で、わ、わたしも平静でいられなくなって、は、はあはあ、それはもう、自然とね、指が下の方に、はあはあ」

　息を荒あららげてとんでもない話を展開しないでくれ。今、オレの中にあるサクラ像が木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。

「でも、今日、監視カメラの幾いくつかがいきなりブラックアウトしたから、どうしたのかなと思って様子を確かめにきたんだ。そうしたら、ツキトくんの部屋にあるタンスというわたしにとって黄金の骸がい骨こつに等しい秘宝が鎮ちん座ざしていたから、ツキトくん専門のトレジャーハンターとしては手を伸のばさざるを得なくて」

　で、堪たん能のうしまくってるところをオレに目撃されたと。どうしようもないな。本当に。

「……と、いうか、お前」

「ん？　なぁに？」

　垂らしかけた涎を拭ぬぐって、子犬のような無む邪じや気きな顔で首を傾かしげるサクラ。

「それ――世間一般じゃストーカーっていうんじゃないか？」

「…………え。違うよ？」

「違わないだろ!?　オレの行動をＧＰＳで把握して、日常を監視カメラで見ているって、それをストーカーと言わずなんと言う!?」

「愛の賜たま物もの？」

　都合よく解かい釈しやくするにも程がある！

「え、ええー。で、でもでも。わたし、ストーカーなんていうほど大したことしてないよ？　せいぜいが自分の部屋の見えないところにツキトくんの隠し撮どり写真を隙すき間まなく貼はり付つけて、自作のツキトくん筆箱とかツキトくんノートとかツキトくん手鏡とかツキトくんお化け粧しよう箱ばことかツキトくん団扇うちわとかのグッズで周りを固めて悦えつに入いってそれぞれにキスをして、ＳＮＳの匿とく名めいアカウントで毎日ツキトくんの魅み力りよくを幾つかに分けて長文で語って、毎日起きた時と寝ねる前に祭さい壇だんに飾かざったツキトくん特大パネルに向かって今日も推おしが生きててくれてありがとうと五体投地をして祈いのりを捧ささげている――程度のものだよ？」

「十分だわ!!」

　百点満点をあげるわ！

「お前そんなことしてたの!?　というか隠し撮りっていつ撮った!?」

「ツキトくん。今はね。相手に気付かれず写真を撮る方法なんて、幾らでもあるんだよ」

　朗ほがらかな笑顔のままでサクラはスマートフォンの画面をオレに見せてきた。アルバムフォルダにはいつ撮さつ影えいされたのかさえ定かではないオレの写真が鬼おにのように並んでいる。

「恐い！　当たり前のように言わないでくれ！　変なやつないだろうな!?」

　良い機会だと思ってサクラのスマホをとって、中身をチェックした。何十……いや、何百枚あるんだよ、これ。急ぎ気味に画面をスライドさせて見ていくが、フォルダにオレの秘密を映したデータは存在していなかった。……むう。

　良く考えれば相手に知られず写真を撮ることが出来るなら、もしサクラがオレの秘密を見た人間だった場合、あの時現場で音を立てる必要もない。彼かの女じよの行動の数々もオレへの好意からだったとするなら、やっぱり目撃者じゃないんだろうか。

　それに『あのこと』を知ったのがサクラだったなら、何らかの行動は起こしていそうな気がするし……ふむ。一応、アリバイがある上に写真もないとすると、彼女を目撃者候補から外しても良さそうだ。

　となると現状、先に解決すべき案件がある。サクラの思わぬ奇き行こう――というより完全アウトな犯罪――を見て、とんでもない話を聞かされたせいで、失念していたけど。

　さっき、オレ、サクラに告白されたんだよな。

　ストーカー行こう為いの是ぜ非ひはともかくとして、そっちの返事はしておかないと。

「あ……と、ところで、さ。サクラ。さっきされた、告白なんだけど」

「……う、うん」

　オレがスマホを返してから切り出すと、サクラは居住まいを正した。膝ひざの上に手を置いて、緊きん張ちようの面おも持もちで待機する。うう。そういうことをされると言いにくい。言いにくいけど……いや、ここは話しておくべきだろう。オレは何度か深呼吸を繰くり返かえし、

「なんていうか……悪い。オレ、お前の気持ちには――応こたえられないんだ」

　はっきりと、口にした。

「……。え、と」

　戸と惑まどうような間が流れる。

　でもやがてサクラは――先さき程ほどまでの勢いが嘘であるように、力無く項うな垂だれた。

「そ……そうなんだ。わたしがツキトくんにストーカ……溢あふれ出でる愛情を押おし付けてしまったから？」

　良いように言い変えるんじゃない。

「そういうことじゃなくて。そっちも驚おどろいたけど。……そりゃ、サクラはとびきり可愛いし、明るくて優やさしいし、オレと気が合うってことも分かってきたよ。そんな子に好きだって言われて、嬉うれしくないなんて言ったら、とんでもない嘘になる」

「だ……だったら」

「でも、ダメなんだ。少なくとも、今は。事情がある」

「……事情？」

　そうだ。どうしてもサクラの想いを受け入れられない理由があった。

「それがなんなのかは、言えない。でも、それが片付くまで……サクラと付き合うとかっていうのは、考えられないんだ」

　酷こくなようだけど、下手な嘘をつく方が、結果的にはサクラを傷つけてしまう。

　ここは、きちんとオレの気持ちを伝えておくべきだと思った。

　サクラは、視線を落とした。次いで何かを堪こらえるようにして、口を真一文字に引き結ぶ。いつも笑顔を絶やさない彼女の、こんなに辛そうな表情を見るのは初めてだった。

「そっか。……そうなんだ。分かった」

　やがて、サクラは、深く頷く。そこには何かを決心したような趣おもむきがあった。

「ごめんな。本当に、サクラの気持ちは有難いんだけど」

「ううん。それに……わたしのことが嫌きらいとか、女の子として見られないとか、そういうことじゃないんだよね。ツキトくんは何かをしようとしていて、その結果を見届けないといけないからって、そういうことだよね？」

「あ、ああ、そうだ。嫌いなんて、とんでもない。サクラはオレには勿体ないくらい、良い子だと思うから」

「うん。じゃあ……じゃあ、わたし、今はそれでいいよ！」

　サクラはさっきまでの表情が一変、覚かく悟ごを決めたみたいに堂々と笑って、

「ツキトくんが抱かかえる『事情』ってものに決着がついたら、その時にまたアタックする。それまでの間、わたし、ツキトくんにもっと好きになってもらえるよう、頑張るから！　絶対に、他の女の子なんかに渡さないよ！……それでも、いいかなぁ？」

「あ……ああ、うん。オレは、いいんだけど。サクラは、本当にいいのか？　せっかく勇気を出してくれたのに、こんな答えしか返せないやつで」

「もちろん。わたし、諦めないよ！　せっかくツキトくんとお近づきになれたんだから！」

「……そっか。なんか、悪いな」

　オレが頭を掻かいて、続けた。

「でも、これだけは約束するよ。お前がその……こういうことしてたってのは誰にも言わないから」

「……え、いいの？　でも、わたし」

「まあ、なんていうか。誰にだって隠したいことはあるだろうしな」

　その気持ちはオレだって痛いほど分かる。

「後、サクラの気持ちは嬉しかったから。それは守りたいと思う」

「……ありがとう、ツキトくん。まさか、受け入れてくれるとは思わなかった」

　ん？　受け入れる？　どういうこと？

「よぉし、それじゃあ――」

　気合を入れるように立ち上がると、サクラは拳こぶしを振ふり上あげた。

「これからも一いつ生しよう懸けん命めい、ツキトくんの動向を監視するよッ!!」

「いや、ストーカー行為は控ひかえろよ!?」

　そこを肯こう定ていしたつもりは毛頭ないんだが!?

「よーし、やる気が湧わいてきた！　やるぞぉっ！　それじゃあね、ツキトくん！」

「あ、おい!?　サクラ!?　なんか盛大な勘かん違ちがいしてないか、お前!?　おおおい！」

　必死の呼びかけも虚むなしく、サクラは凄すさまじい勢いで部屋を出て行ってしまう。

「……もしかして、オレ、大変なことを承諾してしまったのでは？」

　オレは一人残されて、呆ぼう然ぜんとしたままで呟つぶやいた。







第二話







「ツキトくーん。あれ、どこいったんだろ」

　放課後。オレは階段に身を潜ひそめながら息を殺していた。

　視線の先では、サクラがきょろきょろと辺りを見回している。

　一見すると友達を捜さがしているような自然な動作だが、その実は全く違っていた。

　このところ、サクラはいついかなる瞬しゆん間かんでもオレが一人になった途端に現れるのだ。

　別に彼女と一いつ緒しよの時間を過ごすのが嫌いやというわけじゃないが、それでもこう毎回だと、たまには放っておいて欲ほしいのも人情というものだろう。

「……行ったか」

　ようやく諦めたようで、不満そうにしながらも去って行くサクラの後ろ姿を見つめていたオレは、ほっと安あん堵どの息を漏もらした。

「でも学校内には居ない方がいいな。待ち合わせまで、どこかで時間を潰つぶすか……」

　幸いなことに、ここは三階だが階段は更さらに上へと続いている。時間を潰すには丁度よさそうだ。

「……それにしても。サクラが目もく撃げき者しやでないとすると、後は三人か」

　義姉ねえさん、コユキ、セイナ。全員が全員、難関ではあるけど、やるしかない。今のところ目撃者からの接せつ触しよくが全くないのは気になるが……単にそこまで見たことに興味が無いからなのか。

　などと、つらつら考えている内に屋上へ着いたので、オレは扉を開けて、外へ出た。

　落ちかけた陽ひが名残なごりの光を投げかけて、殺風景な景色を鮮あざやかなまでの紅色に染め上げている。てっきり誰も居ないだろうと思っていたが、フェンスの近くに先客が立っていた。

　緑がかった銀色の髪かみに、透すき通とおるような白い肌はだと、小さな体。それに感情の色が窺うかがえない顔。コユキだ。

「あれ。こんなところにいたのか、姫ひめ白しろ。なにしてるんだ、待ち合わせか？」

　オレが声をかけると、コユキはこっちを向いて、首を小さく横に振る。

「ツキトこそ、なにしにきたの」

「いや別に。なんとなくな」

「……ふうん」

　短く返すと、コユキは再び前を向く。今の質問に確かく認にん以外の意味はなかったみたいだ。

　……そういえばサクラがコユキに鍵を渡したって言ってたな。となると彼女があの日、最後に生徒会室を利用した人物なのかもしれない。

　ここは一つ、話しかけて、あの日のことを掘ほり下さげてみよう。

　しかし、なんていうか。生徒会に所属してから思ってたことだけど、コユキって微び妙みように距きよ離りがある。オレだけじゃなくて、義姉さんを始めとした全員に。

　嫌われてる訳じゃないだろうけど、あまり深い関係になろうとしていないというか。

　数歩くらい離はなれたところでじっと皆を観察している――という、そんな印象がある。

　だからちょっとやりにくいんだけど、思い切ってみるしかない。

「え、と。あのさ、姫白。ちょっと訊きたいことがあるんだけど」

　幾らかストレートにいこう。オレは一歩近付いてから尋たずねた。

「四月十二日の夕方五時頃ごろ、なんかしてた？」

　直後。一瞬だが、コユキの肩かたが跳はね上がった。いつになく素す早ばやくこちらを向く。更には目を細めて、睨にらみ付けるように見て来た。え、なんだこの反応。明らかに何かあるぞ。

「……なに。突然に」

「え、えーと、実は学校からの帰り道、姫白を見かけた気がしてさ。一人でなにしてるのかなー、とか思ったもので」

「見たの？」

「姫白を？　あ、ああ、そんな感じなんだけど」

「そうじゃなくて。わたしがなにしてたか。見たの？」

「なにをしてたか？　どういうことだ？」

　オレが眉まゆを顰ひそめると、コユキは沈黙した。こちらの出方を窺うように、強めに両手を握り締めている。だが静せい寂じやくがしばらく続いた後で、ぽつりと呟いた。

「……なんでもない。気にしないで。その時は家に居た。多分、別人」

「でもサクラから、その少し前に姫白に生徒会の鍵を貸したって聞いたんだけど」

「それは……忘れ物を取りに行っただけで、すぐに帰ったから」

　……本当だろうか。さっきの態度を見る限り、どうも信じ難がたい。何かを隠かくしているみたいだ。しかしだとしても、どう探さぐっていくべきか。

「……ねぇ、いつまで居るの？」

　悩なやみながらコユキをじっと見つめていると、彼女が呼びかけて来た。どことなくじれているようにも思える。それどころか、なぜか顔は薄うつすらとだけど赤くなり、額からは一滴てきの汗あせが流れていた。

　焦あせっているのか。オレに自分が目撃者であることを疑われてるからか？

「姫白？　どうしたんだ。様子がおかしいけど――」

　と、オレが追及しようとした瞬間だった。

　いきなり横よこ殴なぐりのような激しい突とつ風ぷうが吹ふいて、思わずよろめく。

　制服がバタバタと揺ゆれるほどに激しく、それはコユキも同じだったようで――スカートがふわりと、大だい胆たんにめくれあがった。

　咄とつ嗟さのことでオレは目を閉じることも出来ず、ばっちりと目にしてしまう。

「うわっ。ごめ……」

　わざとじゃなかったんだと言い訳をしようとしたが、オレは言葉を失った。

　てっきりこっちとしては、コユキの下着を見てしまうと思ったんだけど。

　コユキは急いでスカートを押さえつけたが、オレの脳のう裏りにはしっかりと焼き付いていた。

　――い、今、無かった、よな。

　下着が。つまりパンツを穿はいてなかった。つまりその、女の子にとって重要とも言える場所が、完全に露ろ出しゆつしていたのだ。

　場が耳に痛いほどの静けさに包まれた。コユキは何を考えているのか黙だまり込んだままじっとオレのことを見つめている。恥ずかしがっているのかと思ったけど、顔色一つ変わっていないので判断がつかない。

　こ、こういう時、どう行動するのが正しいんだろうか!?

　オレから何か言うべきか。それともコユキが何かを言い出すのを待つべきか。

　もし、オレがコユキの立場だったら、どうして欲しいだろう？　えーと。パンツを穿かずに登校して、顔見知り、それも異性にそのことを知られてしまったら、か。

　……ダメだ！　正解が見えない。タイムマシンで過去に戻もどるくらいしかない気がした。

　どっちだろうと互たがいに気まずい思いをするのは揺るぎない。

　だとしたらせめて、見てしまった側のオレから何かを切り出すべきだろう。

「……見た？」

　とか決心していたら、まさかのコユキから先制攻こう撃げきを喰くらった。お、おおう。そう来るか。見たよ。ばっちり見たよ。思春期男子としては刺し激げき的てきに過ぎる光景を目にさせて頂きまして恐きよう悦えつ至し極ごくというかなんというかいかんオレもちょっと混乱している。

　スカートがめくれて、オレはコユキの目の前に居たのだから、今いま更さら「いやー、なんのことー？」と馬ば鹿かみたいに答えたところでバレバレなのは明白だ。

　だからここは……そうだ。こういこう。

「あ、あれか。朝出かける時、慌あわててたのか？　オレも前にやっちゃったよ。焦るよなー」

　もちろん嘘だ。そんな過去はない。でも、こういう場合「失敗をやらかしたのは君だけじゃない」とフォローするのが一番な気がする。案外と皆も経験あることなのかも？　なんて思うと、多少ではあるが気も楽になるだろう。多分。きっと。恐らく。
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「……そう」

　が、コユキは一言だけ呟いて、むっつりと黙り込んだ。

　えええ。ダメだった。この選せん択たく肢しは失敗だった!?　リ、リトライ！　セーブポイントからリトライさせてくれ。いやその前にフラグツリーを見せてくれ！　対策を練るから！

　などとゲーム脳的なことを考えている場合じゃなかった。しかし何故なぜだろう。オレは別にコユキのスカートを無理やりにめくったわけじゃあない。いわばこれは事故だ。なのに、こう、自分が酷ひどく罪深い人間であるかのように思えてしまう。

「ご、ごめん。なんていうか。まさかその。こんなことになるとは」

　あたふたとしながら謝あやまるもコユキは無反応。取り付く島がないとはこのことだ。顔を伏ふせて両手を握り、心なしか内うち股またになっている。怒おこっているのか。恥ずかしがっているのか。

「で、でも、忘れるから。もう、すぐに記憶から消去するからさ！」

　出来る訳ないだろというもう一人の自分を押し退のけて、オレはコユキに近付いた。

「だ、だから、難しいかもしれないけど、あんまり気にしないで」

　必死に声をかけるが、コユキは微び動どうだにしなかった。そこに至って、オレは不自然なものを感じる。なんだろう。憤いきどおってたり羞しゆう恥ち心しんに耐たえているというよりは、こみ上げる何かをどうにか内側で処理しているかのような。

「……姫白？　どうした」

　オレは、不ふ審しんに思って、コユキの肩に手を置いた。

「んっ！」

　途と端たんにコユキがびくりと震える。な、なんだ。悲鳴というよりも、なんていうか、ちょっとエッチな感じだったような。

　やがてコユキがこっちを見上げてきた。その目は潤うるみ、頬は紅潮している。熱に浮うかされたかのようだ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　オレが気き遣づかうとコユキは、無言のまま俯うつむいた。その間も、全身は小刻みに震えている。

「もう、ダメ……」

　やがて荒い息と共に零こぼしたか細い声は、ひどく艶つやっぽい。事情が分からずどぎまぎしていると、

「……イっちゃった」

　それだけ言って、コユキは脱だつ力りよくし、オレにもたれかかってきた。

「うわ!?　え!?　ひ、姫白!?」

　急いで支えて呼びかけるが、気を失っているのかぐったりとしている。ただその表情は珍めずらしく変化していて、何ど処こか至福そうだった。

　そこでオレはふと地面に視線を落として、目を見開く。

　雨も降っていないのに、コユキの足元だけが何かの液体で濡ぬれていた。

　ゆっくり上に辿たどると、スカートから覗のぞき見みえるコユキの病的なまでに真白い、陶とう器きのような肌に、幾つかの滴しずくが伝わっている。これが地面に落ちて痕あとを残したんだろう。

　な、なんだ。なにが起こってるんだ!?

「ひ、姫白。姫白って！」

　大いに困こん惑わくして体を揺らすも、一向に起きる気配はなかった。

「……し、仕方ない。ひとまず、どこかで休ませるか」

　今はそれが最善だろう。オレはコユキを背負うと、屋上を後にしたのだった。




　幸い、担当教きよう諭ゆはどこかに出かけているようで、保健室は無人だった。これなら事情を説明せずに済むと、オレはコユキをベッドに寝かせてカーテンを引き、無言で見守る。

　……しかし、さっきのはなんだったんだろう。確かコユキがいきなり風邪かぜを引いたようになって――違ちがう。その前に、体を震わせて妙みように艶なまめかしい声を出したというか。

　スカートの下を見られたから、ああなったのか？　でもそれってつまり、ノーパンだったことを知られたことが原因ということで。そういえば『イっちゃった』とか囁ささやいていたような。ということは……いやいやいや、そんなはずが。まさかあのコユキが。そうだ。普ふ段だんはクールな感じなのに。あんな表情を……、

「……あんな、表情を……」

　不意に、ずきり、と胸の奥おくが痛んだ。かと思うと、次し第だいに心臓が鼓こ動どうを速める。全身が少しずつ熱くなって、思わず身を屈かがめた。あ、あれ。どうしたんだ。病気、とかじゃない。血の巡めぐりが早くなってきているというか――。

　と、そこで、オレは自分の体の変化に気付いた。具体的には下半身の辺りが。

「……嘘うそだろ!?」

　慌てて股こ間かんを押さえた。こ、こんなところでなに考えてるんだオレは。コユキが目を覚まして誤解されたらどうする。そうだ、誤解……え、いやこれ、誤解なのか？　むしろ状じよう況きようを鑑かんがみると、正常な反応なのでは？……だ、だとしても！　だとしてもバレて危ないことには変わりなくて！　だから！　ああ!?　どう対処すれば!?

「……何か悩み事ごと？」

「あ、ああ。突とつ然ぜんこんなことになって混乱してるっていうかなんていうか」

「こんなことって、なにが起きたの」

「なにがって、だから姫白のことを考えているとムラム――うわぁっ!?」

　我に返ったついでに、オレはそのままひっくり返った。

　いつのまにかコユキが目を覚まして体を起こしている。

「ムラム？……わたしでムラムラしたの？　ツキト」

「そ、そんなことより！　姫白！　大丈夫なのか、お前!?」

　ひょっとしてただの体調不良だったのかもしれないと心配すると、

「平気。むしろ――気持ち良かった。ものすごく」

「気持ち良かったのか!?　ものすごく!?　どういうことだ!?」

　オレの問いかけにコユキはほんの少しだけ、頬を朱しゆに染めた。その後、わずかに視線を泳がせて、黙り込み……間もなく、呟いた。

「ツキトも……薄うす々うす気付いてるよね。さっきのこと」

「さ、さっきのことって……あの……」

「わたしがスカートの下を見られたせいで興奮し過ぎて、気を失ったって」

「ええ!?　じゃ、じゃあ、やっぱりそうだったのか!?」

　なんとなくそんな気はしていたけど、まさか確定だったとは……。

「というか、そんなこと喋しやべって平気なのか!?」

「平気ではないけど。あんなところ見られたら、いずれバレるだろうし」

　そ、それはそうかもしれないけど。

「で……でも、それは。えーと。あの、あれ。こう、だから……なんで？」

　なんでって言い方も相当にどうかと思うけど、こっちだって幾らか混乱してるんだ。これくらいは許して欲しい。

「別に難しい話じゃない」

　コユキは淡たん々たんと、ごく当たり前のことを言うように口にした。

「わたしに――露ろ出しゆつ趣しゆ味みがあるから」

「ろ、ろ、露出趣味って、い、いわゆる、あれだよな。は、は、は、裸はだかを見られたりすると興奮するとかいう。ぜ、全ぜん裸らにコートで人前に出るとか」

　いかん。落ち着け。さっきからほとんどまともに喋れてない。

「そうだね。でも露出趣味のある人間が全すべて裸にコートを着てムラムラするかというとそれは間ま違ちがっていて。たとえば人ひと混ごみの中で下着をつけずに歩く自分というシチュエーションで悦に入る人もいれば、人ひと気けのない路地で上着やスカートをまくり上げたりすることでそうなる人も居て。加えて『誰だれかに見られているかもしれない』というドキドキと『誰かに見られたい』という欲求は同じようでいてまるで違っていて、前者は自身の羞恥心に対して興奮を覚えるタイプで後者は他者に自分の恥ち部ぶがさらけ出されているという解放感に対して酔よいしれるタイプの可能性もあるから、気を付けてね」

　いきなり滅め茶ちや苦く茶ちや喋ったなこの子!?

「べ、勉強になります」

「それほどでもない」

　どこか誇ほこらしげに胸を張るコユキ。……あ、もしかして、さっきオレの質問に動どう揺ようしてたのは、四月十二日も露ろ出しゆつ行こう為いをしていて、それを見られたのかと思ったからなのか。

「その。……い、いつからなんだ？」

「目覚めたのは……中学二年生の時かな。たまたまブラジャーをつけるのを忘れて学校に行って、気づいた時、びっくりして恥ずかしいと思うと同時に、変な気持ちになってる自分が居て。それからちょっとずつ試ためすようになって、今はどっぷりと」

　そんなエロ漫画みたいなこと、本当にあるんだな。

「さっきもショーツを脱ぬいだ状態で放課後の屋上でフェンスの近くに寄って楽しんでた」

「ん？……それのなにが楽しいんだ？」

「真下の運動場では野球部やサッカー部が練習しているでしょ。その人達が何かの拍ひよう子しで上を仰あおいだ時に、わたしのスカートの中を見たらと思うと、ぞくぞくして」

「……そうか」

「でも本当に誰かに見られたのは、あの時が初めて。最初は露出の邪じや魔まだから早くどこかに行って欲しいって思ってたけど。……おかげで、露出人生で味わったことのない快感に満たされた。本当にありがとう」

　まさかパンツ穿いてない状態を目もく撃げきして礼を言われるとは。どういたしましてと返すのもおかしいだろ。

「でも……出来ればわたしの趣しゆ味みのことは誰にも言わないで欲しい。代わりにツキトの方も言ったりしないから」

「え!?　オ、オレのこと!?」

「さっき屋上で訊きいてきたこと。てっきりわたしが露出していたところを見たんだと思ったけど、今の態度を見る限りそうじゃない。じゃあ、逆にツキトがわたしに姿を見られることで、都合の悪いことがあったってことだよね」

　うっ。す、鋭するどい。

「実際、あの……見たのか？」

「それは内ない緒しよ」

　……なるほど。上う手まい手だ。現状、オレはコユキが本当に目撃者であるかどうかを確かめることが出来ないから、交こう渉しようを受けるしかなくなる。

「いわば、共犯関係になろうってことか？」

「ん。そういう解釈でもいいよ」

　オレは腕うでを組んで唸うなった。まあ、どの道、こっちに選択肢はないわけだが。

「……分かった。その約束、守るよ」

「うん。じゃあ、わたしも守る」

　しかし、なんだろう。サクラに続いて、コユキにまで隠し事があったとは。そしてオレだけがそれを知るとは。こうなると何か因いん縁ねんめいたものを感じてしまうな。

「……実はね。わたしのお父さん、牧師をしているの」

　オレが感かん慨がいにふけっていると、コユキは少し俯うつむきながら、静かに語り始めた。

「その関係で外国に住んでいたけど、わたしが小さい頃にこっちへ引ひっ越こしてきて」

「え、そうなのか」

　……そういえば、出会った頃、セイナがお父さんがどうとか言ってたような。よく聖書のこと言ってたし。あれはそのせいだったのか。

「聖書曰いわく、神がわたし達たちを召めされたのは、穢けがれを行わせるためではなく、聖潔を得させる為ためである。いつもは優しくて、穏おだやかな人だけど。そういう教えもある職業だからか、性に関することは厳しくて。わたしも小さい頃からそういったものに触ふれないよう強く言い聞かされてきた」

　なるほど。神に仕える身の上であるが故、ということか。

「だからお父さんにバレたくない。罪深い娘むすめだって思われて、怒られるのも嫌だし、失望もされたくないの。お父さんのことは好きだから」

　……うん。父親への好意と性の嗜し好こうは関係ないもんな。どうしようもない。

「まあ、お父さんへの罪悪感もそれはそれでプレイ中には昂たかぶる要素の一つなんだけど」

　業ごうが深いにも程ほどがある！　別にいいんだけど、さらりと言うなよ！

「ただ、なんだろうな。姫白との約束は守るけどさ。オレに言われなくても承知の上だと思うけど、今日みたいにうっかりバレることもあるからさ。その辺は気を付けた方がいいと思うよ」

　オレの言葉に、コユキは迷うように沈ちん黙もくした。が、しばらくして口を開く。

「……そうだね。その通りだと思う。でもわたしは多分、またやっちゃうと思う。ある程度までは我が慢まんできるけど、不意打ちみたいに衝しよう動どうがやってきて行動に移すから。寧むしろそういう時の方が溜たまってしまった分、発散の仕方がえぐくて」

「ああ、そうだよな。気持ちは分かるよ」

「……そうなの？」

「え!?　い、いや、そうだな。まあ、なんとなくだけど。そんなこともあるかなーって」

　オレの答えにコユキは「そう」と素っ気なく頷うなずいて、

「だから……小刻みにやった方がいいんだけど。ツキトの言う通り危険も大きいし。今までは上手くいってたけど、これからもそうだなんていう保証はないし」

　コユキはそこで顔を伏せて、ベッドのシーツを引き寄せた。

「ただ、やっている時は気持ち良いいだけで、なんともないんだけど。たまに、全部終わった後、恐こわくなる。このままじゃ、いつか破は滅めつしちゃうんじゃないかって」

　それは……そうだろうな。

「でも、やめられないんだよな」

「うん。それに、露出は好きなんだ。すごく自分を解放できている気がするから。普段、学校でも家でも、なんでもない顔をして過ごしていて、別にそれはそれで平気なんだけど。……時々、息苦しくなることもあって。なにか大きなもので体を締しめ付けられているような、そんな風になる」

　……分かるな。外で誰かと会っている時は、無意識的に本来の自分とは違う、殻からみたいなものを被かぶっているから。本心を隠しているわけじゃないが、全てをさらけ出しているわけでもない。

　それはリアルもネットも関係なくて、つまり社会に生きる上で必要な防衛手段ともいえるものだ。秘密を持っているオレだってそうだし――誰だって、少なからずやっていることだろう。

　別に無理をしているわけじゃないから、負担になっているわけじゃない。それでも少しずつ澱おりのようなものが溜まってきて、人はそれを発散させる為に、趣味を堪たん能のうしたり美お味いしいものを食べたり一人で気楽に過ごしたり、色んな手段をとる。

　コユキの場合はそれがたまたま露出行為だったんだろう。

　確かにいささか特とく殊しゆかもしれないが……まあ、オレだって人のことは言えないしな。

「なんとか他のもので代だい替たいできないか試してみたんだけど、やっぱり無理だった」

「そうだよな。一回そういうのってやってみるよな」

「……ツキトも似た経験あるの？」

　不思議そうに訊かれてオレは、言葉に詰つまった。やばい。つい反応してしまった。

「あ、ああ、まあ、ちょっとな……色々と」

「そうなんだ。なら分かってもらえると思うけど……そうなると、もう、仕方ないかなって。何かあったら、その時はその時だしね」

「でも、もしバレたら、やばいだろ。誰かに脅おどされたりするかもしれないし」

「そうだね。それは嫌だけど。ただ……どうしてもやめられないなら、そういうことも覚悟してやらないと。お父さんを悲しませるようなことは、したくないんだけど」

　シーツを握にぎる手に力をこめて、コユキはか細い声を出した。いつも無表情で、何にも囚われないように見えるコユキとは思えないほど、その姿は弱々しく見える。

「……姫白」

　それを、見ている内――オレの中で、ある気持ちが湧き起おこってきた。自分でも信じられないことだし、やめておけってもう一人のオレが叫さけんでいた気もしたけど。

　なんだろう。ひどく胸が締め付つけられて、なんとかしなきゃって、そういう衝動が襲おそってきて、止められなくなっていた。

　だから、オレは。オレは――。

「なあ。姫白の露出……オレが手伝えないかな」

　――気付けば、そう言っていた。

「……え？」

　コユキが珍しく、素す直なおに驚いたように目を丸くする。

「い、いや、ほら。一人だと難しくても、二人ならなんとかなるかもしれないだろ？　姫白が露出している時に周囲を警けい戒かいするとか、人が来たら道を変えさせたり、お前に声かけたり、一緒に逃にげるとか。そういうの」

「それは、そうかもしれないけど。……本当にいいの？　ツキトに何の得もないのに」

「得とか損とかじゃなくてさ。なんだろうな。あの。上手く言えないんだけど」

　オレは必死に、いつも使わない脳のう味み噌そをフル回転させて、気持ちを伝えた。

「姫白の趣味は、確かに世間的に見ればあんまり褒ほめられたものじゃないかもしれないけどさ。で、でも、なにかを好きになるって、そういうことじゃないだろ？　誰かを傷つけたり、陥おとしいれたりするのは論外だけど。そうでないなら、誰かが間違ってるとかおかしいっていう権利はないというか。何かに夢中になるって点では、他の、山登りとかネトゲをするとかと同じだろ？　なのに姫白だけそういうリスク背負うのは変だよなとか思って。だったらちょっとでもそれを軽減できればって、そういう感じのアレで――うん」

　ダメだ。やっぱりあんまり上手く言えない……。

「と、とにかく。オレで良ければ姫白を助けるよって。そういうことなんだけど」

　ひとまず大事な部分だけを伝えたが、コユキは無言のままだった。やっぱり、オレなんかじゃ信用に足らないか。そりゃそうだよな……。

「……本当にいいの？」

　と思っていたら、コユキが尋ねて来た。どことなく、恐おそる恐るといった雰ふん囲い気きを感じる。

　だからオレは、不安がらせないよう堂々と、自分の胸を叩たたいた。

「も、もちろん！　どんな露出でも任せておけよ！」

　口にしておいてなんだけど、我ながら全然格好良くない台詞せりふだな。

「ツキトって、普ふ通つうだと思ってたけど、意外に変だね」

　案の定、コユキからずばりと言われて、オレは「ご、ごめん」と肩を落とした。

「でも……ありがとう。そんなことを言ってもらえるなんて、思わなかった」

　ただコユキは手を伸のばしてくると、オレの掌てのひらを包み込んで、

「……今のところ、わたしの趣味を知ってるのはツキトだけだし。お願い、できないかな」

「あ、ああ。いいよ！　どんと来い！」

　答えたオレは、その時、自分の時が止まるのを感じた。

　いつもは素っ気無い態度しかとらないコユキが。

　誰に対しても淡たん泊ぱくな反応しか返さない、あのコユキが。

「うん……よろしくね」

　わずかだが、確かに、微笑ほほえんだのだ。

　それはテレビの芸能人が浮かべるスマイルと比ひ肩けんするほどの……いや、それ以上とすら思えるほど、可愛かわいらしいものだった。

　コユキのこんな顔が見られるなら、思い切った申し出も、悪くなかったかもしれない。

　そんな風に――思えるほど。

　……まあ、コユキが本当に目撃者かどうかを調べる為に接する機会を増やす必要はあったし。オレにとっても幸運に恵めぐまれたとも言えるな。

　だから、結果オーライってことにしよう。




　次の日。オレとコユキはある路地裏に居た。周囲にはすえた臭においが漂ただよい、そこかしこにゴミが捨てられている。衛生的とは口が裂さけても言えない場所だ。

「こんなところがあったのか。全然知らなかった」

　オレは上を見つつ感心する。左右が高い建物で挟はさまれているためか、薄うす暗ぐらく、空が遠い。

「わたしが露出をして初めて見つけたスポット。そこそこ広さがある割に、滅めつ多たに人が来ないから、いい」

「初めてってことは他にもこういうところがあるのか」

「もちろん。これ見て」

　コユキはスカートのポケットからスマートフォンを取り出して見せて来た。ディスプレイにはオレが住んでいる街の全体図が映し出されている。どうやら目印をつけたり出来るタイプの地図アプリらしく、そこかしこに赤いアンテナみたいなアイコンが立っていた。

「これ全部、わたしが把は握あくしているおススメ露出スポット。毎日、放課後、街を巡って色々検討した」

「こ、こんなにあるのか！　一……二……数十個はあるぞ!?　全部一人で？」

「大体。中には露出趣味のある人が集つどうサイトで紹しよう介かいされていたのを利用してるのもある」

　そんなものがあるのか。今、当たり前のように語ったけど。

「人が来ないかどうかだけじゃなくて、来た時に逃げられるルートがあるかどうか、通りがかっても死角になってるかとか、色々。不特定多数に見られたい願望の人用に覗き趣味のある人が集まるポイントもあったけど、わたしはそっちの嗜好はないからスルーしてる」

「……奥が深いな。露出っていっても簡単な話じゃないわけか」

「まあね。ところで、ツキトも誰かに見られたりとかしなかった？」

「ああ。義姉さんにはちょっと遅おそくなるって言ってあるし、サクラもなんとか」

「サクラ？　サクラと一緒に帰る約束でもしてた？」

「え!?　あ、そ、そう！　そうなんだ！　でも言い訳をしてなんとか！」

　二十四時間体制で監かん視しされているとは言えない。スマホは駅前のコインロッカーに預けて来たし、サクラも今日は副会長として生徒会の仕事があるから、ここには来ないはずだ。

「そう。ごめんね。気を遣つかわせて」

「それは別にいいんだけど。でも姫白――」

「コユキでいいよ」

　え、と目を瞬まばたかせると、コユキは小首を傾かしげて、

「姫白じゃなくて、コユキでいい。わたしだってツキトって呼んでるし」

「あ、ああ、そうだな。えっと。……コユキ」

　改めて呼ぶと、コユキは黙り込んだ。視線を落として胸に手を当てる。

「……なんだろう。自分で言い出してなんだけど、変な感じ。男の人に名前で呼ばれたことなんて、お父さん以外にはなかったから」

「嫌なら、やめておくけど……」

「ううん。嫌じゃない。でもわたし、あんまり喋るのが得意じゃないから、特別に親しい人もいなくて。なんだか……この辺が、締め付けられる」

　体の真ん中を指差して、コユキがわずかに笑えみを浮かべた。何か、自分にとって大切なものを見つけたように。ちょ、ちょっと照れるな。

「え、と。ところで、コユキ。確かにここ、人気はないみたいだけど、駅の近くだから表通りは結構いるぞ。本当に大丈夫なのか？」

　さっきから少し離れた場所を、大勢が行いき交かっている。あの内の一人が足を止めて、少しでもこっちを見たら終わりだろう。

「うん。問題ない。ツキト、こんなところに路地裏があるって知ってた？」

　え。あ、そういえば、まったく。だから驚おどろいたわけだしな。オレは首を横に振ふった。

「でしょ。この路地裏は確かに存在しているけど、教えられなきゃ誰もあることすら気付かない。人は基本的に目的を持って前や下だけを見て歩くし、物音がしたり誰かが出てきたりしなければ横に注意も向けないの。特に最近は歩きスマホをしている人もいるから余計に安心。だからツキトだって前にわたしが居たこと、気づかなかった」

　……なるほど。まさしく視覚の盲もう点てんというわけか。考えられてるな。

「それじゃあ、始める」

「あ……ああ、了りよう解かい。じゃあオレ、誰か来ないか見張ってるから」

　慌てて前を向こうとしたオレだったが、コユキに腕を掴つかんで止められた。

「待って。今は前の道に人もいないし……少しだけ、見てて」

「ええ!?　オ、オレが!?」

「うん。不特定多数は嫌いやだけど、特定の誰かにだけ見せたいって願望はあったの。でも、相手がいなくて……。せっかくの機会だから」

「で、でも、いいのか。オレは別にコユキの恋こい人びとでもなんでもないわけだし」

「……。まあ、そうだけど。少なくとも他の生徒と一いつ緒しよじゃないから」

「どういうことだ？」

「だって露出を手伝ってくれるとか、あんなこと、他の子は言わないだろうし。……結構、嬉うれしかったから……」

　囁くように言うと、コユキは少しだけ頬ほおを赤く染めて、照てれ隠しのように目を逸そらした。

「ツキトは、ちょっとだけ特別だから、いいかなって。……ちょっとだけ、だけど」

「そ、そうなのか。それは、あの……ありがとう……」

　で、いいんだろうか、この場合。なんか、コユキからそういうことを言われると思っていなかったから、戸と惑まどってしまう。

「まあ、ツキトが見たくないっていうなら、無む理り強じいはしないけど」

「い、いや、見たくないってわけじゃない……と言うと色々誤解を生みそうだけど、見たいというとそれはそれで問題があるし、どう答えればいいんだよ!?」

「……それもそうだね。ごめん」

　薄らと笑い、小さな舌を出すコユキ。どこかからかっているかのようだ。そんな表情も出来るのか。ちょっと心臓が高鳴った。

「じゃあ、いくね」

　コユキは胸に手を当てて、深呼吸した。ともすれば暴れ回りそうな自分の感情を、懸けん命めいに抑おさえつけるように。

「……オレもそうだけど、コユキも緊きん張ちようしてるんだな」

「当たり前。ツキトが居るとは言え、リスクが高いことは高いから」

「そうだろうけど、何回もやってることだし、と思って」

「今日は自分以外の人もいるし。それに……毎回、始める瞬しゆん間かんだけは落ち着かなくなる」

　目を閉じて、もう一度大きな息をつくと――コユキは思い切ったようにスカートの中に手を入れた。しばらくして、するすると、布きれのようなものを足元まで下ろす。

　……いや、いつもと違う場面でつい現実逃とう避ひしてしまったけど、あれは布きれじゃない。どう見てもコユキのショーツだ。

　今、自分の目の前で、年下の女の子が下着を脱いでいる。

　その事実があまりにも日常とかけ離はなれていて、夢の中にいるようだった。

　コユキは足先からショーツを取ると、指先に絡からめた。もう一方の手を差し入れて、オレの目の前でそれを広げる。

　年とし頃ごろの女の子らしい、可愛らしい飾かざりのついたデザインをしていた。色は薄うすい桃もも色いろ。

　あれをさっきまでコユキが穿いていたのだと思うと、ただでさえうるさい心臓が、更さらにその音を増したかのようだった。

　一方のコユキも、頬に薄らと紅が差している。小さな唇くちびるからは微かすかな息が漏もれ、全身が少しずつ震ふるえ始めた。その姿を見ていると、余計にドキドキとしてくる。

「……ツキト、これ、いる？」

「えぇ!?」

　だから唐とう突とつに質問されてオレは思いっきり動揺し、仰のけ反ぞってしまう。その反応を見て、コユキは笑みを深める。

「うそだよ」

　してやったりという感じで、ショーツをスカートのポケットに仕し舞まうコユキ。くっ……やられた。顔が熱くなるのを感じる。

「体勢を低くして。ツキト」

　言われるがままに、オレは地面に膝ひざをついた。ちょうど目の前にコユキのスカートが来る。それを待って、コユキはスカートの裾すそに指先をかけた。しばらくそのまま停止する。

　ふと視線を上げると、コユキの頬に差す赤が更に色味を増していた。何かに耐えているようにも思える。

「……あの、今更だけど、本当にいいのか？　見られるんだぞ。ついこの間知り合ったばかりの男に」

「っ……！」

　オレの質問にコユキは下した唇くちびるを噛かみ締め、恥はずかしそうに視線を伏せた。スカートの裾を握る指先に、何かを堪こらえるように強い力が込められる。

「や、やるね、ツキト。言葉攻めなんて」

「いや、そんなつもりはなかったんだけど!?」

　こっちとしてはコユキを気遣ったつもりだったのだが、逆効果だったのかもしれない。オレの言葉に、余計、気持ちが昂ぶってしまったみたいだ。

「ううん。いいの。見て欲ほしいの。……だから」

　呟つぶやくと、ゆっくり、コユキはスカートをまくり始めた。じれったい程に遅い速度で、それでも薄い布が上がって行く。それにつれて丸い膝が、傷一つない滑なめらかな太ももが、ついには――。

「……くっ」

　思わず目を逸らしてしまった。こんなの、直視できるわけがない。さっきまでの過程で既すでに頭の中が沸ふつ騰とうしそうになっているのだ。このままだと、爆ばく発はつしてしまうかもしれない。

「だめ。ちゃんと見て」

　オレに命じるコユキの声もまた、小刻みに震えていた。向こうも冷静に振る舞まってはいるけど、かなり無理をしているんだろう。

「それとも、本当は見たくない……？」

　…………。いや、見たい。本当は見たい。

　だってオレはまだ高校生で、彼かの女じよどころか18禁の動画すら見たことがなくて。

　つまりは妄もう想そうするしかないそこが、今、目の前にあるということで。

　そんなの、見たいに決まっている。目に焼き付けたいに決まっている。

「じゃあ、スカート下ろそうかな」

「待って！」

　だから、コユキがそう告げて来た時、反射的に口にしてしまい、かなり恥ずかしかった。

　いや……でも、うん。そうだ。決意を固める時だ。

「わ、分かった。見るよ。……見るから」

　力強く言って、オレは、少しずつ、視線を前へと――前へと、向けていき。

　そして。そこに、はっきりと視界に映り込んだものを見て、息を呑のんだ。

　昨日も目にしたけど、こうして間近にすると衝しよう撃げきがまるで違う。触れそうな距きよ離りで、今までしっかりと目にすることのなかった女の子の大切な部分が露あらわになっているというのは、筆ひつ舌ぜつし難がたい体験だった。

「……ぁ……」

　不意にコユキが、消え入るような声を出す。

「見られてる……ツキトに、わたしの大事なところ……」

　そのまま徐じよ々じよに内股になっていくように思えたが、ある一点で止まって、コユキはスカートを掴む手に力を込めた。次いで、決心したように――少しずつ足を大きく開いていく。

　そのせいで今まで隠かくされていた部分すら見えてしまい、オレは自分の心臓が激しく脈打っている音が、はっきりと聞こえてくるのを感じた。

「ど……どう……かな」

「ど、どうかなって!?」

　そう言われても、答え方が全く分からない。なにせ今、自分の人生の中で正しよう真しん正しよう銘めい、まったく初めての経験をしているのだ。適切な言葉なんてあるわけないというか、あったとしても頭の中が真っ白で思おもい浮かぶ気がしなかった。
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「そ、その、あの、えーっと……」

　情けないとは思うが、たどたどしく喋るばかりで、コユキの要求に何も応こたえられていない。オレから手伝うと言った以上、こういうシチュエーションにも対応しなきゃいけないんだろうけど……いけないんだろうけど！　無理！　無理です！　正直になろう！

「……なんでも、いいの。お、思ったこと、言ってみて」

　テンパっているとコユキが更に言ってきた。見上げると、その病的な青白い肌はだはしかし、今やはっきりと分かるくらい赤く染まっている。更には視線を横に逸らし、壁かべを見つめていた。まともにオレと目を合わせられない、というように。

　……そうか。コユキだってこんなこと、やったことないんだ。平然としていられるはずがなかった。それでも自分の、その、それをオレに見せるという行こう為いがたまらなく気持ち良くて、弱くなる想おもいを必死で我慢しているのかもしれない。

　なんだろう。少し変な気持ちというか――あの、なんだ。

　今のコユキが、すごく可愛く思えてきた。だって、いつも見ている姿と全く違うから。こんなに感情を露にしている姿は、初めてだったから。

　よ、よし。オレは決心して、唾つばを飲み込むと、コユキを見上げる。すると彼女はこちらに少し視線を合わせて、間もなく、微笑んだ。

「なんていうか……。へ、変なこと言うようだけど、き、綺き麗れいだなって。傷一つないし、その。色々と、はっきりしてて」

　オレはコユキの、普段は誰に見せたこともない場所に目を向けて言った。

　途と端たん、コユキの口から小さな息が漏れる。見上げると、瞳ひとみがわずかにうるんでいた。

「女の子のここって、こんな感じになってるんだなって。……あれ」

　な、なんだろう。少しだけ――濡れてるような。

「……あっ」

　直後。コユキの体がぶるりと震えた。オレに自分の体の変化を気付かれたことを悟さとったのかもしれない。

「ダ、ダメ……見ちゃ……」

　足ががくがくと揺ゆれ、今にも倒たおれそうな状態になる。

「そ、そんなの、た、たえられない……から……！」

　見上げると、コユキは顔を真っ赤にし、目を潤うるませたままで叫んだ。

「だめぇッ！」

　ぽたり、と。コユキの足元に滴しずくが落ちる。その量は少しずつ増え始め、やがては土ど砂しや降ぶりの後であるかのように地面を薄うす黒ぐろく染めていった。

　コユキは自分で自分を支え切れなくなったのか、オレにもたれかかってくる。

「は……はぁ……はぁ……」

　肩かたの上で荒あらい呼吸を繰くり返かえすコユキに、オレは声をかけた。

「わ、悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」

　もっと言葉を選んだ方がいいだろうかと思ったが、コユキはオレの耳元で囁く。

「うん。ツキト、テクニシャン。わたしがいつも妄想してる相手と同じこと言うなんて」

「べ、別に意識してたわけじゃないんだけど」

「無意識でそれなんて、将来有望」

　なんのだよ。

「でも、初めて自分から誰かに見せたけど、こんなに良かったなんて。……癖くせになりそう」

　なんか不ま味ずい扉とびらを開いてしまった気がするぞ。

「でも、他の人はやだな。ツキトが良い」

「え？　な、なんで？」

「さっき動揺してたけど、わたしのこと気き遣づかって、頑がん張ばってちゃんと言ってくれたでしょ。……そういう人、好きだから。見せるなら、ツキトがいい」

「へっ――」

　急に前まえ振ふりもなしにそんなこと言われ、オレは全身が熱くなるのを感じた。コユキもまた自分の発言の意味するところに気付いたのか「あっ」と呟いて、また少し赤くなる。

「ち、違ちがうから。そういうことじゃないから。ううん。そういうことかもしれないけど。あの。まだそんなのじゃないから。いや、まだとかじゃなくて」

　手を振りながら、何やら弁解を始めるコユキ。声に抑よく揚ようはないものの、ここまで明らかに混乱しているところを見るのは初めてだな。

「と、とにかく。……もう一度。もう一度、やる」

　オレから離れると、コユキはまたスカートに手をかけた。

「え、い、いやいや。さすがに連発はオレも」

　あの。オレのオレとしての部分もけしからんことになってるわけだし。

「わ。すごい主張」

　コユキの視線がオレの下半身に集中した。やばい。バレた。

「……ちょっとだけ、手伝おうか？　お世話になったから。手とか、その、口とかで」

「は、はい!?　い、いいよ！　遠えん慮りよしときます！」

　オレは急いで前まえ屈かがみになる。

「そう恥ずかしがらずに」

「恥ずかしいに決まってるだろ！　オレにそういう嗜好はないの！」

「まあまあ。さ、景気よく……」

　言ってコユキは躊躇ためらいなくオレのズボンのチャックに手をかけた。やめて――ッ！

「あれ？　近くにツキトくんがいる？」

　と叫びそうになったところで、聞き覚えのある声がしてオレは跳はね上あがる。急いで後ろを振り向むくと――そこに居たのは、義姉ねえさんにサクラ、それにセイナだった。な、なんでこんなところに!?　生徒会関係の買い出しにでも来たのか!?

　もちろん、歩いていたのは大通りだし、路地裏のオレ達たちには気づいていないようだが……。

「え？　天あま宮みやさんが？　ワタシは何も感じませんが」

　セイナが怪け訝げんな顔をするのに、

「するよぉ。だって、ツキトくんの匂いがする」

　確信をもったように頷いて、サクラは鼻をひくつかせた。なんだその能力!?

「凄すさまじい嗅きゆう覚かくだな。日常で苦労しそうだ」

　義姉さんが感心したような口調で言う。

「あ、他の人は全然なので、大丈夫ですっ。分かるのはツキトくんだけで」

「ん？　なぜツキトにだけ反応するんだ？」

「それはやっぱり、いつも堪能している――い、いいえ!?　な、なんでもないですよ!?　なんとなく！　なんとなくこう、一緒に居る内にですね!?」

　危あやういところで必死に誤ご魔ま化かすサクラに、義姉さんは眉まゆを顰ひそめた。

「凄すごいな。私も共に暮らしているがまだそこまでではない。まさかサクラが私の培つちかってきた経験を凌りよう駕がするとはな」

「私の経験？　会長さん、誰かの匂いとか気配を感知しなきゃいけないこととか、していたんですか？」

「え!?　あ、ああ、いや、そんなことはないが。しかし……やはり義姉あねとしてはそこまでの領域に達するべきなのか」

「いえ、会長が天宮さんの為にそこまでなさらなくても！　で、ですがもしどうしてもと仰おつしやるのであれば、ワタシが、この蘭らん堂どう静せい奈なが我わが家やの全コネクションを駆く使ししてでも、必ず習得しますから！　そうして会長がワタシをお使い下さい！」

「大事な部下であるお前を、そんな犬のように扱あつかえるか」

「ええ!?　会長が、ワタシを犬!?……でもそれならワタシ以外の方が……！」

　小声でときめている様子のセイナ。なぜそこでときめく!?

「それよりもツキトくん、多分、こっちの方に」

　サクラが言って、ばっちりとこっちを向こうとしたところで、オレはぞくりとした。いかん。こんなところでぼーっとしている場合じゃない。

「に、逃げるぞ、コユキ……！」

　オレは頷いたコユキの手を引いて、急いで路地裏の奥おくへと走り始めた。

「でもサクラの感覚すごいね。ツキトのことならなんでも分かる感じ」

　あながち間ま違ちがってないけど、突っ込み辛づらいなぁ、その台詞！

　オレは心の中で叫びながら、全速力でその場から逃とう亡ぼうしたのだった。




　初日こそアクシデントはあったものの、それ以降は割に問題はなかった。

　いやまあ問題があると言えばありにあり過ぎるわけだけど、オレが見張ったり、自然に誘ゆう導どうしたりでコユキの露ろ出しゆつ行こう為いが見つかることは無かったということだ。

　だから調子に乗ったのか、コユキの行動はどんどんとエスカレートしていった。

　ある日のことだ。オレは、コユキに街の中心部から離れたところにあるスーパーまで連れてこられた。スーパーといっても食料品を売っているだけじゃなくて、二階には百円ショップや衣料品を販はん売ばいしている店もある。

　一階は夕食前とあってかそれなりの混こみ方ではあったけど、二階へ移動するとびっくりするくらいに人が少なかった。

「近くに大きなショッピングモールが出来たこともあって、しばらく前からここはこんな感じなの。一階はタイムセールとかあるからマシだけど二階は全然。市内の似たような店を全部回ったけど、ここが一番都合良かった」

　なんというたゆまぬ努力。ここまでくると立派だ。物が物だけにアレだけど、世間でこれほど夢中になって何かを極きわめようとしている人間はそういないように思う。

「こっちについてきて」

　エスカレーターで二階に上がると、コユキは真まっ直すぐ衣料品の販はん売ばい店てんへと向かった。

　一緒に入ると、他の店に比べてより一層、客が少ない。コユキは女性服売り場へ行くと、ハンガーにかかっているシャツを手にとって、近くに居る女性店員に声をかけた。

「すみません。試着していいですか」

「承知しました。試着室までご案内しますね」

　店員さんは、すぐに営業スマイルでオレ達を店の奥まで連れていってくれる。その後、深々と頭を下げた店員さんが去るのを十分に確かく認にんした後、コユキはオレに告げた。

「ここで待ってて」

「それはいいけど。なにするつもりなんだ？」

　首を傾げたオレにコユキは唇へ細い指をくっつける。内ない緒しよだということなんだろう。

　そのまま、カーテンを開けて試着室に入るコユキをオレは不思議に思いつつも見送った。

　ずっと見つめたままだというのも無ぶ粋すいな気がして、少しだけ離れた場所で、前を向くことにする。その内、後ろで微かな衣きぬ擦ずれの音がし始めた。コユキが着ていた服を脱ぬいでいるんだろう。……今、後ろで女の子が裸はだか同どう然ぜんになっているんだと思うと、なんだかむずむずしてくるな。特に先日、コユキの露な姿を間近に目にしてしまった身としてはそのことを思い出して、余計に落ち着かなくなってくる。

　そのまま時が経たち、コユキが出てこないまま、数分ほどが経過した。

「……随ずい分ぶんとかかるな」

　つい独り言が出てしまう。いくらなんでも遅過ぎないだろうか。女の子の事情が色々とあるのかもしれないが、服を試着する程度でこんなに手間をとるものだろうか。

「コユキ。なにかあったか？」

　試着室のような狭せまい空間で問題が起こるとも考えにくいが、ちょっと心配になって尋たずねた。が、返事はない。

　不ふ審しんに思って、オレは試着室の傍そばまで近付いた。

「コユキ！　なにかあったのか――」

　再度、様子を窺うかがおうとしたところで、ふと鼓こ膜まくが何かの音を捉とらえる。

「……う……く……」

　苦しんでいるようにも思えるけど、同時に嬉しがっているようにも聞こえる奇き妙みような声だ。

「ふ……ぁ……あぁ……」

　耳を澄すましてみると、周囲に聞こえないようにという配はい慮りよか抑えられてはいたが、断続的に囁ささやいていた

「……ん……こんなところで……だめ……ぁ……なのに……ッ！」

　……えーと。これはあれだよな。もしかして、考えてもそれだよな。何回か聞いたし。

　コ、コユキの――喘あえぎ声？

　その時、オレはカーテンがわずかに開いているのに気付いた。確かにしっかり閉まっていたはずだと思ったけど、と考えていると、指先だけが内側から覗のぞいた。コユキがそのまま、カーテンをわずかに横へ引く。そのせいで、中の様子がオレの目に映り込んだ。

「あ……やぁ……！　だめ……っ！」

　でぇっ!?　オレは一歩引いて、全身が熱くなるのを感じた。

　試着室の中で、コユキが生まれたままの姿になって、一心不乱に自分を慰なぐさめていた。

　初めて見る、コユキの裸はだか。

　胸もわずかに膨ふくらんでいるだけで、全体的に小さく、細い。まるで子どもみたいな体形だけど、それだけにいけないものを目にしているような気がした。

　雪のように白い肌は紅潮し、目は恍こう惚こつしたような色を宿している。右の指先は絶えずして、自分の大切な部分を上下に激しく、時にゆっくりとなぞり、その度たびに微かな音が鳴り、滴が細い太ももを伝っていった。空いた左手の方は上へと移り、胸に当てられている。

　指先は鮮あざやかなまでに桜色に染まった突とつ起き――それを、執しつ拗ようにこねくり回していた。強く摘つまむ度にコユキの体がびくりと震え、その口からはだらしなく舌を出す。

「――はっ。お、おい、なにしてるんだよ、コユキ……！」

　ついじっと見つめてしまったところで我に返り、オレははっきり目にしないよう視線を逸らし、小声で問いかけた。コユキは熱い吐と息いきを出しながら、何ど処こか満足そうに言う。

「自じ慰い」

　それは見て分かるけど！　分かり過ぎるほどに分かるけどそういうことじゃなくて！

「こ、ここ、試着室だぞ。公共の場……！　こんなところで、そ、そんなことしたら！」

「……ものすごく興奮する」

　お前はいいけど付き合わされているオレの身がね!?

「ツ、ツキト、見て……。わたしがイくまで、ずっと……見てて」

「そ、そんなこと出来るわけないだろ……！」

「だめ。こ、この前、ツキトに見せたら、すごく良かったから。言ったでしょ。見せるなら、ツキトがいいの。……ツキトじゃないと、ダメなの」

　ぐっ。そ、そういうこと言われると断るのも悪い気がしてくるというか。こっちも変な感じになってくるというか。ず、ずるいぞ、コユキ！

「ね……見て。わたしのこと、見て……ツキト……んっ」

　囁いて、流し目をしながら、艶つやっぽい息を出すコユキ。子どもみたいな顔をしているのに、その仕草はひどく大人っぽくて、オレも落ち着かなくなってくる。

　……で、でも、そうだよな。コユキの露ろ出しゆつに付き合うって言ったし。これは致いたし方かたないというか。決して、決して、オレも見たいというか、そういうことではなく！　よし！

「わ、わかった。見ている。見ているから」

「うん、ありがとう。もう少し……もう少しだから……ぁ……！」

　オレに見つめられたせいか、コユキの指の動きが激しく、大だい胆たんになっていった。一心不乱に自分の大事なところをいじり、その度に抑えながらも、ぞくりとするほどに艶あでやかな声を出す。

　置かれている状じよう況きようもあって、オレも背徳感の入り混じった、妙みような高こう揚よう感かんを覚えていた。

　自然と下半身に熱が集まり始め、オレも無意識にそちらへ手を伸ばして――。

「お客様？　どうかされましたか？」

「うひゃいっ!?」

　いきなり後ろから呼びかけられて、オレは素すっ頓とん狂きような声と共に振り返った。それでもカーテンはしっかりと閉めたことを褒めてもらいたい。

　女性店員が不審そうな顔でこっちを見ていた。

「お連れ様が随分と長く試着室に入られておられるので」

「あ。あー。そうですねー。えーとですねー」

　中で試着以外のことをしているからなんだけど、さすがに言えない。言ったら完全な出禁だし最悪、警察まで呼ばれる。

「……おい、コユキ。まだ終わらないのか……？」

　後ろに小声で呼びかけると、荒く息をつきながら、コユキは答えた。

「あと五回はイきたい」

　や、やり過ぎだろ!?　どれだけ堪たん能のうしてるんだよ！

「お客様？　もしかして、お連れ様は体調を崩くずされているのではありませんか？　でしたら休きゆう憩けい室しつまでお運び致しますが」

「そ、そそそ、そういうことじゃなくてですねー!?　あの、実は何着か持ち込んでいましてそれを順じゆん繰ぐりに試ためしているんですよねー！」

　咄とつ嗟さにでっちあげたにしては良いい理由だ。現に店員さんは納なつ得とく顔がおを見せていた。

「さようでございますか。気に入って頂けて何よりです。当店では他にも季節物を取とり揃そろえておりまして……」

「んぁ……ッ！」

　いきなりひと際きわ大きな嬌きよう声せいが響ひびき渡わたった。コユキいいいい！　勘かん弁べんしてえええええ！

「今、なにか？」

「いえ、なんでも!?　なんでもありませんが全く問題はないですが!?」

「ですが何やら叫さけび声ごえのようなものが」

「あ、あの子は、気に入った服があるとああいう叫びを上げることが多々ありまして!?」

「……や……あ……あぁ……！」

「ほほほ、ほら！　今日は随分と良い商品があったみたいだなぁ！　いつもより興に乗ってるみたいだ！　おお、おーい、大たい概がいにしておいた方がいいよ。変に思われるぞー？」

　もう思いっきり思われているだろうけど、一応、オレはコユキに注意しておいた。

「……さようでございますか。承知致しました。試着が終わりましたらお声がけ下さい」

　こいつら関かかわったらダメな客だ。そう確信したのか店員さんは大いに不自然な笑みを浮うかべて、そそくさと離れていった。な、なんとかなった。とことん心臓に悪い……！

「……お待たせ」

　そこでようやく、コユキが試着室から出て来た。どことなくスッキリした顔をしているようにも見える。こっちの気も知らないで。

「ごめん。ちょっと止まらなくなった」

「人としての理性をもってくれ頼たのむから……」

　オレがしゃがみこんで嘆なげくと、コユキはこっちの頭を撫なでて来た。

「今度から気を付ける。でも、ツキトの声を傍で聞いたままだと、いつもとは比べようにならないくらい、すごく気持ち良くて。ありがとう」

「……どういたしまして」

　役に立てたなら、幸いだよ。




　それからもコユキはオレにガードされながら、次々と露出行為を堪能していった。

　ある時のことだ。風の強い日の夕方、歩道橋で、スカートと薄うす手でのタンクトップ一枚で下の道路に向かって立つというプレイを実行していた。もちろん下着はつけていない。車のフロントガラスから誰だれかに見られてしまうかもと思うとゾクゾクするのだという。

　ただ春先とは言えまだまだ気温は低いので「風邪かぜ引くぞ」とオレが忠告すると、鼻の頭を赤くしながらコユキはきりっとした感じで返してくる。

「聖書曰いわく。露出とは己おのれの全すべてを犠ぎ牲せいにしてこそ真価を発揮する」

　とんでもない嘘うそをつくんじゃない。

「……くしゅっ」

　と、そこでコユキが小さく、くしゃみをした。ほらやっぱり。

「そろそろやめといた方がいいよ」

　オレは着ていたコートを脱ぐと、コユキに被かぶせた。

　コユキは「ありがと」と言ってオレのコートを手で引き寄せ、襟えりの辺りに顔を寄せる。

「あったかいね。……くしゅっ」

　まだダメか。体の芯しんから冷えてしまったみたいだ。

「なにか温かいものでも飲んだ方がいいな……あ、そうだ」

　ひょっとしたら、これはチャンスでもあるかもしれない。今のところ、コユキが目もく撃げき者しやであるというはっきりした証しよう拠こはない。

　だったら、ある程度の時間を作ることが出来れば、それを確かめられるかも。

「えーと。良かったら、うちに来るか？」

「え？　ツキトの家？」

「ああ。この近くだし、義姉さんは生徒会の関係でちょっと遅くなるって言ってたから、二人しかいないわけだし……」

　が、そう言いかけたところで、オレは自分の発言の迂う闊かつさに気付いた。これだと男が好きな女の子を自宅に連れ込もうとしているみたいに聞こえるかもしれない。コユキも同じことを思ったのか、無言でこちらを見つめてきていた。い、いかん。言い訳をしないと！

「ち、違うぞ!?　そういうことじゃないからな!?」

「そういうことって？」

「そういうことっていうのは、そういうことで、つまり、なんていうか……ち、違うから！　全然違うから！　な!?」

　必死になっていると、やがてコユキは肩を竦すくめた。

「分かってるよ。初めから」

「……お前なぁ」

　その人をすぐ弄もてあそぼうとするの、やめた方がいいぞ？

「くしゅっ」

「って、ああ、もう。本当に風邪引くな。いいから行こう」

　オレが苦く笑しようすると、コユキも「そだね」と頷うなずいて、歩き始めた。




　自宅に帰ってコユキをオレの部屋に通すと、ホットミルクを作って持っていった。サクラの仕し掛かけたカメラは全部撤てつ去きよした（させた）から、あいつにコユキと二人きりで居るところを見られる心配はないはずだ。もし見られたらどうなるか分からないからな……。

　ほら、とホットミルクを手て渡わたすと、コユキは「ありがと」と言って受け取る。

　息を吹ふきかけながら、少しずつホットミルクを飲むコユキ。猫ねこ舌じたらしい。

　ともあれ……こうして無事に、コユキが目撃者かどうかを調べる時が訪おとずれたわけだ。機会を最大限に生かす為ためにも、早さつ速そく、行動を起こすべきだろう。

　一番手っ取り早いのは、コユキの携けい帯たい電話を調べることだ。写真が残っていれば彼女が目撃者ってことになる。

　でも、どうすれば自然にアルバムフォルダを見ることが出来るか。……ふむ。

「なあ、コユキ。その、なんだ。露出って誰かに自分の裸を見せたくなることだよな」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば。裸に限らず単純に恥ずかしい姿ってこともある」

「じゃあ、直接じゃなくて、写真とか動画をネットに上げたりとかもあるのか？　ほら、ＳＮＳとかでさ」

「そうだね、そういうのも多いよ。あんまりやり過ぎるとアカウントを停止されるから、見み極きわめが難しいんだけど。でもそのギリギリへいかに挑ちよう戦せんするかも興奮材料であって」

「そ、そうか。うん。……じゃあ、コユキも写真とか撮とったりしたことあるのか？」

　いささか緊張しつつ尋ねる。オレの心中を悟られないといいんだが。

「あるよ。自撮りで。ただ、ＳＮＳにアップするのはやめておいた。リスクが高いし」

　まあ、そうか。アカウント云うん々ぬんもあるけど、個人を特定される恐おそれもあるしな。

「……それってまだ携帯電話に保存されてるのか」

「うん。なに。見たいの？」

　コユキが小首を傾かしげた。オレは一いつ瞬しゆん、息が詰つまりかけたけど、ここは正念場だと気合を入れる。

「い、いや、なんていうか。ちょっとした好こう奇き心しんというか、そんな感じで」

　顔が熱くなるような気がしながらも、頷くと、コユキもわずかに頬を染めた。

「……まあ、いいけど。他のは見ないでね」

　視線を逸そらしながら、スカートのポケットに手を入れ、スマートフォンを取り出す。画面を操作した後で、わずかに躊躇うような間を空けて……それでも、オレに渡してきた。

「あ、ありがとう――っ」

　礼を言いながらディスプレイを見た瞬間、かっと全身の体温が急きゆう上じよう昇じようした。どこかの廃はい墟きよだろうか。太陽の光を一身に浴びた裸のコユキが、上からの角度で撮さつ影えいされている。

　その表情は恍惚としていて、心から気持ち良さに浸ひたっているようだった。

　…………。……はっ。いかん。つい見つめてしまった。本題を忘れてはいけない。

「へ、へえ。これ、場所はどこなんだ？」

「ん？　えーと、あれは確か」

　オレの質問にコユキは思い出すよう、明後日あさつての方向を見た。その隙すきにオレはさりげなく指先を動かして全体フォルダを表示する。やった。枚数はそれほど多くない！

「ああ、うん。駅から少し離れたところに大きな本屋さんがあるでしょ。あの近く」

「ああー。あそこか。あんなところにこんな廃墟があったんだな」

　オレはコユキに画面を見られないよう気をつけながらフォルダを急いで眺ながめた。

　……あれ、ないぞ。該がい当とうするようなものは一枚もない。

「ねえ。もういい？　そろそろ、返して欲しい」

　目を皿のようにしてチェックしていると、コユキが少し身をよじるようにして言った。

「こういうプレイも悪くないけど。やっぱり、ちょっと恥ずかしい」

「いやお前、オレにあれだけのものを見せておいて」

「露出している時と普ふ段だんは気分が違うの。言ったでしょ」

　コユキは目を伏ふせ、顔をちょっとだけ赤くしながら、小さく呟く。

「そ、そうか。ごめん、じゃあこれ」

　オレは元の写真表示に戻もどした上で、コユキにスマホを返した。

　うーん。写真が無いってことは、やっぱりコユキは目撃者じゃないのか？　あの時はオレが何か隠していることを知って、利用しようと思っただけなのか。

　悩なやんでいると、部屋に沈ちん黙もくが下りた。コユキは無言でカップに口をつけて、ホットミルクを飲んでいる。そうして、しばらく経った頃ころ――。

「……ねえ。ツキト」

　不意に、コユキから声をかけられた。オレが「ん？　どうした？」と返すと、彼女はカップの中身に視線を落としながら、急な質問を投げかけてくる。

「わたしみたいな女の子って、どう思う」

　あまりに予想外で、答えに窮きゆうした。

「どうって……いきなり、どうしたんだ」

「うん。わたし、昔から上手に喋しやべれないの。皆みんなみたいに冗じよう談だんも言わないし。無ぶ愛あい想そで、とっつきにくいところもあるから、誰かに好きになってもらえるところなんてなに一つない」

「そんなことないだろ。学校でも人気あるじゃないか」

「あれは可愛かわいがられてるだけだよ。人形とか動物とかに接するみたいなもの。わたしの中身に興味を持ってるわけじゃない」

　それは考え過ぎじゃないか、と言おうと思ったけど、肝かん心じんなのはコユキがそう思っているということなのだろう。そこを否定したところで何の解決もならない。

「見た目とか、そういうのを排はい除じよして、一人の人間として見たらわたしに魅み力りよくなんてない。おまけにこんな、人に言えない趣しゆ味みまである。だから好きになってくれる男の人なんているのかな、とか、たまに思って」

「……え、と」

「あ、別にそこまで深刻な問題でもないから。こんなに一いつ緒しよに居たことある人、家族以外だとツキトくらいだから。ちょっと訊きいてみただけ」

　淡たん々たんとした口調で言って、感情の宿らない顔を上げるコユキ。

「そ、そうか。でも、なんていうか、意外だったな。学校のコユキって超ちよう然ぜんとしているというか、マイペースで生きてる感じがしたから」

「そんなことないよ。……わたしだって、女の子だし」

　目を伏せ、唇くちびるをほんの少しだけ突つき出だすコユキ。あ、むくれてしまった。

「ごめん。でもこうして話してると、別にコユキがとっつきにくいとは思わないけどな。まあ、確かに独特の空気はあるけど、そっちも慣れたら別に大丈夫っていうか。ひょっとしたら、そういうところをもっと押おし出していけば、大丈夫なんじゃないか」

「……たとえば、どういうこと？」

「上う手まく喋れないとか、冗談が言えないとか。自分がこうだからって決めて、いまいち踏ふみ込めてないところがあるんじゃないか？　オレも別にそこまで経験豊かじゃないけど、向こうが距離をとってると、どうしてもこっちも同じようにしちゃうもんなんだよ。だから、思い切ってコユキから迫せまってみてもいいかもしれないな」

　オレは口元を緩ゆるめて、

「そうしたら、案外とあっさり、コユキの内面も好きになってもらえるかもしれない」

「……なるほど。一理あるかも」

「だろ。だから、試しに誰かと距離を縮めてみたらどうだ？」

「うん。分かった。やってみる」

　頷くコユキにオレは胸を撫で下おろす。良かった。一応、力にはなれたみたいだ。

「じゃあ、早速、よろしく」

　とか思ってたらコユキはカップをテーブルに置くと、床ゆかに手をついて、オレの方に近付いてきた。

「え!?　い、いや、オレかよ!?」

「だって、ツキトは話しやすいし、わたしの趣味に理解を示してくれたし。他の人よりずっといいから」

「そ、それはそうだけど、というか距きよ離りを縮めるって物理的な意味じゃなくてな!?」

　急いで下がったが、所しよ詮せんは狭い部屋だ。すぐにオレの背は壁にぶつかってしまった。

　四よつん這ばいになった状態のコユキは、ぶかぶかのタンクトップを着ていることもあって、胸むな元もとが丸見えだった。控ひかえめだけど形の良い膨らみが視界に映り、再び顔がかっと熱くなるのを感じる。

　そのことに気付いて、コユキはほんのわずかに目を細め、頬を染めると、襟もとに指を入れた。下に引っ張り、更さらに肌を露あらわにする。オレは慌あわてて目を逸らした。

「……ねぇ、見て。ちゃんとわたしのこと、見て？　ツキト」

「そ、そ、そう言われても、だな。こ、こっちにも色々と都合というものが……」

　コユキの手がオレの膝ひざに置かれた。情けないがそれだけで体が反応して、びくんと震ふるえてしまう。

「ツキトだったら、もっと仲良くなれると思うから。……ツキトだけだから」

　コユキの気配が近付く。――と思ったら、耳元に息を吹きかけられた。ぞくりと背筋が粟あわ立だつ。い、いかん。この状況は多分、恐らく、きっと、とてもいかん！

「い、いや、だから、コユキ！　オレが言ったのはそういうことじゃなくて！」

「…………」

「露出に付き合うとかはいいけど、これはちょっと違うし、良くないと思うし、オレにも心の準備っていうものが！」

「…………」

「心の準備っていっても出来たらオッケーとかそんな意味でもなくて……コユキ？」

　必死で説得していたが、コユキが一いつ切さい動かなくなったので、怪訝に思って視線を前に戻した。なぜか、無表情でこっちを見ている。

「どうした、コユキ」

「……いや。ここからどうすればいいんだっけ」

　は？　なにを言ってるんだ？

「男の子と親しくなるには、こうやって迫って、服を脱がすんだよね。でも、そこからが分からない」

「ちょ、ちょっと待て。いやその考えもどうかとは思うけど。お前、この間、オレの股こ間かんを見て、手でやるとか口でやるとか言ってただろ」

「うん。そういうのは聞いたことある。具体的にどうするのかは知らないけど」

　なんだその知識の偏かたよりは!?　いやオレだってリアルな話をすると、よくは分かってないけどな!?

「とりあえず脱がすね」

「ま、待て！　コユキ、お前、色々と間違ってるから！　別に親しくなるのに服を脱ぐ必要はないしっていうか、ああ！　ちょっと！　ボタンを外すなああああ！」

　止めようとしたが容易たやすくかわされて、オレはあっという間にコユキにシャツを脱がされてしまった。左右から開かれたせいで、ひやりとした空気が肌はだを刺さす。

「……うぁ」

　が、そこでコユキは小さく声を出して、固まった。いつもはどことなくぼんやりとしている目を、珍めずらしく丸くしている。

　更には、見る見るうちに、名前の通り真っ白い、雪のような肌が赤くなっていった。

　かと思うと、こちらから凄い勢いで離はなれて、何故なぜか正座し、顔を背そむける。次いで何かを誤魔化すように、何度も咳せき払ばらいした。

「コユキ？……お前、まさか」

　なんとなく察してオレは指し摘てきする。

「オレの裸をはっきりと見て、恥はずかしくなった？」

「ちがっ――！」

　ばっとこちらを向いて否定しようとしたコユキだったが、再度オレの状態を見て、再び視線を逸らした。収まり掛かけていた肌の赤みが復活する。……やっぱりそうか。

「だ、だって。お父さん以外の男の人の裸なんて……見たことないし。それだって物心つく前だから覚えてないし。だ、大だい丈じよう夫ぶだと思ったけど、いざ前にしたら……」

「自分はあれだけ堂々と見せた癖に」

「わ、わたしが見せるのと、誰かのを見るのとは、全然違う！　から！」

　怒いかりを表すように、コユキは握にぎった拳こぶしで床を叩たたいた。……なんだそりゃ。

「…………。くっ」

　あ、ダメだ。ちょっと我が慢まんできない。オレは俯うつむいて、

「……ぷっ、はは……はははははははははは！」

　ついに笑い出してしまった。

「ど、どうして笑うの！」

　声をわずかに荒あららげながらも、コユキは未いまだにこちらを見られていない。

「い、いや、まさかあんなことまでしたお前がそんな初心うぶな反応をするとは」

　オレは未だ笑えみを漏もらしながらも、シャツのボタンを嵌はめた。そろそろとこちらを見て、オレの状態を確かめたコユキは、ようやく正面を向いてくれる。ただ、鋭するどく睨にらみつけて来てはいたが。

「ごめん。でもほら、コユキっていつも余よ裕ゆうある感じだっただろ。なのにさっきのは全然違ちがってたから。なんていうか……こう、可愛いなって」

「――なっ」

　目を見開くと、コユキはすっくと立ち上がった。そのまま近寄ってくると、軽くオレを蹴けってくる。

「か、可愛くない。そういうの、やめて」

「わ、分かった、分かったって。だから勘弁してくれ」

　そう言っている間もまだ顔が赤いので、あんまり迫はく力りよくはなかった。

「……ふん。ツキトと仲良くなるの、もう少し保留する」

　離れると、座すわり込んで、コユキは明後日の方を向く。わずかに頬が膨れていた。拗すねてしまったらしい。

「それは残念。でも、そういう感じで気にせず行けば、誰とでも友達になれるよ」

「……そうだね。それは、ありがとう」

　どういたしまして、と返してオレは、肩かたを竦めた。

　しかし、なんだ。初対面の時はとっつきにくいなって思ってたけど。全然そうじゃない。普ふ通つうの女の子じゃないか。オレは嬉うれしくなって、つい、顔を綻ほころばせる。

「まだ笑ってる。いい加減にして」

　が、コユキから注意され、いやそういうことじゃなくてさ、と言い訳をするのだった。




　……と、まあ、色々とあったが、コユキの努力と多少の幸運にも助けられて、さほど大きな問題は起こらずに済んだ。

　だけど物事っていうのは順調にいっている時こそ気をつけなくちゃいけないというのは、よく言ったもので。何か隠かくし事ごとをする時の油断は最大の敵なんだと、オレは嫌いやというほど知ることになった。

　コユキの秘密を知ってからしばらく、ゴールデンウィークも終わってしまった後。オレとコユキは、放課後、空き教室に居た。

「ねえ。目を開けてもいいよ？」

　コユキが先さき程ほどから何度も声をかけてくるけど、オレは頑がんとして瞼まぶたのシャッターを下ろし続けてる。何な故ぜなら今、コユキは――素すっ裸ぱだかだからだ。

　学校が終わった後の教室で、全ぜん裸らになる。これはコユキの中ではスタンダードとも言える露出行為だった。……というか露出のスタンダードってなんだ。オレもコユキに協力し始めてから何かがズレてきている気がする。

「でもツキト、もうわたしの裸一度見たでしょ」

「い、一度見たからって言って慣れるものでもないんだよ！」

「……あんっ」

　声を上げると何故かコユキが艶なまめかしい声を上げた。え、なんだ？　と思って、恐る恐る薄うす目めを開けてみる。――目の前にコユキの下半身があった。

「うわっ！……いたいっ!?」

　勢いあまって後ろに跳とびのいたせいで、腰こしを机の角にぶつけてしまう。

「なにしてるんだよ、なにを!?」

　オレは心臓が激しく脈打つのを感じながら問とい質ただすと、コユキは立っていた椅い子すから降りて、しれっとした感じで答えて来た。

「わたしの裸が間近にあるのに普通に喋るツキトにムラムラしてたら、急に息を吹きかけられたから」

「オレが悪いみたいに言うなよ!?　プ、プレイに利用された被ひ害がい者しやだぞ!?」

　そうして、オレは再び視界を手で覆おおう。西日に照らされて紅に染まり、非現実的なまでの美しさを持ったコユキの肢し体たいが、あまりに目に眩まぶしかったからだ。後照れくさい。

「見てくれた方が良いのに。……ツキトも見たくない？」

「それは見たい――い、いいや！　そ、そ、そんなことは！　ない、と思う、ような！」

「やっぱり見たいんだ」

「そ、そういうわけでは……！」

「わたしもツキトに見せたいよ。……どう、かな？」

「え、ええ!?……あ……それは……」

　誘さそうように呼びかけられて、オレはつい、反射的に生なま唾つばを呑のみこんでしまった。

　が――その時、廊ろう下かで足音がする。誰か近付いてきたようだ。

「と。そ、外の様子を見てくるよ！」

　オレはコユキに断りを入れてから、入り口に向かった。……後うしろ髪がみを引かれてなんか、ないからな。

　が、廊下の様子を窺おうと、教室の戸に手をかけたところ――向こうから開いた。

　あれ。いつから自動ドアになったんだっけ？　などと考えていると、

「お、やはりここにいたか」

「まったく、手間をかけさせないで下さい」

「まあまあ、セイナちゃん。見つかったんだからいいってことにしようよぉ」

　義姉ねえさん、セイナ、サクラが立っていた。

「……む？　どうした、ツキト？」

　固まったオレを義姉さんは不審そうに見つめていたが、

「ぎゃああああああああああああああ!?」

　オレが突とつ然ぜんに悲鳴を上げると、その切れ長の目を一いつ杯ぱいに見開いた。

「なんだ!?　義姉あねを見て絶ぜつ叫きようするとは。お前をそんな風に育てた覚えはないぞ!?」

　育てられた覚えもないけども！

「ね、ね、義姉さん達たち、なんでここに!?」

「何を言っているんです。今日は連休明けの生徒会の定例会議ですよ」

　セイナが呆あきれたように言った。

「で、でも、時間はもうちょっと後なんじゃ!?」

「予定が変へん更こうになったんです。一時間ほど前に携帯電話の方に連れん絡らくしたはずですが」

　急いで携帯電話を取り出すと、メールが来ている。やば。コユキに付き合ってて、気づかなかった。彼かの女じよも電話は着き替がえと一緒に離れた場所に置いているから知らないだろう。

「貴方あなたと姫白さんが生徒会室に来ないから、連絡に不備があったのではと思って、こちらから捜さがしに来たんです」

「あのね、この教室に入って行ったのを見た子がいてね。教えてもらったんだよー」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをするセイナと、いつもながら太陽みたいなニコニコ顔のサクラに、オレは「あ、そ、そうだったんだ。ご、ごめん」とどうにか平静を保って答えた。内心は慌てふためきまくっているし、服の中は脂あぶら汗あせでびっしょりだ。

「コユキはどこにいる？」

「え、ええ!?　コユキ？　い、いや、知らないなぁ。どこかなぁ」

「貴方と一緒に居るところを目もく撃げきしたという生徒がいるんですよ。そんなわけないでしょう。そもそも、天宮さんはどうしてこんな教室に来ているんですか？」

　思いっきり不ふ審しん者しやを見るような眼まな差ざしを向けてくるセイナ。無理もない。

「……あの。それは。なんとなく浸りたくて」

「はあ？　どういうことですか？」

「追つい及きゆうしてやるな、セイナ。人には事情というものがある。特に思春期を迎むかえた男にはよくあることだ」

　義姉さんが言って、優やさしげな表情を作った。

「オレはどうして普通の人間になれないんだろう。皆のようになにも考えず、気楽に生きられればと、夕暮れ差し込む教室で黄たそ昏がれていたのだろう？」

「違うけど!?」

　そんな痛い思想に浸っていた覚えは一切ないけどな!?

「隠さないでいい。高校生男子とはそういうものだと、前に読んだ本に書いてあった」

　どんな本読んでるんだよ！

「ツキトくんもお年とし頃ごろなんだねぇ」

　やめてサクラ広い心で理解を示さないで。

「さっぱり意味は分かりませんが、そんなことより姫白さんを呼んで下さい」

「だからここにはいないんだって」

「嘘おっしゃい。もういいです。そこをどきなさい」

「ダ、ダメだって！　入ったら不ま味ずい！　大変なことになる！」

　無理やりオレをどかそうとするセイナを強ごう引いんに止めた。

「大変なことってなんですか」

「……異空間に転送されるとか」

「なに。後学のためだ。是ぜ非ひとも入ろう！」

　ええ!?　なぜそこで乗り気になる、義姉さん!?

「ちょ……待って、今はダメ。後ちょっとだけ。ダメだってええ！　ああああ！」

　義姉さんとセイナのダブル攻こう撃げきに耐たえ切れず、ついに牙が城じようを崩されてしまった。

　三人が教室に入る。嗚呼ああ、終わった。オレは頭を抱かかえたが、

「……なんだ。誰もいないじゃないか」

「紛まぎらわしい真ま似ねをして。なにかあると思いましたよ」

　え？　と思って顔を上げると、確かに教室には誰も居なかった。

　コユキが脱ぬいだ服もどこかへ消えてしまっている。

「コユキちゃん、ツキトくんと一緒じゃなかったの？　用事があってどこかに行った？」

　サクラに訊かれるが、オレもさっぱり見当がつかないので、何とも答えられなかった。

　ただ、もしかしてと思うことが一つだけある。

　教室の隅すみには、掃そう除じ用具などを入れるロッカーがあるのだ。その傍そばに、中に仕し舞まわれていただろう箒ほうきやバケツ、モップなどが無造作に立てかけられていた。

　……なるほど。あそこか。咄嗟に隠れたんだろう。確かに隠れる場所はアレしかない。

「コユキちゃーん。どこー？」

　サクラが声をかけるも、返事はなかった。

「おかしいですね。確かに天宮さんと連れ立っているのを見かけたという人がいらっしゃったのですが」

　名めい探たん偵ていよろしく教室内を観察し、不自然な点を見つけようとしているセイナ。このままでは居所が明らかになってしまいそうな気がしたので、オレは誤ご魔ま化かした。

「あ、ああ。それって、あれだ。オレが教室の前まで来たら中からコユキが出て来たんだよ。何してたか知らないけど。それで一緒に入ったと勘かん違ちがいされたんじゃないかな？」

　よし。中々のものだ。

「ほう。コユキはどこへ行くと言っていた？」

「……いや、そこまでは。急用でもあったんじゃないかな」

　義姉さんはオレの答えに、考え込むように顎あご先さきへ手を当てた。

「ふむ。そうだな。あのコユキが会議をサボるとは考えにくい」

「ええ。天宮さんじゃあるまいし。ということはどうしても外せない用事がありましたか」

「そうだねぇ。でも、変だね？　もしそうなら、誰かにメールを送ったりしそうだけど」

　サクラの疑問に、「それもそうですね」とセイナは同意した。

「天宮さんじゃあるまいし、彼女はその辺りの配はい慮りよを怠おこたるような人ではないはずですが」

　いちいちオレを刺してくるのやめてもらえないかな。

「仕方ない。その辺りはまた明日訊くとして、今日はコユキ抜ぬきでするとしようか」

「そうですねー。まあ、全員で共有しなければならない情報があるわけじゃないですし」

「……ええ。致し方ないでしょう」

　全員の意見が合がつ致ちしたところで、オレは全身脱だつ力りよくしそうになった。なんとかこの場を切きり抜けられた。後は皆が居なくなった後、こっそりコユキを脱だつ出しゆつさせれば。

「む。三人とも少し待っていろ」

　かと思うと義姉さんがあろうことか、迷いなくロッカーの方へ歩き始めた、

「わああああ!?　ね、義姉さん、なに、どうしたの!?　ロッカーに用事!?」

　ダッシュで追いついて、義姉さんにしがみつくオレ。

「なんだ。どうした、お前こそ。いやなに。掃除用具がロッカーに仕舞われていないようだったから、きちんとしておこうと思ってな」

「いいから！　そういうのオレがやっておくから！　気にしないで！」

　オレは義姉さんの横をすり抜けると、ロッカーの前に立って両手を広げた。

「別にお前にわざわざやってもらう程ほどでもない。物の数十秒で済むだろう」

「そ、そんなことないと思うな！　滅め茶ちや苦く茶ちや時間も手間もかかると思うな！　そんなこと、義姉さんにはやらせられないなー！」

　どうにか取り繕つくろうとするが今度は上手くいかなかった。

「ツキトくん、どうしたの？　なんか、ちょっとおかしいよ？」

「ええ。なにかを庇かばおうとしているかのようです」

「ロッカーに何かあるのか、ツキト」

　三人が、疑いの眼差しを向けてくる。不味い。これは相当に不味い。

　と――そこで後ろで微かすかな物音がした。ロッカーの間近に居るオレにしか聞こえないくらいの声がする。

「ツキト。……ごめん。なんとかして」

　コユキだ。やっぱり隠れていた。でも、なんとかしてって言われても。

「今、わたし、全裸だから。見つかると言い訳きかない」

　……だろうな。うう。なんでこんなことに。

「なにもない。なにもないけど、ロッカーのことはオレに任せて先に行ってくれ！」

「なんでそんな、強い敵に立ち向かう主人公の仲間みたいなこと言うの？　ツキトくん」

　確かに。人生で一度は口にしてみたい、されてみたい台詞せりふだった。

「妙みようですね。そこをどきなさい、天宮さん。どけない訳でもあるんですか」

　威い圧あつ的てきな調子で言ってくるセイナ。説明できたらこんなに楽なことはないのに。

「そ、そんなものはない。ないけど、とにかく、どけないんだ！」

「……怪あやしいですね。ひょっとして何か校則違い反はん的な物を隠しているのでは？」

「え!?　本当なのツキトくん！　それはいけないよっ！　早く教えて！」

　サクラが俄が然ぜん乗り気になってオレに迫って来た。目は獲え物ものを捕とらえた狼おおかみの如ごときだし、鼻から隠しきれない興奮の息が漏れている。お、お前はオレの知らない情報を手に入れたいだけだよな!?

「ふむ。もしセイナの言うことが事実であるなら、如い何かに義弟おとうとでも、生徒会長として見み逃のがすわけにはいかんな」

「そうですよ。学園の風紀を乱す輩やからには懲ちよう罰ばつを下します。まあ……もしここでワタシ達へ素す直なおに教えて下さるなら、その軽減を検討しても構いませんが」

「ああ。正直に話せば容よう赦しやもしよう」

　う、うう。義姉さんまで参加してくるとは。これは非常に不味い事態だ。

「ツキト……」

　後ろから小さな声。コユキが形勢不利を悟さとって心配になったのだろうか。だったら大丈夫、なんとかなると励はげまそうとして、

「皆と扉とびら一枚隔へだてて、裸はだかで接してると思ったら……濡ぬれてきちゃった。このロッカーを出たら、どうなるんだろうね？」

　全く全然さっぱりもって現状に何の危機感も抱いだいてなかったので、オレは叫さけびそうになった。お前！　今！　どういう状じよう況きようか！　分かってるかな!?

「そこをどきなさい、天宮さん。さもなくば強制執しつ行こうしますよ！」

「お、お願いだからそれだけは！　勘かん弁べんして！」

「ダメだ。お前も生徒会役員だろう、ツキト。学校で定めた法には従え」

「ツキトくん！　大丈夫、わ、わたしはどんなものでもツキトくんを受け入れるから！　だから早くねえ早く！　一刻も早く風よりも！　ね！　早く！」

　あああダメだ。二人は一度こうと決めたら貫つらぬく頑がん固こ者ものだし、一人は自分の欲求を満たすのに夢中だし、事態を打開する道が見えない！

「さあ。離れろ、ツキト！」

　義姉さんがオレの腕うでを掴つかんできた。凄すごい力に多少の抵てい抗こうなんて意味をなさず、オレはあっという間にロッカー前から引ひき剥はがされてしまった。くそ、なんとかしないと！

「さぁ、何を隠しているんです。明らかにしなさい！」

　セイナがロッカーの戸に手をかけた。鍵なんてかかっているはずもない。すんなりとそれは、小さな音を立てて、開いていく――。

「エ、エロ本を！」

　オレは反射的に声を上げていた。考えての行動じゃない。頭の中は真っ白で、とりあえず何か言わなきゃって焦あせった挙句のことだったんだけど、

「エロ本を隠してるんだ！　と、友達から貸してもらったやつ！　見られると恥ずかしいから、そのままにしておいてくれっ！」

　我ながら最悪の嘘うそだった気がする。

　ただ全員の動きは止まった。セイナは体をびくつかせた後で、ロッカーの戸をわずかに開いたまま硬こう直ちよくしている。

「……セイナ。ロッカーを閉めろ」

「し、しかし、会長！　校内に卑ひ猥わいなものを持ち込むのは校則違反ですし！」

「ああ。だからツキトには私から厳重に注意しておく。だが、今それをさらけ出す必要はない。必要以上に辱はずかしめてどうする」

　義姉さんに言われて、セイナは下した唇くちびるを噛かみ締しめた。迷うような時間が少し流れ……しかし、不満そうにしながらもロッカーを閉める。や、やったぞ！
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「ひとまずは生徒会室に帰るぞ。ツキトも急げよ」

「あ、ああ。分かった」

　義姉さんは振ふり返かえり様、聖母さながらの温かさに溢あふれた笑みを浮うかべて「ほどほどにな」とオレの肩に手を置いた。

「まったく。お盛んなのもいいですけど、場を弁わきまえて下さらないと困りますね」

　完全に軽けい蔑べつするような眼差しを送って、去って行く義姉さんの後ろに続くセイナ。

「ツ、ツキトくん、どんなの？　どんなのを貸してもらったの……!?　コスプレだったら、わたし、今度それもってお邪じや魔ましたりとか……！」

　一人、物もの凄すごくテンション高くオレに囁ささやきかけて来たサクラだったが、セイナから「行きますよ、詩し田ださん」と声をかけられ、渋しぶ々しぶ従った。

　やがて、教室の扉が閉まる無機質な音が鳴って――静せい寂じやくが戻る。

「き、切り抜けたけど、色んなものを失った気がするううううううう！」

　オレは頭を抱えた。冷静になった途と端たん、恥ずかしさが一気に膨ふくれ上あがってきた。恐らく赤面しているであろう顔を両手で覆い隠す。すると間もなく、ロッカーの扉が開く音がした。オレの横を通り過ぎる気配がして、その後、しばらくすると声をかけられる。

「もう服、着たから」

　オレは手を離はなした。と同時にため息をつきながら振り返る。制服をきちんと着こなしたコユキが、西日に照らされてちょこんとした感じで立っていた。

「……ありがとう」

　深々と頭を下げられ、オレは苦く笑しようして、首を横に振る。

「いいよ別に。絶望的な結果だけは避さけられたから。でも次から本当、気を付けないとな」

「……うん。でも、一つ訊いていい？　どうしてさっき、あんなこと言ったの？　わたしは助かったけど、ツキトへの皆の評価はかなり下がったと思うよ」

　だろうな。うん。それだけは確実。だからちょっとへこんではいるんだけど。ただこのことでコユキを憎にくいとか思わないし、もう露ろ出しゆつ行こう為いに付き合えないとも考えていなかった。

「なんでって……まあ、皆に隠したいことがあるっていう、お前の気持ちも分かるから」

「え？　どういうこと？」

「あ、ああ、いや、まあ、それはともかく。オレから手伝いを申し出たし、その責任をとらないとってこともあるんだけど」

　オレは浮かび上がってきた気持ちをそのまま伝える。

「それ以上に、ここ最近、コユキと色々話したりしてさ、今まで知らなかったお前の部分とか見えてきただろ。だから――咄とつ嗟さに守らなきゃって、そう思ったんだよ」

「……それだけ？」

「え。うん。それだけって言われると、それだけ。大したことなくてごめん」

「本当に大したことないね」

　おうふ。自分で口にしたものの、他人に言われると割にダメージが大きいな。

「……でも、そんなことで、自分のことを犠ぎ牲せいにしたんだ」

　が、声のトーンが変わった気がして、オレは目を瞬しばたたかせた。視線をコユキの方へ戻すと――ますます驚おどろく。コユキは露出行為もしていないのに、頬ほおを赤らめ、更には。

　いつもと違って、はっきりと、満面の笑みを浮かべていたのだ。

「ツキト、変なの」

「……。いや、お前には変って言われたくないなぁ」

　戸と惑まどいつつも冗談交じりで返すと、コユキは「そだね」と未だ笑みを浮かべながら、可お笑かしそうに頷うなずいた。

「聖書曰いわく。人がその友の為ために自らの命を捨てること、これよりも大きな愛はない。……いいね。ツキト、この間は保留って言っちゃったけど……やっぱり、わたしの特別になれる人、かも」

「ん。露出を見せる相手ってことか」

「それもあるけど。少し前から、ツキトの前でなら裸を見せても大丈夫って、それってつまり、あの。……そういうこと、なのかなって、思ってて。わかんないけど」

「ん？　え？　どういうことだ？」

　いまいち見当がつかずに尋たずねると、コユキは少し頬を桃もも色いろに染めて、目を逸そらす。

「なんでもない。まだわたしも整理ついてないから。ちょっと時間が必要かも」

「そ、そうか？……なら、いいけど」

　オレの言葉に、コユキは「うん、いいんだ」と言って、また口元を緩めた。多分、この学校の誰だれも見たことがないだろう、素直な表情だ。

　……ああ、でも、そうなんだな。オレは確信した。

　露出をしている時や、この間二人で話した時のコユキは、緊きん張ちようしたり、慌てたり、恥ずかしがったり、他に比べるとはっきりとしていないものの、皆と変わらない反応をしていた。きっと……この子は、単に感情を表に出すのが苦手なだけなんだろう。

「ね、前にわたしがツキトのことを見たかもって話をしたでしょ」

「ああ、そうだな」

「あれ、嘘だから」

　え、と気の抜けた声が口から洩もれた。あまりにあっさり明かされたので呆あつ気けにとられる。

「四月十二日に、ツキトの姿なんて見てないよ。露出のことを隠してもらおうと思って、咄嗟に言ったの」

「そ、そうだったのか!?　でも、それならどうして今言ったんだ」

「……ツキトはわたしの秘密を誰かにバラしたりする人じゃない。それが分かったから」

　言ってコユキは、再度、深々と頭を下げてきた。

「ごめん、騙だまして」

「それは……その、別にいいけど」

　なんだか全身の力が一気に抜けたようだ。オレは長く息をついて、近くの席についた。

　本当は知っているものの、オレを安心させるために言っている可能性もあるが……そこまで疑ってはキリがない。ひとまずは彼女を目もく撃げき者しや候補から外しても良さそうだ。

「共犯関係じゃなくなっちゃったけど……わたしの秘密、守ってくれる？」

　信しん頼らいはしているが、ひとかけらの不安を抱いているかのように、コユキは尋ねてくる。

　オレは苦笑しつつも、コユキの目を真まっ直すぐ見つめ、はっきり答えた。

「ああ。約束するよ。お前の秘密は絶対に守る。露出にも、その、これまで通り出来る限り付き合うから」

「……うん。ありがと」

　少しだけ頬を赤く染めるコユキを見ている内、オレの方もなんだか心が穏おだやかになっていった。嘘を吐つかれたというのに、まったく怒りが湧わいてこない。

　そして、オレとコユキの間に和なごやかな空気が流れ始めたところで、

「うん。よし。なんだか、またやる気が湧いてきた」

　何かを決意したように手を握って、コユキは堂々と言い放った。

「生徒会の会議が終わったらまた露出するからついてきて、ツキト」

「ええ!?」

「最近見つけた良いいスポットがあるから。ちょっと試ためしてみたいの」

　近付いてきたコユキがこっちの手を握る。未知の経験に心躍おどらせるように。が、

「……ごめん。今日は勘弁してくれ」

　オレは言って、がっくりと項うな垂だれた。







第三話







　最初はオレの秘密を知った人間を探す為のつもりだった。

　しかし何の奇き縁えんか、サクラとコユキの隠し事を知ることになってしまった。

　それも、一ひと筋すじ縄なわではいかないことだ。自分がそうなんだから、他の人がそうでもおかしくはない、と言ってしまえばそれだけなのかもしれないが、それでもこうなると気になってくる。まさか、ひょっとして――セイナにも秘密があったりするのだろうか？

「……何をじろじろ見ているんですか？」

　そんなことを考えながら、生徒会室で作業をしていた為だろう。パソコンのキーボードを叩いていたセイナにじろりと睨まれてしまった。

「あ、ああ、いや、なんでも」

「でしたらぶしつけな視線を送らないで頂けますか。不ふ愉ゆ快かいです」

「……すみません」

　完かん膚ぷなきまでに拒きよ絶ぜつされて、オレはなんだか情けない思いで俯きながら、作業を再開させた。今やっているのは『○○月間』という、毎月、生徒へ気を付けて欲ほしいことを提示するポスター作りだ。広報係の仕事である。

　今時、パソコンのソフトなんかを使えば楽なのかもしれないけど、生あい憎にくとオレにはそれを扱あつかう技術がない。だから手作業にするしかなく、時間もかかっていた。サクラやコユキが手伝おうかと申し出てくれたけど、彼かの女じよ達たちは彼女達で別の仕事があるわけだし断った。

　なので放課後、生徒会室に来てやっているわけだけど、そこにセイナが姿を見せたというわけだ。

「まったく。本当に会長の弟かと思うほど礼れい儀ぎのない方ですね」

「……まあ、血は繋つながっていないからね」

「それでも、あの方から少しも学ばないというのは信じられませんよ」

　そんなこと言われても、オレはオレだしなぁ。

「――ツキトにはツキトの生き方がある。その上で私から得るものがないというのなら、それは強制するものではないだろう」

　と、そこで扉が開く音と共に声がして、振り向むくと、入り口に義姉さんが立っていた。

　セイナが「会長！」と叫ぶなり、急いで立ち上がって頭を下げる。

「ああ、気にしないでくれ。少し書類をとりにきただけだ」

　義姉さんは生徒会室に入ってくると、壁かべに備え付けられた棚たなからファイルケースを取り出した。

「別に義姉さんから得るものがないってわけじゃないけど。なんていうか、どれだけ頑がん張ばってもオレは義姉さんにはなれないしなっていうか」

「それは地球が太陽を周回しているというレベルで揺ゆるぎなき事実でしょうが」

　そこまでいうか。

「さすがツキトだな。人はどれほど似せようとしたところで他人そのものにはなれない。であれば今ここにある己おのれを磨みがき続ける方が賢けん明めいだと、そういうことか。素す晴ばらしい考えだ」

　すごく褒ほめてくれてるけど義姉さん、そんないいものじゃなくて単に諦あきらめだよ。

「……会長。天あま宮みやさんを甘あまやかし過ぎではありませんか？」

「そうか？　当然のことを言っているだけだが」

「しかし、ワタシは会長が思うほど天宮さんが優すぐれた人間とは思えませんが」

　ど直球でひどいことを言われてしまった。その通りだから別にいいけど。

「それはお前の見識違いだな、セイナ。もう少し人を判断する目を養った方がいい」

「……会長が仰おつしやられるのであれば、努力しますが」

　答えながらもセイナはどこか不満そうだった。おまけにオレを鷹たかのように鋭い目で睨み付つけてくる。やめてください。

「ところでツキト、作業は順調か？　もし大変ならば手伝うが」

　義姉さんがオレに近付いて手元を覗のぞき込んできた。

「ああ、いや、大丈夫だよ。なんとかなってるから」

「いや、一人で全すべてやるのは中々に手間だろう。やはり私もなにか手伝いを」

「いいえ、会長。大変申し訳ありませんがご遠えん慮りよ願います。これは天宮さんに課せられた仕事であり、彼かれが生徒会の仕事に馴な染じむ為に必要な作業ですので」

　今にもおれの隣となりに座りそうになっていた義姉さんだったが、セイナからぴしゃりと言われて動きを止めた。

「しかしセイナ。少しくらいは」

「いけません。それでは会長の優しさにつけこむ悪い癖くせが出来ます」

　食い下がる義姉さんだったが尚なおもセイナから撥はね付つけられて、「……そうか。分かった」と受け入れた。

「では、私はこの辺りで失礼する。ツキト、辛つらいかもしれないが引き続き頑張ってくれ」

　オレに声をかけると、義姉さんは生徒会室から去った。こっちにだけ見える横顔は名残なごり惜おしそうだったけど、意固地になるのも良くないと思ったんだろう。

「ほら。早く作業を再開して下さい。いつまで経たっても終わりませんよ」

　義姉さんが居なくなった途端、すかさずセイナから言われて、オレは慌あわてて筆をとった。

　……しかし、なんだろう。どうもオレは、セイナに嫌きらわれている気がする。

　最初はただ厳しいだけかと思っていたけど、口調とか行動の端はし々ばしに、オレ個人に対する悪感情が見みえ隠れしているのだ。義姉さん達は気のせいだと言ってくれたが、今の言動もけっこうきつかったし、割と当たっているんじゃないだろうか。

　これは――オレの秘密を目撃したから、なのか？

　今のところ、身に覚えという意味で言えばそれしかなかった。

　それに現状、サクラとコユキが候補から外れているとすれば、義姉さんを除けば最後に残された生徒会メンバーだ。彼女が目撃者である可能性は高い。

　で、あればここは一つ、せめて和やかに会話出来るレベルの仲までいって、彼女のことを調べてみるべきかもしれない。となると作戦は……。

「手。止まってますよ」

　頭の中で対策を練っていると、セイナから矢のような言葉が飛んでくる。オレは「あ、ご、ごめん」と焦って返しながら、絵具用の筆をパレットにつけて、色をつけた。

「言っている傍からこれですか。先が思いやられますね。本当に、貴方のような人、会長の推すい薦せんでもなければ生徒会になど入れないのですが」

　うう。圧がきつい。

「……さて。私はそろそろ出ます。風紀監かん査さの時間ですので」

　と、そこでセイナが席を立った。ああ。セイナがいつもやっているやつか。毎日、ご苦労様だなと思いつつ、オレはふとあるアイディアをひらめいた。

「……なあ。それ、オレもついていっていいかな？」

「ダメです」

「即そく答とう!?　もうちょっと検討してもいいんじゃないか!?」

「どのルートを辿たどっても結局同じなら、近道をした方が効率的でしょう」

　断るのは決定事じ項こうなのかよ。

「そこをなんとか。オレ、蘭らん堂どうも知っての通り、役員として足らないところが多いだろ？」

「それはまあそうですね。途と方ほうもなく」

　途方もないとまでは思ってなかったからちょっと傷ついたけどまあいいか。

「だから色々と勉強しておきたいんだよ。その一いつ環かんとして、蘭堂がどんな活動をしてるか目にしておきたくて」

「ダメです」

「ここまで言ってまだ即答!?　それなりに正当性のある理由だったと思うけど!?」

「すみません。相手が貴方なので自動的に答えてしまいました」

　え、遠慮のない物言いするなー。

「それに貴方はまだ作業が残っているでしょう」

「そっちは締しめ切きりまでにはなんとか間に合うから！　頼たのむ！」

「まったく。まぁ、そういう前向きな姿勢は評価しますが」

「そうだろ!?　だから頼む！　毎回とは言わない。月一、あるいは今回だけとか！」

　二人一いつ緒しよの時間を作れば、打ち解けるチャンスも生まれるだろうという計画だった。

　オレが必死で懇こん願がんしていると、

「……仕方のない人ですね。今回だけならいいですよ」

　いかにも譲じよう歩ほした感じであるものの、最後にはセイナも受け入れてくれた。

「やった。ありがとう。よろしく！」

　オレは席から立って手を差し出す。が、セイナはちらりとそっちを見ると、スカートをふわりと舞まい上げながら踵きびすを返して、部屋を出た。え。ええー。

「何をしてるんですか。行きますよ」

　開いた扉の向こうで奴ど隷れいを扱う主あるじのような口調で言われて、オレは急ぎ従ったのだった。




　セイナの風紀監査は単純だった。生徒会室のある三階から校舎を回り、二階、一階へと降りて、今度は外へ行く。その間に問題行動をしている生徒を見かければ注意し、場合によっては制裁対象となった。

　が、凄いのはその目の付け方だ。オレからすると何でもない相手なのに、セイナが向かって良く調べると、校則違反をしていたりする。

「どうやって見分けるんだ？　違反している生徒としていない生徒」

　気になって尋ねると、セイナは生徒から没ぼつ収しゆうした漫まん画が本ぼんを手に、

「別に大したことではありません。何か隠かくしもっている人間というのは、周囲の目を気にしますから、自然と姿勢が屈かがみがちになるのです。反対に不自然なほど胸を張っている者もいます。いずれにしろ本来ならありえないようなポーズをとっている人は疑わしいということです」

「へえ。全然分からなかったけど」

「一いつ朝ちよう一いつ夕せきで分ぶん析せきできるものでもありません。貴方がすぐ見み抜ぬけるようなら、そもそも風紀委員は要いりませんから」

　全く以もつて正論だ。……しかしここまで鋭するどいと、オレの行動を不ふ審しんがって尾び行こうし、あの日に現場を目撃したということも考えられるか。犯罪行こう為いをしていたわけじゃないが、後ろめたさがあったのも事実だ。動きに現れていたのかもしれない。

「まあ、ワタシも先せん輩ぱいから色々と教わって習得したのですよ。……たとえばあれ」

　と、そこでセイナが指差した方向には、体育館の方へと向かう一人の男子生徒が居た。髪かみを目に眩まぶしいほどの金色に染めていて、耳にはピアス、制服の前は全開にしている。典型的なまでの不良だ。

「髪かみ染ぞめ、ピアス、崩くずれた制服。確かに校則違反だらけだな」

「それだけであれば厳重注意で済みます。ですがどうやら彼はもっと問題ある行動をとるつもりのようですね」

　セイナは男子生徒の跡あとをついていった。不思議に思いつつ、オレは大人しく従う。

　男子生徒はだらだらとしながらも、寄り道をすることもなく、真っ直ぐに体育館へと向かっていった。そのまま中へ入るのかと思いきや、左に逸れて、建物の横へと移動する。

　セイナは生えていた大きな木の陰かげに隠れて覗き込んだ。オレもそれに倣ならう。

　体育館横は陽ひも当たらず、薄うす暗ぐらくてじめついた空気が漂ただよっていた。

　ぼうぼうに生えた雑草がひしめく中、先さき程ほどの男子生徒が歩きながら軽く手を上げる。

「よー。わりぃ、わりぃ」

　挨あい拶さつをしたのは既すでに居た二人の別の男子生徒だった。

「おせーよ、ヒガシ。四時半つったろ」「待ちくたびれちゃったじゃん」

「しゃーねえだろ。バクソが課題やってない奴やつは残れってうるさかったんだからよ」

　二人から非難されて、男子生徒は面めん倒どうくさそうに頭を掻かく。

　バクソというのは教師のあだ名だ。馬うま橋はしという名字からつけられている。体育担当でやたら声が大きく、体を鍛きたえているので威い圧あつ感もあり、生徒から恐おそれられていた。

「あー、バクソか。ならしゃあねえか。まあ、いいや。それより始めようぜ」

　男子生徒をヒガシと呼んだ生徒が言って、ちらりと壁の方を見た。そこには、もう一人の男子がいる。顔も名前も知らないが、痩やせぎすで肌はだも青白く、雰ふん囲い気きも大人しそうなので、こう言ってはなんだけど、いかにもいじめの標的にされそうだった。

「っつーわけでヨシノちゃーん。徴ちよう収しゆうのお時間だよん。もってきたよな、五万円」

　ヒガシがにやつきながらヨシノと呼んだ男子生徒へと近付く。他の二人も彼に続いた。

　手を差し出したヒガシに、ヨシノは目を泳がせながら、小さく口を開く。

「あの……ごめんなさい……。よ、用意できなくて……」

　蚊かが鳴くような、という表現がぴったりの小さな声だった。

「へー。そうなんだ」

　ヒガシはそこで、人好きするような笑え顔がおを作る。

「ら、来週までにはなんとかするから。お願いします。待って下さい」

　思っていた以上に軽い反応だったからか、ヨシノはほっとしたように頭を下げた。

　――が。

「ふざけたこと抜かしてるとぶっ殺すぞ、アァッ!?」

　いきなりヒガシが声を荒あららげて鬼おにの形相で足を振り上げ、ヨシノの真横にある壁を蹴けりつけたので、彼の表情は一変した。

「今日持ってこいつっただろうが。耳ついてんのかテメェ!?」

「ひっ……ご、ごめんなさい！　で、でも、本当になくて！」

「ねえならよぉ、何でもいいから持ってこいよ。親の財さい布ふとかあんだろ？」

　後ろに居た一人が事態を面おも白しろがるように言うと、もう一人も参加してくる。

「お前より弱そうな奴からパチってくりゃいいじゃん。世の中ってそういう風に出来てんのよ？　焼肉定食的な？」

「ばっか、おめー、それを言うならジャクソン情弱だろ」

　弱肉強食だ。どんな間ま違ちがいだよ。知らない外国人が馬ば鹿かにされたぞ今。

　……しかしこれは、なんていうか。あからさま過ぎるほどにあからさまなカツアゲだな。

「おい、今いくら持ってんだよ。財布寄よ越こせ！」

　ヒガシがヨシノの襟えり首くびを掴んで持ち上げた。その眼まな差ざしにはっきりとした怒いかりが見える。

　ヨシノもそれを理解したのか泣きそうな顔で震ふるえ、ポケットから取り出した財布を渡わたす。

「……一万か。ったく、仕方ねえ。今日はこれくらいで勘弁してやるよ」

　ヨシノを放し、中身を確かめたヒガシが唾つばを吐はき捨すてた。

「そろそろですね」

　気分の悪い光景を前にオレが助けるべきだろうかと逡しゆん巡じゆんしていると、セイナが呟つぶやき、

「そこまでです。お金をヨシノさんに返しなさい」

　凛りんとしたよく通る声に、ヒガシは固まった。視線をセイナの方に向けて、舌打ちする。

「……エンマかよ」

　他の二人も動どう揺ようしたように一歩引いていた。互たがいに、どうする、といった感じで顔を見合わせている。

「お金を脅おどし取とる行為は校則どころか、恐きよう喝かつ罪ざいといって立派な法律違反ですよ」

「……別に無理やりとってねぇよ。善意でもらってただけだ」

『おい、今いくら持ってんだよ。財布寄越せ！』

　とぼけようとしたヒガシは、突とつ如じよとして響ひびいた自分の声にぎょっとした。

　セイナがスマートフォンを翳かざしている。いつの間に録音していたんだ。

「これは間違いなく貴方あなたの声ですよね。はっきり寄越せと口にしていますが？」

「……そ、そうか？　似ているだけだろ。なあ、お前ら」

「お、おう」「オレもそう思う」

　ヒガシから振られて取り巻き二人も頷き合った。だが、

「そうですか。なら、声せい紋もん分ぶん析せきにかけて構いませんね。父の知り合いにその手のことが可能な方がおられますので」

　セイナがあっさりととんでもないことを言い出したので、顔が青くなる。セイナの親が学校の理事をしているという話は広く知しれ渡っていた。さもありなん、と思ったのだろう。

「……不ま味ずいぞヒガシ」「な、なあ、どうする？」

　二人に頼たよられて、焦っていた様子のヒガシは奥おく歯ばを噛み締めた。

「……クソが。女だと思ってこっちが引いてりゃ調子に乗りやがって」

　拳こぶしを握にぎると、あらぶった感情そのままに勢いよくこちらに走り出し、

「ボコッて服剥むいてやるよ。写真でも撮とりゃ、んな生意気なこと言わなくなるだろ！」

　石のように固めた拳を、遠慮なくセイナの顔に向かって振りかざした。オレは咄嗟に庇おうとしたが、結果的に言えばその必要は全くなかったと言える。

「言動も行動も下の下ですね。生きていること自体に憤いきどおりを感じます」

　セイナが呟いた瞬しゆん間かん、ヒガシは嘘のようにくるりと回転していた。

「――あ？」

　自分の身に起こっていることが理解できず、きょとんとしたまま、ヒガシが頭から地面に突っ込んだ。

「ヒガシ!?　お、おい!?」

　駆かけ寄よる二人に対してヒガシの答えはない。答えられないといった方が正しいだろう。

　なぜなら、当の本人は不自然な格好のままで、泡あわを吹ふいて気絶していたからだ。

「貴方には追って通達を出しますから覚かく悟ごして下さい。無論、そこの二人も共犯です」

　優ゆう雅がな仕草で手を払はらいながら言ったセイナに、ヒガシの取り巻き二人は怯おびえたように縮こまった。そのまま、気絶しているヒガシを置いて逃にげ出だす。尻しつ尾ぽを巻いてとはこのことだ、と思うようなビビりっぷりだった。

　しかし、すごいなセイナ。どうやったのかさっぱり意味不明だけど、自分より頭一つか二つは大きいヒガシを、いとも簡単に投げ飛ばしたぞ。合気道ってやつなのか？

「……どうしてこいつがカツアゲをしに行くって分かったんだ？」

　呆気に取られていたオレは、ふと思って尋ねた。

「簡単な話です。まずあの生徒が日ひ頃ごろから素行の悪いことは知っていました。次に彼は急いではいませんでしたが、迷いのない足取りで歩いていました。ということは誰か上の立場の人間に呼び出されたわけでも、時間の決まった予定があるわけでもないが、明確な目的をもって何ど処こかを目指しているということです。考えられるのは人ひと気けのないところで酒か煙草たばこを嗜たしなむことですが、先に言った姿勢から見てそれを隠し持もっている様子はなく、ありえないと判断しました。となれば喧けん嘩かかイジメのどちらか。いずれにしろ現場を押おさえなければとぼけられますから尾行しました。以上です」

　流れるように説明されてぐうの音も出ない。よく一いつ瞬しゆん見ただけでそこまで推測出来たな。さすが風紀の閻えん魔ま様というかなんというか。

「それより天宮さん、あの生徒の様子を確かめて下さい。見たところ問題ないとは思いますが、怪け我がをしているかもしれませんので」

　それもそうだ。オレはヨシノに近付いて「大だい丈じよう夫ぶか？」と声をかけた。呆ぼう然ぜんとしている様子だったが、間もなく彼が小さく頷くのを見て、ひとまずはほっとする。

「問題なさそうだぞ、蘭堂」

　報告をしようとして振り返ったところで、オレは「あれ？」と素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。さきほどまで立っていたはずのセイナがどこにもいなかった。そんな馬鹿なと思ってあちこちに視線を飛ばすもまるで見当たらない。
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「おい、蘭堂？　蘭堂！」

　追いかけて、角を曲がる。すると――グラウンドの方へと去って行く後ろ姿だけが見えた。早いな!?　しかも、まるで追手から逃とう亡ぼうを図はかるような走り方をしている。なんでだ？

「え、えーと。あ、一人で帰れるか？」

　迷って一応、ヨシノに確かく認にんをとると「うん」というか細い声ながらも肯こう定ていの返事をもらたので「ごめん。ちょっと行ってくるから」とオレは駆け出した。

　何かあったのだろうか。いずれにしろ気になるから追いかけなくては。

　十分ほど走ったところで、更さらに校舎を曲がった。目の前にグラウンドが広がる。

　……でもセイナの姿はどこにもなかった。

「おかしいな。どこ行った……？」

　きょろきょろとしたものの、さっきと違ちがって影も形もない。

　途方に暮れていたオレの耳に、女の子達の歓かん声せいが聞こえて来た。どうやらグラウンドで陸上部がタイムを計っているらしい。百メートルを風のように駆け抜ぬける一人の生徒に、周りの全員が注目していた。いや、今は陸上部のことはいい。セイナを捜さがさないと。ここじゃないとすると、他に思い当たるところは……。

「……よ……」

　ん？　なにか今、声が聞こえたような。

　発生源を辿る為に耳を澄すませる。再び聞こえて来た。意識を集中しなければ途と切ぎれてしまいそうなほど小さいものだけど、確かに人の声だ。

　オレは後ろを向いて、ある一点で目を留めた。校舎の前にある植え込みからだ。ちょうど陸上部の活動を目の前で捉とらえることの出来る場所にある。

「よ……ん……」

　なんだろう。究極的に怪あやしい。ちょっと確かめてみるか。

　オレは忍しのび足あしで、ゆっくりと、植え込みに近寄っていた。……すると、

「いいですよ……素晴らしいですよ……たまりません……！」

　徐じよ々じよに声がはっきりとしてくる。どこかで聞いたような気がするなと思って、ひょいと植え込みの後ろを覗き込んで――オレは目を見開いた。何な故ぜなら、

「実にいいですよ……！　二年四組、出席番号21番、高たか花はな千ち波なみさん！　躍やく動どう感かん溢れる走り方、引ひき締まった体に、迸ほとばしる汗あせ！　ああ、やや控ひかえめではありながら、それでもしっかりと主張する胸が時折揺れる様は、至高の芸術品が如く！　またショートパンツに浮き出でるお尻しりの形も小さめで、そこから伸のびる足の美び麗れいさといったら、カモシカのようなという表現がぴったりです！　何より、一心に前へ、誰よりも前へと進もうとする意志の強い横顔！　なんですかこれは、ひょっとしてワタシは夢でも見ているのですか。現実であのような二次元に等しいスタイルのキャラが存在しているなんて。萌もえ。いえ、悶もだえ！　これは悶え待ったなしですよ――ッ！」

　血走った目でスマホのビデオ機能を使って、陸上部の女の子を盗とう撮さつしている蘭堂静せい奈ながそこに居たからだ。…………。なにこれ。ドッキリ？

「ああ、終わってしまった……残念……いえ！　待って下さい。あれは同じく陸上部の二年二組、出席番号５番の内うち山やま篠しのさん!?　ああ、そんな！　チナミさんに笑顔で近付いてタオルを！　受け取ったチナミさんも嬉うれしそうに受け取って、汗を拭ふきながら談だん笑しようをして！　ええ!?　嘘!?　はしゃぎ合った末に抱だき締め合っている……!?　まさか。二人が親友同士なのは知っていましたが、そ、そこまでの関係に！　これはスクープですよ見み逃のがせませんよ録画必ひつ須すですよ。後で百回は見直しましょう絶対に見直します！」

「……あの、蘭堂？」

「出来ればもっとほっぺたとかくっつけたり足を絡からめたり、ええい、じれったい。キスをしなさい、キスを。人目なんて気にしている場合ですか。こちとら二人が仲睦むつまじくファストフード店で一つのシェイクを共有しているところも目にしているんですよ。間接的な段階を踏ふんだのなら直接だって簡単でしょう」

「いや、だから、蘭堂」

「ほら、キース、キース！　やれ、キース、キース！」

「蘭堂って！」

「キスううううううううう！……へ？」

　鼻息荒く、一人で異常なほど盛り上がっていたセイナが、やっとオレの声に気付いて振ふり向いてきた。ばっちりと目が合い、彼かの女じよはそのまま動きを停止する。

「さっきから何してるんだ、お前」

　女の子同士の友情を随ずい分ぶんと歪ゆがんだ目で見ていた気がしたけど。

「……。ああああああああああああ！」

「ええええええええええええ!?」

　沈ちん黙もくから一転。奇き声せいと共に立ち上がったセイナは、オレが圧あつ倒とうされている間に草むらから抜け出すと、凄すさまじい速さでダッシュした。

「うわ!?　に、逃げた!?」

　チーターかと思うほどの速度だ。さっきも思ったけど、走りだけで言えば義姉ねえさんに勝まさるとも劣おとらないかもしれない。とてもじゃないけど追いつけないなと思っていたオレは、しかし、彼女が去っていった後に何かが落ちているのを見つけた。

　近寄って拾い上げてみると、さっき陸上部の女の子を撮っていたスマホだ。急いでいてスリープ状態にするのを忘れていたのか、ディスプレイには思い切り、可愛かわいい女の子二人が無む邪じや気きに抱き合あっている姿が映し出されている。

「………今のは一体、どういうことだったんだ？」

　訝いぶかしく思ったが――そこでオレはあることに気付く。

　今この瞬間であれば、セイナのスマホに保存されているアルバムフォルダを確認できる。もしかすればオレの秘密を撮さつ影えいした瞬間の写真があるかもしれない。

　勝手に人のスマホの中身を見るなんていけないことだ。それは理解している。

　でも、この降って湧いたようなラッキーを見過ごすというのも惜しい気がするし……くっ。ダメだ、それだけは……！

　ああ、しかし！　く、くそ、ダメだ。抗あらがえない！　ごめん、セイナッ！

　筐きよう体たいを持っていたオレの指が、ディスプレイに触ふれた。反応したスマホが動画を仕し舞まい込み、代わりにアルバムを表示する。

「……なっ」

　が、そこでオレは愕がく然ぜんとなった。アルバムには陸上部以外にも、沢たく山さんの女の子達たちを捉えた写真や動画が山のように保存されていたのだ。しかも角度的にどう考えても無許可で撮影されたものだった。これを全部セイナが？　まじで？
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　そして、オレは、更にはある一枚の写真に目を留めた。まさか――このデータは!?

「あああああああああああああ！」

　とか思っていると、向こうから聞き覚えのある叫さけびが響いてきた。ディスプレイから顔を上げると、怒ど涛とうの勢いでこっちに戻もどって来たセイナが、オレの手からスマホを奪うばい取る。落としたのに気付いたらしい。

「なな、なにをしているんですか!?　これは立派なプライバシーの侵しん害がいですよ!?」

「わ、悪い。ついうっかりディスプレイ触さわっちゃって。……でもお前これ」

「忘れなさい。今すぐ忘れなさい！　記き憶おくから完全消去しなさい。出来ないというのなら、出来るまで貴方の頭を叩たたいて強制デリートします！」

　顔を真っ赤にしたセイナが、オレの襟首を掴つかんできた。

「ちょ……む、無む茶ちや苦く茶ちやなこと言うなよ！　出来る訳ないだろ。というか、これ、盗撮だろ!?　風紀委員をしてるお前がこんなことしていいのか!?」

　それこそ、校則じゃなくて法律違い反はんだ。

「うっ……それは……その……」

　痛いところを突つかれたとばかりに、急速に勢いが衰おとろえるセイナ。オレから手を放すと、その場で俯うつむいた。一気に暗い影を背負い、下した唇くちびるを噛かみ締しめる。

「……申し訳ありませんでした」

　オレに謝あやまられても。

「何の為ためにあんなことしてたんだよ」

「え、いえ、あの。……そうですね。スマホの中身を見られてしまった以上、もう誤ご魔ま化かせませんか」

　覚悟を決めたように呟いた後で、セイナは顔を上げた。

「ちなみに、彼女達の写真をネットに上げて嫌いやがらせをしたりとか、あるいはお金をとって誰かに送ったりとか、そういうことではありませんから！　そんなことはしません！　ワタシは純じゆん粋すいに！　嘘うそ偽いつわりなく！　清らかな心でっ！」

　セイナは自分の胸に手を当てて、堂々と主張してきた。

「可愛い女の子の無防備な姿を撮影して、劣れつ情じようを催もよおしていただけですッ！」

「清すが々すがしいほどにダメな奴だなお前！」

　自分に正直だからって何でも許されるわけじゃないからな!?

「……でもお願いです。立場上、このことがバレたらワタシは大変なことになります。生徒会に居られなくなるだけではありません。学校も退学になり、親から勘かん当どうをされるでしょう。だから、秘密にして頂けませんか？」

「う。うーん……でも盗ぬすみ撮どりはなぁ……」

　さすがに見逃せないというか、なんというか。

「わ、分かりました。ではスマホで撮るのは今後、やめることにします！　で、でも、今まで撮ったデータは！　悪用したりしませんから、それだけはご勘かん弁べん下さいませんか!?」

　オレに縋すがりついて懇願してくるセイナ。ここまで必死な彼女は初めて見た。

　しかしセイナのスマホにあの写真があるということは――彼女はオレの秘密を知っているのかもしれない。下手に断ると、何らかの手段に出る恐れもあった。それにこの場でデータをデリートされると、あの写真まで消えてしまい、証しよう拠こがなくなってしまうことにも繋がる。それは不味いか。

「……まあ、写真を妙みようなことに使わないっていうなら、その。別に誰だれにも言わないけど」

　幾いくらかの葛かつ藤とうの末、譲歩すると、セイナの目がこれでもかというほど輝かがやいた。

「本当ですね!?　嘘うそをついたらあらゆる手を使って貴方を社会的に抹まつ殺さつしますよ!?」

「恐こわいんだよいちいち！」

　お前の場合、本当にやりそうだから余計にそう思うよ！

「でも、陰で観察するくらいならいいですか!?　それくらいなら許されますよね!?」

「い、いや、どうだろう。ギリギリだとは思うんだけど」

「誰にも迷めい惑わくはかけてませんし！　いいでしょう!?　それともなんですか、これすらも許されないんですか!?　ワタシ、自殺しますよ!?」

「そこまでなの!?　じゃあもういいよ！　いいってことにしておくよ！」

　なぜなら目が本気だから！

「ふぅ……なんとか崖がけっぷちで死守出来ましたか……」

「……しかし、あれだな。まさか蘭堂が女の子好きだったなんて」

　サクラ、コユキに続いて意外過ぎる一面だ。こうなるともう、オレは生徒会に入ることで、誰かの隠し事ごとを目もく撃げきする運命に選ばれたとしか思えない。選ばれたくはなかったけど。

「というか、さっきファストフード店で女の子達を見たとか言ってたよな。前に蘭堂をそこで見かけたことがあったけど」

「え？　ああ、あの時ですか。詩し田ださんに声をかけられて驚おどろきましたよ。ええ。注目している二人が仲睦まじく校門を出ていくところを見ましたので、後ろをつけていました」

　当たり前のように言うな。当たり前のように。

「……ただ、気を付けて頂きたいのは、別にワタシは同性愛者ではないということです」

「あれ。そうなのか？」

「はい。ワタシはただ、可愛い女の子を見守るという行為に対してこの上なく悦えつ楽らくを覚えているだけです。自分が彼女達と関かかわり合いとか、友達になりたいとか、もしくは恋れん愛あい関係を結びたいとか、そんなことは微み塵じんも思っていません。ただ、傍ぼう観かん者しやで居たい。それだけなんです」

「……またなんか、一つも二つもこじらせているような」

「そんなことはありません。では天宮さん、貴方、メイド喫きつ茶さで女の子同士がきゃっきゃっしているところを見ているだけでも、幸せな気持ちになるとは思いませんか!?」

　はっ!?　そ、それはちょっと分かる!?

「つまりはそういうことです。起こっている事態を一歩引いた立場で観察する。いうなればワタシは、女の子達が生活する部屋の壁になりたい。そういう想いを抱いだいているのです」

　壁て。

「……そんな感じになったきっかけとかあったのか？」

　興味を覚えて訊きくと、セイナは腕うでを組んだ。わずかに視線を逸そらして、

「話してもいいですが……ここでは人目につきます。場所を移して構いませんか」

　いいよ、とオレは答えて、二人で学校を出ることにした。

　それにしても――あの写真をセイナが持っていたのだとすれば。彼女のオレに対する敵意の理由は、そこにあるのだろうか？




　学校帰りの買い食いは校則違反だということで、オレ達は一いつ旦たん、帰宅した後、私服に着き替がえて駅前に集合した。こういうところが律りち儀ぎなのは、いつものセイナらしい。

　道を少し外れたところにある、あまり客の来ないチェーンのドーナツ屋に入ると、適当に注文して隅すみの席についた。

「……そもそもの始まりは、そうですね。ワタシがまだ幼い頃ころまで遡さかのぼります」

　ホットカフェオレをスプーンで掻き混まぜながら、セイナが語り始める。

「貴方には言っていませんでしたが、ワタシの親は高校の理事をしています」

「ああ。話には聞いたことあるよ」

「そうですか。では詳くわしいことは省きます。その関係もあって、両親は非常に教育に厳しく、ワタシも物心ついた頃から徹てつ底てい的てきに指導されました。勉強は勿もち論ろんですが、言こと葉ば遣づかいや礼れい儀ぎ作法、あらゆるマナーや歩く時の姿勢、果ては友人関係に至るまで、全て親の命令に従わなければならなかったんです」

「それはまた……大変だな」

　オレとは環かん境きようが違い過ぎて、想像すら出来ない。

「食べるものや着るものにも制限がかけられましたが、中でも特に強く禁じられたのが、アニメ、ゲーム、漫まん画がといった、いわゆる娯ご楽らくに類するものでした。両親はそういった物こそが子どもを堕だ落らくさせるのだと信じてやまなかったのです」

　本当にいるんだな。そういう人。

「とは言え、ワタシはそもそも、それらに触れる機会さえ与あたえられませんでしたから、特に辛いと思ったことはありませんでした。小学校に入り、同級生がそういう話をしても、どこか遠い国の出来事であるように聞いていたものです」

「確かに初めから知らなければ、羨うらやましがることもないな」

　オレの返しに、その通りですと頷うなずきつつ、セイナは続けた。

「ただ、ある時。両親が揃そろって集まりに出ることになり、ワタシは留守を預かることになりました。お手伝いさんは居ましたが、夕食を作ると帰ってしまいます。生まれて初めて広い家に一人になったワタシは、手て持もち無ぶ沙さ汰たになり、ふとリビングにあるテレビに目を留めました。普ふ段だんはニュースや教育番組しか観みられませんでしたが、他では何をやっているのだろうと好こう奇き心しんに惹ひかれ、リモコンを取って適当なチャンネルを映したのです」

　そこで放送していた映像が衝しよう撃げき的てきだった、とセイナが告げる。

「女子高生達の日々を綴つづったアニメでした。特別な事件が起こることもなく、ただ淡たん々たんと彼かの女じよ達たちが仲良くする様を流しているのです」

　いわゆる日常物ってやつか。

「他の人には何でもない一アニメに過ぎなかったのかもしれません。ただ、ワタシにとっては初めて見る物です。何もかもが刺し激げき的てきでした。それに描えがかれている女の子達が皆みんな、とても可愛く、彼女達がお喋しやべりしたり、お菓か子しを食べさせ合ったり、果ては頭を撫なでたり撫でられたり、抱き合っているところを観ていると、変にドキドキしたのを覚えています」

　アニメのファーストインプレッションですごいものを目にしたな。

「それからですね。わたしは親に隠れて美少女達が出てくるアニメを貪むさぼるように観るようになりました。次し第だいに己おのれが『美少女好き』であることを自覚し始め、漫画、ゲーム、ラノベへと発展していき、ついにはリアルでもシークレット・ガールズ・ウォッチャーとしての活動を始めるようになったのです」

「格かつ好こう良いい風に言うなよ」

　ただの盗撮だろ……。

「ですが、両親にバレるわけにはいきません。その為、学校や家ではあくまで『風紀に厳しい生徒会役員』としての顔を保ち、生徒達を完かん膚ぷ無なきまでに指導していたのです」

「……そういうことか。また色々と厄やつ介かいな生き方してるな」

「ええ、まあ。そんなワタシにとって、会長を始めとして学内きっての美少女達が集つどう生徒会はまさに一服の清せい涼りよう剤ざい。楽園。幻まぼろしの黄金都市。夢の桃とう源げん郷きよう。毎日のように美少女が生み出す穢けがれなき空気を肺に満たすことで、仮面を被かぶり続ける疲ひ労ろうを癒いやし続けていたのです。……天宮さん。貴方が来るまでは」

「オレが？　何かやった？」

「いいえ何も。強しいていうなら、存在が害悪です」

「ひどくないか!?」

「毒物とすら言えます。いうなれば清らかな湖に突如として泥どろ塗まみれの魚が放たれたようなものです。わずかとはいえ、美しい景色が濁にごって行く様を、ワタシは見たくありませんでした」

　散々な言われようだな。

「ですから、ワタシは貴方を疎うとましく思っていました。露ろ骨こつに嫌けん悪お感かんを剥むき出しにしていればいつかプレッシャーに負けて出ていくだろうと、そうしていたのですが」

「……えーと。まりオレは、男というだけでお前に排はい除じよされようとしていたと。そういういう解かい釈しやくでいいのかな」

「ええ、そうですね。隠し事を知られた以上、このことも話しておくべきだと思ったので、お伝えしました」

　な、なるほど。そういうことか。やっとスッキリした。

　ふむ……別に、オレの秘密を知ったからってわけじゃなかったってことなのか。

「ううん。なら、まあ、良かったよ」

　オレが微び苦く笑しようすると、セイナは眉まゆを顰ひそめる。

「良かったとは？　わたしは自分勝手な理由で、貴方を追い出そうとしていたのですよ？」

「え？　あ、ああ。それは、勘弁して欲ほしいと思ったけど。ただ、少なくともオレの何かが影えい響きようして、蘭堂に嫌きらわれたわけじゃなかったんだろ？」

「そうですね。そもそもワタシと貴方は生徒会以前にそれほど関わりありませんし」

「……だよな？　えっと。その前にオレのことを見て、それでどうこうって思ったわけじゃないんだよな」

「なんのことですか？　貴方とは生徒会で会ったのが初めてでしょう」

　セイナの眉み間けんに寄った皺しわが深くなる。……この反応はとぼけているのか、あるいは本当なのか。あの写真の問題もまだ残ってるし。とは言え、彼女の敵意自体と、オレの秘密とは関係なさそうだ。もしそうならこの時点で言っている気がする。

「いや、もし知らないところで怒りを買ってたのかもってさ。だったら安心したよ」

　頭を掻いて答えると、セイナがぽかんと口を開けた。いつもきりっとしている彼女にしては珍めずらしいくらい、間が抜けた表情だ。

　しばらくしてから、口を元に戻して、慎しん重ちようそうにセイナは訊いてきた。

「……すみません。貴方は、ひょっとして、馬鹿ですか？」

「ええ!?　いや、どうして!?」

「今のは怒り出すところでしょう？　何もしてないのに嫌うな！　とか。それが言うに事欠いて良かったって」

「ああ。うん。そうかもしれないけど。でも、蘭堂の気持ちを考えれば、確かにオレは邪じや魔ま者ものだよなぁとか。そういうことを思ったら、怒りは湧わいてこなかったな」

「貴方という人は……」

　呆あきれたような、それでいて感心したような。微び妙みような表情を作って、セイナは息をついた。

「……やっと会長の義弟おとうとらしいところを観られた気がします」

「ん？　どういうことだ？」

「いえ、なんでもありません。それでも謝罪させて頂きます。申し訳ありませんでした」

「別にいいって。でも出来れば蘭堂とも仲良くしたいから、あんまり邪じや険けんにしないでもらえると有あり難がたい。お前の秘密は絶対に守るからさ」

「承知しました。変に毛け嫌ぎらいするのはやめるよう、努力します」

　やめますじゃないんだな。そんなに拒きよ絶ぜつ感かんあるのか。男がいることに。

「うん。蘭堂とも距きよ離りが縮まった気はするから、万ばん々ばん歳ざいだよ」

　この調子で打ち解けつつ、チャンスを見つけてアリバイや写真のことを調べていこう。

「あ、ところで、まだ少しお話があるのですが……実は、貴方にお願い事がありまして。ワタシと、契けい約やくして欲しいのです」

「……契約？」

　セイナの口から出た耳慣れない言葉に、オレはきょとんとした。

「ワタシは風紀監かん査さという名目で校内を巡じゆん回かいし、愛いとしの姫ひめ君ぎみ達たちを陰ながら見守っているのですが」

「待て待て待て。さらっと話すな。なんか聞きき逃のがせない言葉があったぞ」

「ああ。愛しの姫ひめ君ぎみというのはワタシが特にお気に入りとしている女生徒たちのことで」

「そこじゃなくて！　まあそこも気になるけどな!?　風紀監査という名目でってことは風紀委員の活動の振りをして女の子達を観察していたってことか!?」

「え？　ああ、そうですが？」

「当たり前みたいに言うなよ!?　それはいいのかお前的に!?」

　生徒会役員としての務めを不ふ埒らちな行為の皮に使っているってことじゃないのか！

「名目とは言え風紀委員としてもきちんと働いています。その現場は貴方も見たでしょう」

　……それはそうなんだけど。なんだろう。この腑ふに落ちない感。

「ともかく。ワタシの行動には何かと危険が伴ともないます。誰かが通りかかったり、声をかけてきたり。もし事が明らかになっては非常に不味い。全すべての人間が天宮さんのようにお人好よ……心の広い人ばかりとは限りませんし」

　今微妙に言いかけた方が気にかかるけど、ひとまずは流すことにする。

「そこで貴方にはワタシのガードマンをお願いしたいのです」

「なにを守れっていうんだ？」

「色々です。ワタシの見守り行こう為いは学内だけに止とどまりませんので。なにかあった時に素す早ばやく対処して頂ければと」

「……学内だけじゃないのか？」

　もちろんです、と答えてからセイナはポケットよりスマートフォンを取り出した。ディスプレイを触って間もなく、オレに筐体を渡してくる。

　手にとってみると、アプリが起動していて、表示されているのは市内の地図だった。コユキが使っていたのと同じだ。所々に赤い点が記されているのも似ていた。

「ワタシが独自の調査で見つけ出した市内美少女出現ポイントです。タップするとそれぞれの姿を見せる時間帯も記されています」

「げ、芸が細かいな。ここまでやるか、普ふ通つう……」

「普通の人間であれば出来ないでしょうね」

　誇ほこらしげに胸へと手をやるセイナ。別に褒ほめてはない。

「わたしは毎日、放課後になったら学内と学外の女の子達を見回っています」

「毎日!?」

「好みによってランキングをつけており、上位に君臨する子達に関しては優先して見ることにしていまして」

「ランキング!?」

「……いちいち驚かないでもらえますか。反応が面めん倒どうなので」

　驚くなっていう方が無理なことを言ってるのはそっちだけど！

「それらを巡めぐっている間にトラブルが起これば、解決して頂けないかと。特に女が一人で物もの陰かげに潜ひそんでいると色々ありますので、男性が傍そばに居るだけで随分と違ってくるのです」

　なるほど。それならオレでもなんとかなりそうだ。

「あと他にもやって頂きたいことがあるのですが、そちらは後ほど機会が巡ればご説明します。如何いかがでしょう。無論タダとは言いません。きちんと報ほう酬しゆうはお支し払はらいします」

「いやまあ。オレの時間がある時ならいいんだけど。別にお金は要いらないよ」

　セイナについてはまだ確かめなきゃいけないこともあるし、彼女と接せつ触しよくする機会が増えるのはこっちも好都合だ。

「それはいけません。無料でそのような労働をさせては、後ほど貴方にどのような要求をされるか……」

　オレを何だと思ってるんだ。

「というのは冗じよう談だんとして。働きに応じた対価を与えるのは当然のことです。社会のルールはきちんと守って下さい」

「でも知り合いにお金をもらうっていうのはどうにも。善意でやってることだし」

「い・い・え。絶対に、守って下さい！」

　ゆ、譲ゆずらないなぁ。とことんまで。

「……分かった。じゃあ、報酬はきちんともらう。そんなに高くなくていいから」

「承知しました。一回、五万円で如何でしょう」

「高いよ!?」

　さすがお嬢じよう様さま。オレは交こう渉しようの末、千円ほどでカタをつけた。

　なんで雇やとわれる方が金額を下げてるんだ……。




　それからしばらく経たった、放課後。

「ぁ……だ、だめ……みちゃ、だめ……」

　ほとんど陽ひの差し込まない、ビルの裏。コユキが小刻みに吐と息いきを零こぼしながら、壁かべについた手に力を込めた。目は閉じられ、頬ほおは熱に浮うかされたような色に染まっている。

　だが彼女は言葉とは裏腹に、オレに向けた後ろ姿を隠かくそうともしなかった。

　スカートは大きくまくりあげられ、ショーツも足首まで下げられている。

　傷一つない滑なめらかな肌はだを持つコユキの曲線は完全に露ろ出しゆつしていて、形の良い小さな尻が白日の下もとにさらされていた。オレはそれを、触れそうなほどの距離で見つめている。

「……じゃ、じゃあ、やめようか？」

　そう尋たずねると、コユキは下唇を噛み締めた。薄うすく目を開き、オレを見て、逡しゆん巡じゆんするような間を空ける。だが既すでに分かっていた。彼女が本当に迷っているわけではないことを。

　葛藤しながらも、行為を止やめることの出来ない自分に、興奮しているのだ。

「……ううん。もっと見て。ツキトに……ツキトに、見て欲しいから」

　案の定、コユキは掠かすれたような声で呟つぶやき、前を向いた。やがて太ももに滴しずくが垂れる。一つ、また一つとそれは足元に落ちていった。

「……ん……ぅ……く……」

　何かを我が慢まんするように呻うめいていたコユキだったが、やがて、足の力を弱めた。瞳ひとみは恍こう惚こつとしたようにとろけ、だらしなく開けた口から、小さな、でも鮮あざやかな色をした舌を出す。

「や……ダメ……ダメ……！」

　声は次第に高くなっていき、間もなく、その頂点を迎むかえようとする――。

「だ、だめぇ……！　イッちゃ――」

　ぴりりりりりりりりり！

　その刹せつ那な、無ぶ遠えん慮りよな電子音が鳴なり響ひびいた。二人の間に痛い沈黙が下りる。オレはスマートフォンを取り出してディスプレイを見た。予定表アプリが表示され、アラームを鳴らしている。短く『蘭堂との約束』という文字が表示されていた。

「ご、ごめん、コユキ。オレ、そろそろ行かなきゃ」

　コユキから露ろ出しゆつ行こう為いに付き合って欲しいと言われて受けたはいいが、予想以上に時間がかかってしまったようだ。セイナとの待ち合わせに遅おくれてしまう。

「この埋うめ合あわせはまたするから。本当に悪い。じゃ、じゃあ！」

　オレは立ち上がり、足早に急ごうとしたが――弱い力で服の裾すそを握にぎられて、止まった。

「他の人のところに、行っちゃうの？」

　振り返かえるとコユキがじっと見つめて来ていた。表情はさほど変わらないが、どことなく寂さびしそうというか、悲しそうだ。

「あ、ああ。その、用事があって」

　そのままオレの服を握っていたコユキだったが、しばらくするとゆっくり放した。下を向いて、小さく告げる。

「そう、なんだ。わかった。行っていいよ」

　……あの、コユキ。そう明らかに名残なごり惜おしそうにされるとオレとしてもかなり後引くというかなんというか。

「ま、また今度な。今度やろう」

「うん。いいよ。もっと一いつ緒しよに居て欲しかったけど……ツキトの邪じや魔まはしたくないし」

　と言いつつもちょっとだけ唇くちびるを尖とがらせて視線を逸らすのは――！　なんかこう、罪悪感が半はん端ぱないんだがッ！　コユキッ！

「……ほ、本当に悪い！　じゃあ、オレ、行くから！」

　ああ、まさかこんなにもコユキに必要とされるようになるとは！　嬉しいような色々大変なようなそれでも嬉しいような複雑な気分ッ！

　それでもオレは全てを振り切きって、全力で待ち合わせ場所に向かうのだった。




「おお。あれは三年一組、出席番号15番、剣けん道どう部ぶの中なか道みち香か菜なさん！　一心不乱に竹刀しないを振るう姿も魅み力りよく的てきですが、それ以上に面をとった時に現れるその、幼い顔！　武骨な防具とのギャップと、タオルをとって長い髪かみを払はらった際の優ゆう雅がな仕草が！」

「…………」

「現れましたね、一年四組、出席番号18番、文芸部の華はな村むら理り沙さ恵えさん！　図書室ではなく、教室でもなく、大きな木に背中を預けながら文庫本を読むとは、天あつ晴ぱれなまでの文学少女っぷり。ページを白魚のような指先がめくり、時折眼鏡めがねを指で押おし上あげる様はまさに国宝級！　どうして未いまだ彼女が平へい凡ぼんな女学生に甘あまんじているのか、それがワタシには理解できません！　今すぐ天然記念美少女に指定し、政府が全力を挙げて保護すべきです！　貴重！　貴重なんですよッ!!　これほどまでに完かん璧ぺきな方はッ！」

「…………」

「出てきました。私立鳳ほう凰おう女学校、小学部一年一組、出席番号28番。矢や口ぐちかなみちゃん！　その一点の曇くもりなき純粋さは正に天使さながら。いえ、さながらではありません。まさに彼女こそ天の御み遣つかいそのもの。神が気まぐれにより下界へ向かわせたに違いありません！　ああ！　今、ワタシは、創造主の実在を確信していますよ……！」

「…………」

「そ、そこにいるのは時とき乃の中学校二年Ｂ組、出席番号17番、実じつ王おう寺じ麗れいちゃん！　中学二年にしてその大人びた美び貌ぼうは反則級！　そこに寄より添そうは同じくＢ組、出席番号31番、和わ島じま愛あい奈なちゃん！　麗ちゃんと正反対であるかのような子犬系、彼女のことが大好きでいつも懐なつっこく密着し、麗ちゃんは麗ちゃんでそんな愛奈ちゃんを仕方ないなぁと言う顔をしつつもいつもと違った優やさしげな眼まな差ざしを送って頭を撫でるなんてああああもうはあああああ！　言葉なんて要りません無ぶ粋すいですただそこにあるのは輝かしいばかりの尊さのみつまり後は堪たん能のうするだけはあはあ。はあはあはあはあはあはあはあ。はああああ！」

　セイナは耐たえ切れなくなったのか、下がアスファルトであることも気にせずにふらりと膝ひざをついた。

「は、はあはあ。いけません……いけませんよ、これ以上は……！　ワタシにも我慢の限界というものが……天宮さん！　撮とってもいいですか、今、目の前に広がっている光景は動画に保存して恒こう久きゆう的てきに伝えていくべき究極的な瞬しゆん間かんですよッ!?」

「ダメだって。犯罪なんだから」

「そんなあああ！　なぜ世の中には法律という厄介な代しろ物ものが存在しているんですかッ！」

　お前みたいな奴やつを取とり締まる為だよ。

「ワタシが、ワタシがこの国のトップになれば！　美少女に限っては無条件で撮影が可能であるという法案をどんな手を使っても可決させるのにッ！　こうなれば出馬も念頭に入れて活動を!?」

「やめろって！　お前の欲望で日本の治安を乱そうとするな！」

「もちろん、適正審しん査さは行いますよ!?　美少女達たちを第一に考え邪よこしまな想おもいを抱かず、ただ純粋に愛めで、癒やされ、彼女達の将来を支える――そんな素す晴ばらしき黄金の精神を持つ紳しん士し、淑しゆく女じよたちのみが手に出来る限定的な免めん許きよを発行するんですッ！　嗚呼ああ！　そんなものがあれば！　ワタシはもう他に何も望みませんッ!!」

　セイナが立候補したらオレの出来る範はん囲いで妨ぼう害がいしよう。今、固く決心した。

「それより今、その麗ちゃんと愛奈ちゃんが仲睦まじく手を繋つないで帰っていくぞ」

「なんですって!?　あの頑かたくなに拒きよ否ひしていた『仲良し手繋ぎ帰宅』を麗ちゃんが!?　これを網もう膜まくに焼き付けずなんとしますか――あああ、本当ですうううう、はああああん！　二人の周囲だけ世界が何億倍も輝いていますううううううう！」

　…………。そろそろ帰っていいかな。

　まさか本当に学内と学外を順番に巡るとは。しかも下は小学生から上は大学生まで幅はば広ひろく。とんでもないとはこのことだ。

　一人一人の出席番号等までちゃんと覚えているのが一番恐い。

　学校が終わってから現在に至るまで、オレはセイナが我を失いまくっているのをずっと背にしていた。その間、様々な場所で人ひと払ばらいをしたり、なんか怪あやしそうな奴が近付いて来たらさりげなく彼かれ氏しの振りをして見えないバリアを張ってみたりしていた。移動距離があるので、想像していた以上に疲つかれる。千円じゃ安い気がしてきた。

「……ふぅ。今日はこの辺りにしておきましょう。まだやる気はありますが、そろそろ帰宅しないと明日に差さし支つかえますし」

　やっと終わったか。オレは物陰に張り付くようにして、お目当ての美人女子大生をだらしのない顔をして見つめていたセイナがこっちに戻ってくるのに、胸を撫で下おろした。

「今日も最愛の君にお会いできなかったのは、至し極ごく残念ではありますが」

「最愛の君？」

「ワタシの市内美少女ランキングにおいて、不動の一位に座する女性です。色々と調査はしたのですが、未だ詳しよう細さいが掴めなくて。たまに街を歩いているのを見るのですが」

　言って、セイナはスマホで隠し撮りした写真を見せてくれた。そこには薄く茶色がかった髪を背中の辺りまで伸のばし、上品な服に身を包んだ女の子が居る。

「天宮さんも、どこかで目撃したことはありませんか？」

「…………いや。ちょっと分からないな」

「本当ですか？」

　え？　と問い返すとセイナは一歩、こちらに近付いて、

「本当に知りませんか？　もし存じているなら、教えて頂きたいのですが」

「し、知らない。まじで知らないって」

　謎なぞの迫はく力りよくに引きつつもオレが首を横に振ると、セイナは「そうですか」と残念そうに吐息を零した。な、なんだ、今の途と方ほうもない圧は。

「……えーと。ちなみにその子の名前とか、知ってるのか？」

「いいえ、それがどうしても掴めなくて。どれだけ調べてもそれらしい女性は市内に居ないようなのです。もしかすれば県外から来ているのかもしれませんね」

　ふむ。ということは、オレが危き惧ぐしていたようなことは、ないのか？　セイナは本当に何も見ていない？　でもさっきの妙にしつこい態度が気になるが――。

「ともあれ、今日はご協力ありがとうございます。出来れば明日もお願いしたいのですが」

　悩なやんでいるオレを尻しり目めに、セイナが提案をもちかけてきた。

「んん。明日か。明日はちょっとオレ、予定があるんだけど。今日、コユキとの約束を破っちゃったから、彼かの女じよと改めて……」

「え？　姫ひめ白しろさんと天宮さんが？」

　あ。やばい。つい口が滑すべった。

「あ、ああ。なんていうか。こう。ちょっと買い物に付き合ってって言われて。女性一人だと何かと危ないだろ。それで。でも蘭堂とのことがあって断ってさ。あは。ははは」

「しかし今、コユキ、と呼びましたが。そういえば、少し前からそうでしたね。いつの間にそれほど仲良くなったのですか？」

「……。ま、まあ、ちょっと、色々あってさ」

　誤魔化したが、滅め茶ちや苦く茶ちや不ふ審しんな眼差しを向けられている。

「……そうですか。まあ、いいですけど。もし姫白さんに不埒な真ま似ねでもしたら、貴方あなたの未来は永久に閉ざされると思って下さい」

　どっちかというとオレはコユキからされる方なんだけど……。

「まあ、それはともかくとして……では、天宮さん、今週の日曜日はお暇ひまですか？」

「日曜？　別に何もないけど」

「では少しお助け願いたいことがあります。お付き合いして頂けますか？」

「構わないけど、なにするんだ？」

「それは当日、お話しします。では日曜日の午前八時頃、青あお梅うめ駅で構いませんか」

　オレが頷くと、セイナは「宜よろしくお願いします」と丁てい寧ねいに一礼した。

　日曜日。日曜日ね。改まった感じで言っていたってことは、なにかあるんだろうか。

　と思っていると、お互たがいの間にほんの少し、沈ちん黙もくが下りる。……よし。落ち着いてきたことだし、ちょっと確かめてみるか。

「そういえば……蘭堂。先月の十二日の夕方も盗とう撮さつしてたのか」

「シークレット・ガールズ・ウォッチャーです。十二日ですか？　いえ……確かその日は、学校で風紀監査中だったはずですが。なぜですか？」

「ああ、いや、その日もお前を見かけた気がするから」

　風紀監査をしていたなら、セイナの姿を見た生徒もいそうだな。オレが居た場所は学校から離はなれているし、行って帰ってくるには少々時間がかかる。後で誰かに確かめてみるか。

「ま、人ひと違ちがいでしょうね。ワタシと同じ崇すう高こうな趣しゆ味みをもつ人がいたのかもしれませんが」

　そんな確率は万に一つもないだろ、とオレが思っていると、

「セイナ……？　こんなところで何をしているの？」

　高い声がして、振ふり向むいた。オレの母親と同じ年くらいの女性が立っている。髪をきちんと纏まとめ、高そうなスーツに身を包んでいた。目つきの鋭するどいところが、誰かに似ている。

「お――お母様!?　どうしてこんなところに……！」

　あ。そ、そうか。そういうことか。どうりで、セイナそっくりなわけだ。

「そんなことはどうでもよろしい。それより貴女あなた、今日は家庭教師が来る日でしょう」

「え、ええ。でも、少し時間があるので」

「時間があるのなら自習をしなさい。貴女に遊ぶ暇などあるのですか。それに、生徒の模も範はんになるべき貴女がこのような繁はん華か街がいで何をしているのです」

「……申し訳ありません」

　顔を伏ふせ、体を縮めながら、悲痛な面おも持もちをするセイナ。……彼女がこんなに小さくなっているのを見るのは初めてだな。

「あ、あのー。すみません。オレが娘むすめさんを強ごう引いんに誘さそったんですよ。彼女は困るって言ったんですけど、ちょっとくらいいいだろって。だから、あんまり責めないであげて下さい」

　咄とつ嗟さに庇かばうと、セイナの母親からぎろりと睨にらまれた。お、おう。娘の十倍は迫力がある。

「貴方は誰ですか」

「……蘭堂さんと同じ高校に通っている天宮月つき斗とっていいます」

「うちの高校の生徒ですか。まったく、質が落ちたものですね。貴方のように軽けい率そつな人間が通学しているなんて」

　鼻を鳴らして、セイナの母親はオレを見上げてくる。いや、身長差から言うとそうなんだけど、なんだかこう、遥はるかな高みから睥へい睨げいされている気分だ。

「うちの娘は将来、優ゆう秀しゆうな教師になり、ゆくゆくは私達の跡あとを継つぐ人間なんです。貴方のような低てい俗ぞくな生徒が惑まどわさないように」

「は、はあ。すみません」

　頭を下げると、母親の視線がまた、セイナに戻もどった。

「セイナ。友達を作るなとは言いません。ただ、自分に相応ふさわしい人間を選びなさい」

「……はい。分かりました」

　いつもと違ちがって、殊しゆ勝しような態度をとるセイナ。というより、怯おびえているようにも見えた。

　彼女にとって親は、それほどまでに抗あらがい難がたい、絶対的な権力を持つ存在なんだろう。

「携けい帯たい電話を貸しなさい、セイナ。二度と関わらないように、この男と関係しているもの全てをチェックして削さく除じよします。どうせ写真なども撮っているんでしょう」

「え!?　と、撮っていません！　ですから携帯電話だけは……」

　焦あせったように下がるセイナ。それはそうだ。アルバムなんて見られたら、一巻の終わりだろう。……というかオレはオレで結構困るんだが。証しよう拠このデータがあるわけだし。

「いいえ。渡わたしなさい。撮っていないのであれば、見ても構わないでしょう」

　手を伸ばす母親に対して、躊躇ためらうように視線を落とすセイナ。だが、

「――渡しなさい、セイナ！」

　ひと際きわ大きな声を出されると、体を竦すくませた。

　そして、わずかに沈黙した後……狼おおかみを前にした兎うさぎみたいな顔で、スカートのポケットに手を入れた。取り出したスマホを、小刻みに震ふるえる手に握り、母親の方に差し出す。

「まったく。最初からそうしていればいいんです」

　呆れたように言って、母親がセイナのスマホを取った瞬間――。

「……なんのつもり？」

　オレは一層鋭い眼差しを向けられた。

　それもそのはず。ほぼ反射的にオレが手を出して、セイナの母親の手首を握り締しめていたからだ。証拠となるかもしれない写真を消されるわけにはいかないってのもあったけど、それとは別の気持ちに突つき動うごかされたという方が大きい。

「い、いや、いくらなんでも、そこまでやる必要ありますかね。子どもだって、プライバシーとかはありますし」

「人の教育に口を出さないでもらえるかしら。貴方には関係ないでしょう」

　うぐっ。圧のある口調に負けそうになるが、奥おく歯ばを噛かみ締めて、どうにか耐えた。そうだ。これはちょっと、さすがに見過ごせない。

「友達が理り不ふ尽じんな目に遭あっているのに抗こう議ぎしてるんです。別に関係ないことはないですよ」

「母親が娘を管理することのなにが理不尽ですか」

「限度ってものがあります。誰だれだろうと、見せたくないもの、知って欲しくないことはありますから」

「……軽けい薄はくなだけでなく、生意気な口まで利きくのね」

「あ、天宮さん、いいですから。やめてください。貴方にまで迷めい惑わくがかかります」

　セイナがオレの服の裾を引っ張って、小声で止めてくる。でもその青白くなった顔を見て、余計にオレは思った。ここは引き下がってはダメなところだと。

「私が誰であるか分かっているのかしら。夫の人脈を使えば、貴方の進路先など、どうにでも出来るのですよ」

「……脅おどしているんですか」

「利口になりなさいと諭さとしてるのですよ」

　こっちが子どもだと思って嘗なめきっているのが、口調から嫌いやでも伝わってくる。まあ、実際としてオレは無力だ。そういうことをされたら抵てい抗こうなんて出来ない。
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　ただ――なんていうか、もう、そんなのはどうでもよかった。

「――好きにしろ」

　オレがあえて威い圧あつ的てきな声を出すと、初めてそこで、セイナの母親が怯ひるんだ。

「どうせ大した人生じゃないんだ。やりたきゃやればいい」

「天宮さん！　ですから！」

「でもな、覚えとけよ」

　焦った様子のセイナを制して、オレは続けた。

「親だろうと神様だろうと、誰かの内面に土足で踏ふみ込む権利なんてないんだ。蘭堂は、あんたの娘であっても、あんたの物じゃないんだぞ!?」

「……なにを……」

「ちっとは娘を信用しろよ。そういうの、無む茶ちや苦く茶ちやカッコ悪いんだよ！」

　一歩踏み出だして、オレはセイナの母親を怒ど鳴なりつけた。

　予想外の反応が返って来たからだろう。さっきまでの堂々としていた態度は嘘うそのようになくなり、セイナの母親は気まずそうにこっちから目を逸そらした。

「……随ずい分ぶんと知ったようなことを言うじゃない。気に入らない子ね」

　口調とは裏腹に、声はわずかに弱まっている。

「まあ、いいわ。今日は勘かん弁べんしてあげる。セイナ、早く帰ってくるのよ」

「……は、はい。承知しました」

　セイナが返事をすると、母親は舌打ちし、スマホを彼女に返してその場から去っていく。

　後ろ姿が小さくなっていき――やがて完全に消えたところで、オレは地面に膝をついた。

「ビ……ビビったー」

　かなり限界だった。もう少しねばられたらこちらが負けていたかもしれない。

「あ、天宮さん！　貴方、自分が何をしたか、理解しているのですか!?」

　胸を撫で下ろしていると、セイナがやってきて、オレの襟えり首くびを掴つかんできた。

「お母様の言っていることは本当です！　お父様の力を使えば貴方一人をどうこうするなんて、簡単なんですよ!?」

「あー。うん。ははは。今考えるとやばいことやっちゃったかな」

「……貴方という人は」

　信じられないといった顔で、セイナは力を少し緩ゆるめる。

「どうしてそこまでしたんですか。ワタシと貴方はそこまでの関係でもないでしょう」

「そうだな。でも、なんていうか。人の秘密を無理やり暴あばこうとするのにムカついて」

　立ち上がると、オレは頭を掻かいた。

「それに――蘭堂がすごく恐こわがってるのを見てさ。なんとかしなきゃって」

「……天宮さん……」

「余計な真似だったら悪い。でもオレのことは気にしなくていいから。言った通り、別に大した人間でもないんだし。どうにでもなるよ」

　セイナを安心させる為ために、オレは笑いかけ。

「それより、蘭堂のことがバレずに良かったな」

「――ッ」

　瞬間。セイナは目を見開き、俯うつむくと、沈黙した。

「……どうした？　何かあったか？」

　不ふ審しんに思ってオレが覗のぞき込むと、セイナの顔は熟した林りん檎ごみたいに真っ赤になっていた。

「な、なんでもありませんっ！」

　慌あわてたように飛とび退のくと、セイナはこちらに背中を向ける。

「でもさっき顔が赤かったような」

「そんなことはありませんっ！　べ、別に貴方のことを見直したとか、自分の印象が誤解だったのかなとか――そんなことは、一いつ切さい、欠片かけらも、考えていませんからっ！」

「……へ？」

　それ、考えていたって言ったも同然だと思うけど。

「は、はあ!?　あ、ああ、ワ、ワタシとしたことが……」

　自分でも失敗に気付いたのか、セイナは両手で自分の顔を覆おおった。

「だ、だって、あんなことをお母様に言って下さった方は初めてで……だ、だから、あ……ああ……ひああああああああ！」

「ちょ、おい、蘭堂!?」

　前が見えない状態で走り始めたセイナに声をかけると、彼女はこちらを振り向くこともなく叫さけんだ。

「に、日曜日に駅前で！　忘れないで下さいねええええ！」

　後に残されたオレは、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。……なんだったんだ？

　――が、そこで。

「ツーキトくん」

　何ど処こからともなくサクラの声が聞こえる。ただ、前にも後ろにも姿はなかった。

「ここだよ、ここ。ツキトくん」

　再度呼びかけられて、発生源が上にあることを突き止とめる。オレが今立っているのは、高いビルに挟はさまれた細い道だ。屋上にでもいるんだろうかと顔を上げて、

「こんにちは。元気？」

　壁に張り付いた状態でこっちに笑え顔がおを向けるサクラが居た。

「うぎゃあっ!?」

　驚きよう愕がくのあまり腰こしが抜ぬけて尻しりもちをつく。

「ひどいなぁ。化け物でも見たような反応して」

　分類的に言うと今のお前はそっちに近いよ！

「な、なんでこんなところにいるんだ？」

　オレの質問に対して、サクラはかさかさと壁を這はいながら降りて来た。ヤモリか蜘蛛くもそのものだ。どうやら手に吸きゆう盤ばんのようなものをつけて落ちないようにしていたらしい。壁から離れて着地してから、

「ツキトくん居るところにわたしあり。わたし居るところにツキトくんありだよぉ」

　言葉だけ聞くと格かつ好こいいけど内実は決してそんなことはない。

「でもこの間からツキトくん、放課後、声をかける前にそそくさ帰っちゃうことあるから。どうしたんだろうって思って生徒会役員の勘かんで追って来たの」

　勘って。それだけじゃ済まないような気もするが。

「それに最近、ツキトくん、妙みようにわたしの気配に敏びん感かんになって、すぐ撒まかれちゃうし。なにか隠し事ごとでもあるのかなって」

「あれだけついてこられたら撒きたくもなる」

　理由は他にもあるけど、言うことは出来ないな……。

「むー。ところでさっき、セイナちゃんが居たけど、なにしてたの？　最近、たまにだけど、コユキちゃんとも過ごしてるよね？　一緒に歩いてるとこ、見たことあるよ？」

「そ、そうか？　見み間ま違ちがいじゃないか？」

「わたしがツキトくんのことを見間違えるわけないよ！　たとえ、五十キロ離れてても！」

　誰かが居ること自体気付かないだろそれは!?

「むむむ。ひょっとして、ライバル出現とか……？」

　呟いた直後、呑のん気きなサクラの横顔に剣けん呑のんな雰ふん囲い気きが宿った。やめなさい。

「そんなんじゃない。二人とも色々と事情があったんだ」

「ふうん。事情ねぇ。ツキトくんは話してくれないんだ」

「誰にだって他の人に知られたくないことはあるだろ。尊重してやれよ」

「……む。うん。そうだね。じゃあ、気にしない。ツキトくん、一緒に帰ろ？」

　サクラが差し出してくる手を、オレはやれやれと思いながら握った。

「えへへ。ツキトくんの手、おっきくて、あったかいよね。大好きだよ」

　照れくさそうに頬を染めながら笑うサクラ。あまりにストレートな物言いに、オレはその場で硬こう直ちよくしてしまう。

　……くそ、危ない。可愛かわいいとか思ってしまった。いや別にいいんだけど。別にいいんだけど、なんとなく、こう、なんだろうな。この気持ち。

　しかし、それにしても――オレ、いつの間にか他人の秘密で雁がん字じ搦がらめになってないか？




　日曜日。指定された時間に駅前へと着いたオレは、見知らぬ女性が立っているのを目にした。

　左右で結ばれた髪に、美しい造形をしていると『思われる』顔。曖あい昧まいな言い方をしたのは、上半分が蝶ちようを思わせるような仮面で隠されていたからだ。おまけに服装は黒を中心とし、所々に細さい緻ちな意い匠しようを施ほどこした豪ごう奢しやなドレス。極きわめ付つきにはドレスと同色の日ひ傘がさまで差している。

　どう考えても日本の地方都市のしょぼい駅をバックにしているのは不自然過ぎて、貴族の御お屋や敷しきで行われるパーティにでも参加している方がよほど似合っている気がした。

　実際、周囲の人達は奇き異いな眼差しを送り続けているのだが、女性本人はまるで意に介かいしていないようだ。もしかして中世ヨーロッパからタイムスリップでもしてきたんだろうか。

　なんて思っていると、女性がくるりとこちらを向いた。仮面の奥おくにある目がオレをじっと見つめているように思えて、なんとなく頭を下げる。すると、あろうことかその女性は、つかつかとこっちに歩み寄って来た。え、ええ。オレ、なにかしたか!?

「す、すみません。ぶしつけに見てしまって。別に悪気があったわけじゃないんですが」

　咄嗟に謝あやまったが、女性は冷静な声で言った。

「なにを言ってるんですか。ワタシですよ、天宮さん」

　親しげに名を呼ばれたので、「へ？」と顔を上げ、改めてよく目の前の人を観察する。

「あれ。……蘭堂か？」

　衣装と仮面のせいで誤ご認にんしていたが、確かにセイナだ。

「そうです。しっかりして下さい」

「いや、でも、普ふ段だんと全然恰かつ好こうが違うから」

　言われれば分かるけど、言われなければ全く分からない。それくらいのレベルだ。

「色々あるんです。詳くわしくは移動中にご説明しましょう」

　言って、セイナはロータリーへと向かった。が、少し進んでから止まって、咳せき払ばらいする。

「と、その前に。母のことはあの後、ワタシの方でどうにか、とりなしておきました。貴方が処分されることはないと思います」

「え、本当か？　ありがとう」

「いや、礼をしなければならないのはワタシの方で……と、ともかく」

　セイナはわずかに頬を染めながら、

「後、それと、ですね。ワ、ワタシのことはセイナと呼んで構いませんよ」

「ん、いきなりどうして？」

「べ、別に大したことではありません。契けい約やく関係とは言え、貴方はパートナーですし。それだけのことです。……本当にそれだけのことですからね!?　他意はありませんよ!?」

「そ、そこまで念を押さなくても。了りよう解かい。オレもツキトでいいよ」

「いえ。それはまだ慣れないので、ワタシは今まで通り、天宮さんと呼ばせて頂きます」

「そうか？　ならいいけど。でも、慣れたらってことは、いつかそう呼んでくれるのか」

「そ、それは……っ！　違います！　ひ、人の言こと葉ば尻じりを掴まえて、邪じや推すいをしないで下さい！」

「お、おう。ごめん」

　そこまで怒おこらなくても、と思っていると、セイナは素す早ばやくタクシーを拾った。

　運転手に何か言った後で、開いた扉とびらに乗り込む。お前も来いという仕草をされたので、後部座席に乗り込んだ。車は目的地に向かって静かに走り出す。

　オレはこっそりと、セイナの横顔を見つめた。

　日曜日までの間に色んな人に聞きこみをしてみたが、さすがに先月のことで覚えている人は少なかった。それでも四月十二日の該がい当とうする時間、セイナの風紀監かん査さは目立つこともあって、学内で彼女の姿を見た生徒は何人か居た。監査を受けた当人達の証言も入っているので、勘かん違ちがいということはないだろう。

　となるとアリバイは一応のところ成立することになる。

　先日の態度と合わせると、やはりセイナはシロに思えてくる。とは言え、疑いが完全に払ふつ拭しよくされたわけでもないんだが……。

「なにか用ですか？」

　考え事をしていたので凝ぎよう視ししてしまっていたようだ。セイナに不審がられてしまった。

「い、いや、なんでも。ところでこれからどこに向かうんだ？」

　オレが尋ねると、セイナは小声で話し始めた。タクシー運転手に配はい慮りよしてのことだろう。

「天宮さん、コミラーはご存ぞん知じですか？」

　ああ、と答えた。もちろん知っている。

　コミックランド。通つう称しようコミラー。年に数回行われる大規模な同人誌の即そく売ばい会かいで、開かれる度たびに数万人以上の参加者が集つどう。オレも行ったことはないものの存在は知ってるし、テレビのニュースで何度も取り上げられるほど、超ちよう有ゆう名めいなイベントだ。

「ワタシ、数年ほど前からこのように変装して、コミラーにサークル参加しておりまして」

「ええ!?　セイナが!?」

「はい。アニメや漫まん画がの二次創作がメインですが、オリジナルの作品も出しています」

「二次創作の方は、セイナだから美少女物だとして。オリジナルは？」

「幾いくつかありますが、代表的なものは、女学院を舞ぶ台たいとして、学内一の美貌の持ち主と、彼女をお姉様と慕したう下級生との恋れん愛あい模様を中心に描えがいたものです」

「……女性同士の恋愛話か」

　いわゆる、なんだっけ、百合ゆり物ってやつ。

「はい。時に華はなやかに、時に甘く、時にドロドロとした闇やみ深き女の子達のラブロマンスをしたためています。具体的に説明しましょうか？」

「いや遠えん慮りよしとく」

　濃のう度どが高過ぎて話を聞いているだけで窒ちつ息そくしそうな気がする。

「そうですか。この際ですから天宮さんにもこちらの世界に足を踏み入いれて頂こうと思っていたのですが、それはまた別の機会にということで。ともあれ、イベント参加する度にワタシの同人誌を買いに来られる方達が居るのですが。なんといいますか、非常に数が多くてですね」

「ふうん。何人くらい？」

「イベント開始から数分程度ですと、ざっと二百人くらいです」

　想像の埒らち外がい過ぎて吹ふいた。

「終わりまでにしますと、ちょっと数えきれませんね。まあ、それは感謝こそすれ、迷惑に思ったことなど一度もないのですが。中には少々、過激な行動をとる方もいまして。スタッフの方に何度か助けて頂いてはいるのですが、さすがにいつまでもお頼たよりにするわけにはいかないと。そこで天宮さんに護衛して頂きたいのです」

「ふうん。……ちなみにどんな人達が来るんだ？」

　セイナは持っていた鞄かばんからスマートフォンを取り出してオレに見せた。ＳＮＳのアプリが起動している。『花か蓮れん』というのがセイナのアカウント名みたいだが――。

「え。なにこれ。フォロワー数、じゅ、十万人……!?」

　芸能人や売れっ子のプロ作家ならいざ知らず。一いつ般ぱん人じんでこれだけの数は異常だ。

　しかも花蓮、いや、セイナが同人誌イベントへの参加を表明している文章には、ものすごい数の返信がついていた。

　大半はごく当たり前の、絶対に買いますとか、楽しみにしていましたとか、そういった無難なものばかりだ。しかし、中には『マドンナ・リリー。この日を待まち侘わびておりました。わたくしめの命はあなた様の作品によって永らえられているのです』とかいう重めのものや『絶対に買います絶対に行きます絶対に買います絶対に行きます絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に絶対に』と一線越こえた感じのもある。

「す、すごいな。この、マドンナ・リリーっていうのは？」

「読者の方がワタシにつけたあだ名です。白しら百ゆ合りの別名だとか。聖書における聖母マリアがキリストを受じゆ胎たいしたことを知る場面を描いた絵の中で、彼女に処女懐かい妊にんを告げる大天使ガブリエルが手に持っていたことが有名ですね」

　なるほど。百合。それでか。しかし、確かにこれは色々と大変そうだな……。

「で、天宮さんにはその方々の相手をお願いしたいのです」

「ええ!?　オレが!?　いや無理だって！」

「出来る範囲で構いませんよ」

「そ、それだって限界というものが。悪いけどオレは失礼させて……」

　もらおうと思って、気が付いた。そういえばここは車の中だ。

「そう言うと思って今日まで伏せていたんですよ」

　にっこりと笑って、セイナがオレの手を握にぎった。ぞわりとしたのは、彼女の体温の低さだけじゃないだろう。

「報ほう酬しゆうは三倍払いますから。宜しくお願い……できますよね？」

　有う無むをいわさぬ口調で圧をかけられて、オレは、小さく顎あごを引くことしか出来なかった。




　コミラーは港近くの広い土地に建てられた、巨きよ大だいな施し設せつで開かれていた。

　潮風が爽さわやかに駆かけ抜けていく中、既すでに多くの人達がキャリーバッグや大きなリュックを背負って会場に向かっている。

　その中をセイナが歩くと、誰もが振り向いては見み惚ほれたように立ち止まった。

　格好は怪しさ極まりないが、確かに雰囲気は人を惹ひきつける何かがある。

　セイナはチケットで会場内に入ると、広大な空間を慣れた調子で進み、ある場所で止まった。横に長い事務机と、パイプ椅い子すが二つ。そこが運営側に用意された席なんだろう。

　既に運ばれていた幾つかの段ボールを開くと、セイナが机の上に次々と同人誌を積み上げていく。オレもぼーっと見ているだけだと何なので、手伝った。

「ああ。花蓮さん。おはようございます」

　右みぎ隣どなりの席に居た女性が朗ほがらかに声をかけてくる。オレはともかく不審さ極まりないセイナにもごく普ふ通つうの対応だ。慣れたものなんだろう。

「おはようございます。タキナさん。本日はご迷惑をおかけするかとは思いますが」

「いえいえ。まあ、うちも似たようなものですから」

　微笑ほほえみと共に、自分の机に同人誌を並べていくタキナさん。こちらも大量だ。

「この辺りは人気サークルが集中していまして。ワタシ以外もかなりの人が来るんですよ」

　セイナが説明してくれた。なるほど。

　そうして――準備をおいてしばらくすると、会場が一いつ般ぱん参加者に向けても門を開いた。

　そこからが、端たん的てきに言って、地じ獄ごくだったと言える。

「お願いしますマドンナ・リリー様、新刊一冊下さい」「リリー様、既き刊かん全部下さい」「既刊買うのでリリー様、新刊を二冊買ってもいいですか!?」「おい待てよルールは守れよ」「そうよ、こっちの分がなくなるでしょ」「お前らより金払はらってるんだからいいだろ一冊くらい！」「そういう問題じゃないって」「自分勝手な真似すんな！」「そっちが二冊ならこっちは三冊下さい！」「じゃあこっちは五冊！」「四冊下さい！」「あるだけください！」「そういうのやめろって！」「うるせえ黙だまってろ」「黙ってろってなに!?」「お前が黙れ！」

　一いつ瞬しゆんにしてずらりと行列が出来たかと思うと、わずかな発ほつ端たんから騒さわぎが始まる。

「皆みなさん、他の方の迷惑なのでお静かに！　後、新刊も既刊も一人一冊でお願いします！　在庫もそれほどあるわけではないので！」

　それらを静める為、オレは声を張り上げなければならなかった。

「あ、ちょ、だから、そこ！　二冊はダメですって！　鞄にこっそり入れないで下さい！」

　しかも注意をすると、何故なぜか親の仇かたきとばかりに鋭い目で睨まれる。

「うるせえ！　ちょっとくらい良いいだろうが！　ここに来られない友達にあげるんだよ！」

「すみません、どういう事情があっても一冊に限らせてもらっていまして」

「融ゆう通ずうきかない野や郎ろうだな。大体、お前、誰だよ！　リリー様とどういう関係だ！」

　ええ!?　そっちに振る!?

「あ、それはあたしも気になってた。今まで男の人なんていなかったのに！　マドンナ様、この人とどんな関係なんですか!?　まさか、恋こい人びとじゃないですよね!?」

「おい、まじかよ。嘘だろ。あのマドンナ・リリーに彼氏!?」

「誰よりも何よりも、世界の平和よりも地球の未来より、美少女同士の恋愛を大事にしてきたマドンナ様が!?」

「ふざけんな、どうせ、てめえからちょっかいかけたんだろ！　リリー様が優やさしくて断れないのをいいことに！」

「ひどいじゃない。それにずるい！　ムカつくから土下座しなさいよ！」

「絶対に許さん絶対に許さん絶対に許さん絶対に許さん絶対に許さん絶対に許さん」

　さっきまで同人誌の購こう入にゆうに向いていた感情が一気にオレへとなだれ込んできた。場に居た全員に共通した殺気が宿る。お、おいおい、勘弁してくれ。

「オ、オレはそんなんじゃなくて。なんというか、ガ、ガードマンというか」

「ガードマン!?　こんなひょろっちい奴やつが!?　リリー様、護衛ならオレがやりますよ！　こんな男よりよっぽど役に立ちます！」

「わたしだって護身術嗜たしなんでますから！」

「僕ぼくはこう見えて柔じゆう道どう黒帯ですよ!?」

「俺おれは格ゲー得意だからイメージはばっちり！」

　百人以上から敵意を剥むき出しにされて、さすがにオレはたじろいだ。

「皆さん、落ち着いて下さい。その方はワタシが信しん頼らいを置く人間です。もちろん、恋人などではありませんが、大切な友人です。どうか彼かれを尊重してあげて下さい」

　が、セイナが静かに、けど力のある声で言うと、途と端たんに騒そう動どうはぴたりと収まった。

「……リリー様がそう仰おつしやるなら」「ああ。仕方ないな」「命拾いしたな、お前」

　集まっていた人たちは揃そろって矛ほこ先さきを納めて、素す直なおに並んで自分の順番を待ち始める。

　強きよう烈れつなまでの影えい響きよう力りよくだな。ほとんど新興宗教の教祖だ。

　それから二時間ほど経たって――ようやく人の波も静まって来た。セイナによれば、少しすればまた増えてくるらしいが、ひとまずはこの状態が続くらしい。

　つ、辛つらい。オレはうずくまって、全身に溜たまり切った疲ひ労ろうをどうにか癒いやそうとする。

「ご苦労様です。良かったらどうぞ」

　セイナが缶かんコーヒーを渡してくれたので、礼を言って受け取り、蓋ふたを開けた。

「毎回こんなことやってるのか。しかも去年までは一人だったんだろ。しんどくないか？」

「まあ、平気だと言えば嘘になりますが」

　訪おとずれた参加者に残り少なくなった同人誌を渡した後で、セイナは言った。

「それでもワタシの作品を求めてこれだけ多くの人が来て下さるというのは幸福ですからね。やめたいと思ったことはありません。……親にとって唾だ棄きすべき人間となった今の自分を、皆に肯こう定ていされている気がしますから」

　……そうか。そうだよな。誰だって自分の趣味をけなされたり、禁止されるのは苦しい。大げさかもしれないけど、生きている価値がないと言われたのと同じような気がするから。

「うん。……よし。よし！」

　オレは頬ほおを手で叩たたいて気合を入れると、立ち上がった。

「最後まで頑がん張ばるぞ。お前のこと、必ず支えるから」

「突とつ然ぜんにどうしました。やる気を出して」

「ここはお前にとって大事な居場所なんだろ。だったらオレだって全力出して手助けする。同じ生徒会の役員としてさ」

「……天宮さん……」

　目を白黒とさせながらも、セイナは間もなく、微笑んだ。

「本当にお人ひと好よしですね、貴方は」

「悪かったな。性しよう分ぶんなんだよ」

「いえ。先ほどのは悪い意味ではなく……なんでもありません」

　オレが不思議そうにしているのが分かったのか、セイナは咳払いした。

「同人誌が売り切れるまでもう少し。お願いしますよ」

　ああ、と了りよう承しようしていると、声がする。

「既刊の『アンミラージュ』の三巻と新刊、一冊ずつお願いします」

「ええ。分かりました。少しお待ち下さい」

　と振り返かえり、先さき程ほどまでのように対応しようとしたオレは、ぽかんと口を開いた。

　一人の小さな女の子が立っている。中学生くらいに見えた。

　が、彼かの女じよが高校生であることを、オレは知っている。

　何な故ぜなら、目の前に居る女の子は――コユキだったからだ。

　うさぎの飾かざりがついた白いニット帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、サングラスをつけて変装したつもりだろうが、少し集中して見れば丸分かりである。顔が隠かくれていても、体型や声に特とく徴ちようがあり過ぎる。

「……ツキト……？」

　コユキもオレを見て彫ちよう像ぞうのように動きを止めていた。なんでここにという表情だ。気持ちは非常に良く分かった。ただ、オレだって同じ想おもいだ。

「どうしたんですか、天宮さん。読者さんならどいて下さい」

　後ろでセイナが不審そうに言ってくる。ちょうどオレが壁かべのように間に入っているから、コユキの姿が見えないんだろう。

「あ、ああ、ちょっと待って」

　オレはそう返してから、体を屈かがめて、コユキに囁ささやきかけた。

「どうしてコミラーに居るんだよ……!?」

「ツキトこそ、なんで。マドンナ・リリーと知り合い？」

「ま、まあ、そんな感じというか」

「へぇ、すごいね。わたしは彼女の同人誌を買いに来た」

　ここまで来たんだろうからそうだろうと思ったけど、ちょっと意外だ。コユキがその手のものを読むというのは。

「元々はインターネットで同人誌を探していたら、たまたまマドンナ・リリーっていう名前を見て気になって、ちょっとだけ調べてたんだけど」

　なるほど。聖書に関係することだしな。牧師の娘むすめ故ゆえか。

「そうしたら、リリーの出しているオリジナルの同人誌の一つに露ろ出しゆつシチュがあるって見て。興味を惹かれて委い託たく店で買ったら、内容も普通に面おも白しろかったからファンになった。今回は思い切って会場に来てみたの」

　そういうことか……。心の底から納なつ得とく。

「じゃあ、オレが代わりに買うから、代金だけくれないかな」

「なんで？　自分で買えるけど？」

「それは分かってるんだけど。色々と事情ってものがあって」

　皆が皆、露出シチュ目的で同人誌を買いに来たわけではないものの、頭の良いセイナのことだ。購こう入にゆう者しやがコユキだと分かると、どんな推理で回答に行き着くかもしれない。

　なので、まさか目の前に居るのがコユキだとはセイナに言えないし、後ろに居るのがセイナだとはコユキにも言えなかった。まさに板いた挟ばさみだ。少なくともセイナの方はそう簡単にはバレないとは思うけど、念には念を入れた方がいい。

「天宮さん、購入して下さった方にはワタシから直接、本を渡します。それが礼れい儀ぎです」

「ああ、うん。そうだろうね。でも、なんていうか」

「ツキト、わたしもリリーから渡して欲ほしい。いつも読んでる感想も伝えたいし」

　それもそうだろうな！　二人の気持ちは痛いほど分かるんだよ！　分かるんだけど従うわけにもいかないっていう、このどうにもし難いオレの胸中も、誰かに伝わってもらえないだろうか!?

「ねえ、どいて。早く新刊読みたいから」

　ぐいぐいとオレの腹を押おしてくるコユキ。

「どいてくださらないかしら。早く新刊を渡したいので」

　ぐいぐいとオレの背中を押してくるセイナ。

　なんかオレが悪いみたいな展開になってる気がするけど、これ、オレは悪くないよな!?

「ああ、もう、好きにしろよ！」

　どうにでもなぁれ、という感じでオレは横にずれた。コユキとセイナが相対する。

「いつも読んでます。面白いです。好きです」

　コユキが代金を渡しながら淡たん泊ぱくに感想を伝えると、セイナはにっこりと微笑みかけた。

「ありがとうございます。これからもよろしくお願いしますね」

　セイナが同人誌を手にとって差し出し、コユキの小さな指先がそれを掴んだ。

「…………」「…………」

　訪れる沈ちん黙もく。その後、

「あの、どこかで会わなかった？」「どこかでお会いしませんでしたか？」

　二人同時にそう言った。そりゃそうだ！　知ってた！　オレ、こうなるの知ってたよ！

「き、気のせいじゃないか!?」

「そうでしょうか。なにか声と体格に見覚えがあるような」

「そうかな。声と顔つきに見覚えがあるんだけど」

「あー！　ああー！　オレにはそう思えないなー！　不思議なこともあるものだなー！　世の中には変わったことがいっぱいだなー！」

「宜よろしければお名前を窺うかがってもよろしいでしょうか？」

「ええと、ひめ――」

「わあああああああああああああ！　はい！　はい、次のお客さんが来るかもしれないからここまで！　お時間はここまでまた来週ううううううう！」

　オレはセイナに自分の名を口にしようとしたコユキの肩かたを掴んで、猛もう速そく度どで無理やりサークル席から離はなした。

「なにするの。せっかくの機会を」

「悪いことは言わないから、今日は帰れ、な！　頼たのむ！　帰ってくれ」

　むくれたように少し頬を膨ふくらませているコユキに懇こん願がんすると、最終的には「まあ、ツキトにはいつもお世話になってるから、いいけど」と名残なごり惜おしそうにしながらも、去っていってくれた。ギ、ギリギリセーフ。心臓に悪い！

「どうされたんですか。まだ話の途と中ちゆうですよ」

「い、いや、一人にあんまり時間をかけるのも良くないかなって思ってさ……」

　次の人を相手にしながら、不服そうにしているセイナに取とり繕つくろう。な、なんで二人の事情にほとんど関係のないオレだけがこんなにも疲つかれ果はてているんだ。

「まあ、そうかもしれませんが。それはそうと、次が本番ですから覚かく悟ごして下さい」

「本番？」

「そろそろ始まります。――今回も来ましたか」

　少々うんざりしたような口調でセイナがぼやいたところで、遠くから歓かん声せいのようなものが聞こえてきた。何事かと振ふり向むいたオレは、目を剥く。

　二十人くらいの団体が大行進して、こっちに迫せまりつつあった。全員が目を爛らん々らんと輝かがやかせ、お宝を前にしたハンターのようなテンションで走っている。な、なんだあれ!?

「ワタシの読者さんの中でも特に過激な方達です。本の、ということもありますが、どうやらワタシ自身のファンでもあるようでして。やり方がきついので色々と問題になってるんです。中にはこちらの正体を探さぐろうと強ごう引いんな手に出る方も居て」

「そういうの出禁に出来ないの!?」

「何度も運営側から厳重注意はされていますし、そういう対応も受けているとは思うんですが。毎回、どういう方法でか会場入りしてくるんですよね」

　げ、げに恐おそろしきは暴走したファンなり。

「きゃああああああああああああ！」

　とかセイナとやりとりをしていると、集団が猛もう獣じゆうさながらに突とつ進しんしてきた。テレビで観みた外国の牛祭りを彷ほう彿ふつとさせる圧あつ迫ぱく感かんだ。

「新刊下さい新刊下さい新刊下さい！」「握あく手しゆして握手して握手してええええ！」「リリー様リリー様リリ―様ああああ！」「尊い尊い尊過ぎるううう！」「サインサインサイン！」「サインしてサインしてサインしてええええ！」「スケブ描いて今日こそお顔見せてスケブ見せて今日こそご尊顔を拝見させて下さいいいいいい！」

　うおおおおおおおお。数十人が一挙に押し寄よせてくる。オレは両手を広げてセイナの傍そばに近寄らせないようにしたが、さすがに無理があった。

「やめてください、押さないで下さい、下がってくださあああああい！」

　精せい一いつ杯ぱいに声を張り上げるも、てんで聞いちゃいない。こうなればさっきのファンの方がまだマシだった。こいつらはオレの姿なんて見えてもいないのだ。

「リリー様、御おす姿がたをおおおお！」「仮面とってえええ！」「お体触さわらせて下さい、それで一年生きられますからあああ！」

　次々に手を伸のばしては、なんとかセイナに触ふれようとする。以前、義姉ねえさんと一いつ緒しよに見たゾンビ映画を思い出した。生者にむらがろうとする死者の群れ。たとえは悪いがなんというかそんな印象だ。

「ちょ……おやめになって下さい。仮面をとらないで！　服が破れます！」

　一部がセイナの衣服を掴んでぐいぐいと引っ張っていった。彼らにはもう、好きになった相手を尊重する気持ちなんてないんだろう。自分の欲求を満たす為の道具でしかないのだ。それはファンとして間ま違ちがっているかもしれないなんて考え自体、どこかに消し飛んでいるようだった。

「ダメだって！　離れて！　いいから！　他の人にも迷めい惑わくだから！　って、わあああ！」

　ぐいぐいと押してくる圧力に、オレはどんどんと自分が強制的に後ろへと倒たおされていくのを感じた。このままでは早晩、地面に仰あお向むけになって、彼かれ等らに踏ふみ潰つぶされてしまうだろう。災害時の避ひ難なん中、動どう揺ようした人々に次々と足あし蹴げにされて亡なくなった人も居ると聞く。数十キロある人間の体重が絶えず乗っかるのだから、それも頷うなずける話だった。やばい。

「天宮さん！　このままでは貴方あなたが危険です！　恐らくは間もなくスタッフの方が来られるはずですから、貴方だけでも逃にげて下さい！」

　さすがのセイナもオレの負担が大き過ぎると思ったのだろう。そう警告してきた。

「でも、オレがここでどいたら、今度はお前が不ま味ずいだろ!?」

「それはそうかもしれませんが、いくら仕事で依い頼らいしているといっても限界はあります。貴方にもしものことがあれば、ワタシは会長に合わせる顔がありませんよ！　気にせずに身の安全を確保して下さい！」

　セイナの言うことは尤もつともだ。ここは従うのが賢けん明めいなのだろう。

　だけど――折れかけていたオレの心には、その言葉で、逆に火が付いた。

「くっ……ああああああああああああああ！」

　全力で踏ん張ばって、逆に集団を押し返す。びくともしなくていい。わずかな時間だけでもいい。セイナとこいつらの間を割さくことが出来れば、それで十分だ。

「なんだよお前、どけよ！」「邪じや魔まだ」「死ね！」「消えろ！」「うぜえんだよ！」

　雨のように降り注いでくる罵ば倒とうも右から左に流してやる。いいから黙ってろ。お前達みたいなのはファンでもなんでもない！

「どうしてそこまでされるんですか、天宮さん！　ただ契約しただけの関係でそんなに無理をなさらなくても……！」

「そんなのはもう、関係ないッ！」

　オレは無数の手に顔を押されながらも、力いっぱい叫んだ。

「オレはお前の大事なものを知ったんだ。だったら――それを守る役目くらい、果たしてみせるッ！」

「……貴方という人は」

　唖あ然ぜんとしたようなセイナの口調に、オレは胸中で苦く笑しようした。

　言葉だけは立派だけど、足は震ふるえ、立っていることすらリミットが近かった。

　が、それでも耐たえる。耐え抜いてやる。こうなったら、もう、意地だった。

「――そこ！　なにしてるんですか！」

　その時、救いの主は現れた。運営スタッフが駆けつけてくると、集団を次々と押おさえつける。彼等は抵てい抗こうを示したが、「このままだと警察を呼ぶことになりますよ」と最後通告をされると、しばらくして、大人しくなった。一人、一人と居なくなっていく。

「申し訳ありません。相当に注意して見ていたんですが」

　静かになったところでスタッフの代表に頭を下げられたセイナも、同じ仕草で返す。

「いえ、こちらこそ。こうなると、しばらくサークル参加は見合わせた方がいいかもしれませんね」

「ああ、いや、それはご心配なく。次こそ万ばん全ぜんの対策をとりますから。ご自身の創作活動を大事になさって下さい」

　爽やかな笑え顔がおを残して、他の人と共に帰っていく代表の人。か、カッコいい。

「……相当に瀬せ戸と際ぎわだったけど、なんとか維い持じ出来たな」

　オレはへとへとになって座すわり込んだ。

「ご苦労様でした。ワタシの為ためにごめんなさい」

　セイナが労いたわるように言ってくるのにオレは苦笑した。

「いやいや。後一歩、スタッフの人が来るの遅おくれていたら、どうなってたか。大おお見み栄え切ったけど、恥はずかしいよな」

「……そんなことは、ありませんよ」

　後ろで足音。セイナがサークル席を出て、オレの前まで来ていた。

「どれだけ苦しい状じよう況きようでも、ワタシを守ろうとしてくれた姿には、敬意を表します」

　しゃがみこみ、薄うつすらとした微笑みを浮うかべて、

「――格好良かったですよ、天宮さん」

　そ、そうかな。なんか、そう言われると照れるけど。

「ガードマンとしての務めを果たせたなら、何よりだよ。……さて、残りもう少し、頑張るとしようか」

　オレは弱り切った足へ、どうにか力を入れて立ち上がった。その際――。

「……まったく。お母様のことといい、異性にトキめいたのは貴方が初めてですよ」

　セイナが何か呟つぶやいた気がしたが、「ん？」と聞き返すと、

「なんでもありませんっ！　時間が来るまでは、お付き合い願いますよ！」

　頬を赤らめながら、何かを誤ご魔ま化かすように命じられるのだった。







最終話







　サクラ。コユキ。セイナ。オレの秘密を見た目もく撃げき者しやを探す為に、生徒会役員である三人と接せつ触しよくし、必要な調査は済ませることが出来た。

　しかし結局、得られたのは、彼かの女じよ達たちは目撃者でないのかもしれないという結果だ。

　尤も具体的な確証を得られたわけじゃないから、決め手にはまだ欠ける。さらに踏み込む為に使えるものもあるのだが――そっちを確かめるにはもう少し時間が必要だ。

　となれば残された一人に矛先を向けるべきかもしれない。義姉さんだ。

　今に至るまで何も起こっていない以上、ひょっとしたらそこまで心配する必要はないのかもしれない。だけど、誰だれなのかをはっきりさせなければ、ずっと家族や仲間を疑うことになる。それは嫌いやだった。

　ただ、オレ個人としてその前に、重要な問題が浮ふ上じようしつつあった。

「……そろそろ我が慢まんの限界が近いんだよな」

　このところ、これ以上は迂う闊かつな行動はとれないとずっと大人しくしていた反動か、欲求が強くなってきている。色々おかしくなってしまいそうだ。発散しなければ。

「少しくらいならいいんじゃないか？　今のところ、何もないんだし」

　そうだ。十分に気を付ければいい。やろう。やらなければ。

「よし……実行するぞ！」

　オレは決断し、立ち上がった。まずは駅前に向かわなければ。

　……久ひさし振ぶりだ。相当に、気持ちが昂こう揚ようしてきているのを感じた。

　オレはサクラ対策にスマートフォンを自室に置いたまま、家を出る。エレベーターに乗ってマンションの一階に降りると、そのまま駅前に。

　上じよう昇しようしてくるテンションを感じつつ、それでも平静さを保ちながら歩き、目的地に着くと真まっ直すぐコインロッカーに向かった。財さい布ふの中に入れていた鍵かぎを扉に差し込んで開くと、中には大きな鞄が詰つめ込まれている。存在を確かく認にんして、ひとまず安あん堵どの息をついた。

　大だい丈じよう夫ぶだと思いつつも、もし消えていたらどうしようという不安にいつも囚とらわれる。

　鞄を引っ張り出すと、誰か知った顔が居ないかをじっくり眺ながめた。……うん。問題ない。よし、次に行こう。オレはそれでも慎しん重ちように歩きつつ、近くにある場所に向かった。三角帽ぼう子しを被かぶったような建物。男子トイレだ。

　そのまま何気なく入って、人が居ないのをチェックし――素早く個室に籠こもった。

　いよいよだ。逸はやる気持ちを抑おさえながら、オレは鞄のチャックを開けた。

　中には、襟えりもとにレースのかかった橙だいだい色いろの春用セーターと、チェック柄がらのロングスカートが入っている。それらを取り出した下には、艶つやのある長い髪かみがあった。ウィッグだ。一緒に化け粧しよう品ひん等などが入っているポーチも見える。

　全部、オレの私物。自分の趣しゆ味みに使うものだ。

　そう。オレには物心ついた頃ころから誰にも言っていない秘密があった。

　――女装をして、別人になったつもりで街を歩くのが好きなのだ。

　始まりは、まだ幼かった時のことだ。当時のオレは女の子みたいな顔をしてたらしく、ある日、母親がふざけて自分が子どもの時に使っていた服を着せてくれたのだ。

　女の子の服を着て鏡の前に立った際に味わった衝しよう撃げきは、未いまだに覚えている。

　なんていうか、いつもの自分と違ちがう姿になっているのが新しん鮮せんで、妙みように心地ここちよくて……。

　それがきっかけで、癖くせになってしまった。

　それからも隠れて一人で着ている内に、オレってバレないようにして外に出れば大丈夫なんじゃないかって思い始めて。……案の定、誰も気付かなくて、別人に変身しているような魅み力りよくにとり憑つかれて、どんどんと発展していって、現状に至る。

　秘密を知られてしまったかもしれないという恐きよう怖ふからやめていたが、前は週に一度か二度、衝しよう動どうが襲おそってくる度にこうして街のトイレで女装して、街に出ていたのである。

　だからセイナのスマートフォンにある写真データを見た瞬しゆん間かんは、ぞっとした。そこに映っていた女の子――後に彼女が市内美少女ランキング不動の一位と言い切った人物は、オレが女装した姿だったからだ。

　だからセイナはその少女がオレであることを知っているのかと思ったが、諸もろ々もろの反応を見る限りはどうやら違うようだ。あの時の安あん堵ど感かんはちょっと言葉で言い表せない。

　サクラから女性の服に詳くわしいことを指し摘てきされた時も相当にドキッとしたし、コユキの趣味に同調してうっかり自分の女装のことを吐と露ろしてしまいそうになった時も危なかった。

　まあ、こうして女装する為の服を家ではなくコインロッカーに預けるようにしていたのも正解だった。もし自宅に仕し舞まっていたら、否いや応おうなしにサクラにバレていたはずだ。

「さて、と。……久し振りに、やるか」

　オレは自然と浮かんで来る笑えみを感じつつ、鞄から服とウィッグ、それに化粧ポーチを取り出した。もう慣れたもので、手鏡だけでも完かん璧ぺきに女性になり切ることが出来る。

　三十分ほどかけて完璧に仕上げると、オレは外の気配を探りつつ、慎重に個室から出た。

　自分で言うのもなんだがオレの女装は完璧だ。たとえ相手が島しま野のだったとしても気付かれない自信がある。

　だからこそ、男子トイレの個室からいきなり女の子が出てくるのは不味い。

　トイレ内には依い然ぜんとして誰も居なかった。ほっとしつつ、入り口とは別の方に足を向ける。そこには大きめの窓があって裏から脱だつ出しゆつすることが出来るからだ。これならトイレから外へ行く時に誰にも見られることはない。

　窓まど枠わくに手をかけて乗のり越こえようとしたところで、オレはふと横を向いた。そこには手洗い場があって、大きな鏡が置いてある。

　鮮あざやかでサラサラした長い髪。身に纏まとった服は、派手過ぎず地味過ぎず丁度良い。印象を変える為に嵌はめた薄うす茶ちやのカラーコンタクト。背も割に低くて、肩かた幅はばも狭せまい方だし、髪をロングにして、顎のシャープさを隠したのが効果を発揮してるな。少なくとも、男には絶対に見えない。

「うん。今日もいい」

　自画自賛しつつ、オレはトイレから外に出た。元の服が入った鞄をコインロッカーに預け、街を散策することにする。無論、歩き方も男性と女性では違うから十分に気を付けていた。……まあ、何度もやってて身についてるから、自然と出来るようにはなっているんだが。

　道行く人たちは誰だれ一人ひとりとしてオレに不ふ審しんな目を向けてこなかった。実は男だなんて微み塵じんも思っていないんだろう。そのことがとても心地ここち好よい。この時間だけ、オレは地味で平へい凡ぼんな天あま宮みや月つき斗とではなくなっているのだ。全く別人の人生を過ごしている。

　気が付けば鼻歌が出ていて、足取りも軽くなっていた。やっぱりしばらく出来なかったことがストレスになっていたんだろう。心が浄じよう化かされていくようだった。実に晴れやかだ。

　よし、近くにあるカフェでパフェでも食べようかな。

　そう思って、知っている店に向かおうとしたところで――。

「あれ？　ツキトくんの匂においがする」

　びくんと体が竦すくんだ。聞き覚えのある、この状況では尤も聞きたくない声がしたからだ。

　力の入らない体を強引に向けると――そこには、やはり、サクラが立っていた。

　し、しまった。彼女はオレの匂いをかぎ分けるという特異能力の保持者だった！

「あなた、ツキトくんのお知り合いですか？」

　サクラは素す早ばやくこちらに近付くと、顔を覗のぞき込んでくる。

　オレは視線を逸そらすと、無言で首を横に振った。外見は女の子とは言え、声を出せば一発で男とバレてしまう。

「……ふうん？　本当かなぁ」

　じーっと見つめられて、背筋を冷ひや汗あせが伝うのを感じた。オレのことを四六時中見張っているサクラのことだ。いつ悟さとられてもおかしくない。一刻も早く、逃げなければ！

「え――うそ!?　愛いとしの君!?」

　が、状況は更さらに最悪な方に向かい始めた。サクラとは別の、記き憶おくにある声がする。

「こんなところで会えるなんて……正に僥ぎよう倖こうという他ありませんッ!!」

　視線を傾かたむけたオレの目に映ったのは、セイナだ。少女漫まん画がのように目をキラキラとさせながら、オレの傍に立っていた。不味い。これは滅め茶ちや苦く茶ちやに半はん端ぱなく不味い……！　これ以上、知り合いが増えたらそれこそ収拾のつかないことに――！

「あれ。サクラとセイナだ」

　えええええええ！　とか思っていたらコユキまで居た――ッ!?　なんなんだよ、今日は!?　久し振りに趣味を実行したと思ったらこの絶対的な窮きゆう地ちは!?

「はっ!?　あ、あら、本当ですね。詩し田ださん、姫ひめ白しろさん、ごきげんよう」

　興奮のあまり我を忘れていたセイナがコユキの声で、サクラの存在に気付いたようだ。今いま更さらのように普ふ段だんのキャラを取り戻もどして、優ゆう雅がに振る舞まう。

「あれ。セイナちゃんにコユキちゃん！　こんなところで何してるの？」

　サクラが尋たずねると、セイナとコユキは同時に顔を背そむけた。

「いえ別に。たまたま通りかかっただけですよ」

「わたしも。なんとなく駅前に居ただけ」

　嘘うそだ。セイナは日課の美少女観察を、コユキは露ろ出しゆつ行こう為いをしていたんだろう。

「ふうん、そっか。えっとね、この女の子がツキトくんのお友達みたいなんだけど」

「なんですって、天宮さんと!?　おのれ……ならあの時はとぼけたわけですね……!?」

　サクラの言葉にセイナが拳こぶしを固めて憤いきどおった。

「あの時ってなに。ツキトとなにかあったの」

　が、コユキが首を傾かしげたので、ぎくりとしたように青ざめる。

「い、いえ、別になんでも!?　ひ、ひとまずこの方が天宮さんの顔見知りであると。……あの、宜しければお名前を窺ってもよろしいですか？　特に意味はなく単なる社会礼儀としてでして本当に他意などは全くない初対面の方へ当然して然しかるべき質問なのですが」

　かと思うと、セイナはぐいぐいこっちに迫ってきた。どう考えてもお前の個人的な興味から来るものだろ!?

「うん、そうだね。名前くらいは知りたいかも。うちの高校の人じゃないのかなぁ？」

　サクラはサクラでにこにことしているものの、そこはかとない圧を感じた。オレに近付く女の情報は根こそぎ知っておきたいという欲望を隠しきれていない。

「……そだね。わたしも気になる。ツキトとどういう関係？　ひょっとしてプレイの新しい相手とか」

　コユキはコユキであらぬ疑いをもっている。そんなにほいほい、露出趣しゆ味みのパートナーが見つかるか！　見つかっても作らないけど！

「プレイってなんのことですか、姫白さん。そういえば、天宮さんと親しくなられたようですが」

「え、そうなのコユキちゃん。ツキトくんと何かしてるの!?」

「……なにもしてないけど。さっきのは言いい間違いだし」

　二人から尋ねられて露ろ骨こつに誤魔化すコユキ。さすがに無理がある。

「それよりサクラも妙に積極的だね。この子がツキトと友達だと何か問題あるの？」

「へ!?　う、ううん!?　特になにも問題はないけど……？」

　が、逆にコユキから質問されてサクラが狼狽うろたえた。

　三人それぞれオレと繋つながってる上に秘密まで共有しているとは夢にも思うまい――いや、それよりも。注意がオレから逸れている。今がチャンスだ！

　オレは踵きびすを返すと、全力でダッシュした。

「ああ！　逃げた！　待って！」

「そうです！　まだ貴女あなたには訊ききたいことが山ほどあるんですよー！」
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「追いかけよう」

　コユキの言葉を皮切りに、三人がオレの跡あとを追ってきた。だが万が一の時の為に用意していた逃とう亡ぼうルートは頭に入っている。オレは人込みに紛まぎれたり、ビルの中を突つっ切きったり、物もの陰かげに隠れたり、様々な手を尽つくしてどうにか三人を振り切ることに成功した。

「セ……セーフ」

　駅からかなり離れた場所で、後ろに誰も居ないことを確認してから、オレは呼吸を整える。全力疾しつ走そうを続けたので、肺が空気を求めてひどく痛んだ。

「……どうなることかと思った」

　よりにもよってあの三人に見つかりかけるとは。特にセイナは憧あこがれの女の子がオレだと分かったらどうなるか想像もしたくない。サクラはサクラで隠された一面を知って暴走するかもしれないし、コユキは大丈夫そうに思えるが、この姿で一緒に露出をとか言い出すかもしれない。

　とにかく。秘密を隠し通とおせて、本当に良かった。こうなったらもう趣味の時間は終わりだ。時間を置いて駅前に戻り、元の自分に戻ろう。

「その前に休きゆう憩けいするか……って、あれ」

　少し落ち着いて周囲を見回す余よ裕ゆうが出来たせいで、遅おそまきながら、自分がどんな場所にいるのかを知った。小さな公園だ。遊具もしょぼいので、利用している人はいない。

　偶ぐう然ぜんとは言え、よりにもよってここに辿たどり着ついているとは。

　この公園は、遡さかのぼること四月十二日の夕方、オレが誰かに秘密を目もく撃げきされたところだった。

　当たり前だがもう何の痕こん跡せきもない。散々探したのだから残っているはずもなかった。

　それでもオレはなんとなく、見つかった瞬間に居た位置、小さなすべり台へと近付いた。

「……本当に義姉さんなんだろうか」

　今のところ、目撃者候補で唯ゆい一いつ、調査できていないのは義姉さんだけだ。

　もしそうなら、何か理由があって黙だまっているんだろうか。もしくは単にオレを気き遣づかっているのか――。

「ああ。私だ」

「……へっ!?」

　いきなり返答があって驚おどろく。だが振り向くと、少し離れた場所で、黒く艶あでやかな、長い髪をした女性が誰かと電話していた。

　ね、義姉さん!?　なんでこんなところに？

　オレは咄とつ嗟さに、すべり台の陰かげに隠れた。

「問題ない。義弟おとうとにはバレていないようだ。今のところ順調と言える」

　オレにバレていない？　なにを……？

「事実を明かしたらどうだと？　馬ば鹿かを言うな。そんなことをすればツキトがショックを受ける。……そうだ。これは重要な秘密だからな。来きたるべき時が来るまでは誰にも明かさないつもりだ」

　最後の言葉にどきりとした。秘密。秘密って言った。

「ああ。写真？　それは、まあ、持っているが。いや、ダメだ。決定的瞬間だからな。……しかしツキトがあんな顔をするなんてな。私の前では見せたことがないぞ。よほどの相手なんだろうな。それが悔くやしくもあるが」

　更に心臓が高く脈打つ。秘密と写真。決定的瞬間。オレの顔。

「もういいか？　そろそろ家に帰る。ツキトが待っているからな。では」

　義姉さんは通話を切って、スマートフォンをスカートのポケットに仕舞った。息をつき、辺りをじっと見る。まるで、何かを思い出しているかのように。

　ということは、やっぱり――。

「さっきからそこに隠れている奴やつ。なにか用か」

　直後、ずばりと指摘されてオレは仰ぎよう天てんした。さ、さすが義姉さん。

　オレは急いで立ち上がると、振り返ることもなく走った。

　幸い、義姉さんは追いかけて来ない。

　でも、オレの胸は、ずっと、嫌な動どう悸きに苛さいなまれ続けていた。




　その後、駅前で荷物を回収。注意しつつ女装を解いたオレは、自宅に帰った。

「おかえり、ツキト。遅かったな」

　居間に居た義姉さんから声をかけられて、一いつ瞬しゆん動どう揺ようしたけど、どうにかいつもの通りに振る舞った。

「う、うん。ちょっと友達とね」

　それでも義姉さんを、ついずっと見つめてしまう。

「ん？　どうした？」

　首を傾げた義姉さんに、オレは慌あわてて首を横に振って「なんでもないよ」と言ってから、自室に入った。

　しかし今日は焦あせった。まさか女装趣味を堪たん能のうしているところで、三人に出くわすとは。

　でも――後に起こったことに比べれば、それも些さ細さいなことに思えてしまう。

　オレは部屋に設置された勉強机に近付くと、引き出しを開けた。中身はノートや筆箱、教科書などのありふれたものだ。けど実はこれ、全開じゃない。奥おくの方に仕し掛かけをしてあって、底板の一部を操作すると鍵が外れ、更に奥が現れるようになっている。

　オレは念の為ためにサクラの仕掛けた監かん視しカメラ――本人はあれからもうやってないよと言うが全面的に信じるわけにもいかない――に映らないよう背を向けて、引き出しに手を突っ込んだ。中をしばらくいじっていると、かちりという小さな音と共に板が前へと倒れる。

　更に奥へと指先を伸ばすと、薄うすい感かん触しよくを手にとって出して、見下ろした。

　義姉さんが公園でしていた電話。あれは『このこと』を言っていたように思う。

　もしそうなら……やっぱり、義姉さんが目撃者なんだろうか。

　義姉さんは電話口で、来るべき時が来るまで誰にも明かさないと言っていたが、逆を言えばその時が来れば誰かに話すということだ。ならその前に、確証を掴つかんで止めなくちゃいけない。電話先の相手も誰なのかを突き止とめないと。

　そう。絶対に誰にも知られないようにしてしていたんだから、守りぬかなきゃいけない。

　女装趣味より、もっと大きなオレの秘密。




　ずっと好きな女の子が居る――そのことだけは。




　サクラやセイナ、コユキとの秘密を共有してから、彼女達の誰にも見せない姿を知って、正直、可愛かわいいとか、魅み力りよく的てきだと思って、心が揺ゆれた。

　でもあの子との結果が出るまで、オレは自分の想おもいを貫つらぬきたいと思っている。

　更にその為には誰の力も借りず、自分の努力だけで気持ちを伝えると決めたのだ。

　だから時が来るまでは誰にもバレないよう、徹てつ底てい的てきなまでに周囲には伏ふせるつもりだった。知り合いであることすら、隠かくしているほどだ。

　なのに。なのに、まさかあの子と会っているところを、目撃されてしまうなんて。

　これは……なんとかしないとな。

　オレは決意を固めて、写真を再び引き出しに慎重に隠して仕舞うと、部屋を出た。

　居間で座っている義姉さんの背に、真っ直ぐな眼まな差ざしを送る。

　義姉さん。……義姉さんが、オレの秘密の目撃者なのか？

　瞬間、電話が鳴った。ディスプレイを見ると、見知った名前。あの子からだ。

「もしもし。……うん、分かった。行くよ」

　通話を切ると、オレは再び玄げん関かんに向かって、靴くつを履はいた。

「なんだ。また出かけるのか？　ツキト」

　そこで義姉さんに声をかけられて、オレはわずかに黙り。……だけど、笑って答えた。

「そうなんだ。ちょっと、待ち合わせしててね」

　義姉さんは、わずかに笑みを湛たたえて言う。

「そうか。いってらっしゃい」

　その表情は――いつもと、なんら変わらないように思えた。

fin







あとがき







　人は秘密を抱える生き物だと思います。

　絶対誰にも知られてはいけないもの、友人にだけ知られているもの、家族にしか明かしていないもの。

　内容は様々ですが大体の場合、隠しているのは「バレると厄介なことになるから」というのが理由の一つだと思います。

　ただそれでも秘密を捨てたり、やめることが出来ないのは、それを含めて「自分」であると心の何処かで理解しているからかもしれません。

　だからこそ何かの拍子に知られてはならない人間に知られてしまうことを、必要以上に恐れるのでしょう。

　もし馬鹿にされてしまったら、距離をとられてしまったら、恐がられてしまったら。

　それは即ち自分自身を否定されたことにも繋がってしまう。

　ですが、もし秘密を受け入れてくれる人が現れたら。

　そこには、今まで以上の信頼が生まれるのではないでしょうか。

　そんな多種多様の「秘密」を抱えたキャラクターと主人公との関係を描きたいと思いました。

　お久しぶりです、空埜一樹です。

　新作「ちょっぴりヤバめな秘密のある女の子が恋人ってどうですか？」をお送りしました。如何だったでしょうか？

　本編を読まれた方は「ちょっぴり……？」と疑問を持たれたかもしれませんが、個人のもつ価値観の大小を決めることが出来るのは、その人だけです。

　つまり、ぼくがちょっぴりと言ったらちょっぴりなんですよ！

　ええ、強引であることは自覚しています。

　本作は前作から数えて約九年ぶりとなる、不思議（ファンタジー的）要素の絡まない現代ラブコメになります。

　…………。

　嘘やろ、九年……？

　今、自分で言っておいて眩暈がしてきましたが、そうです、九年です。

　それだけに上手くお話を完結出来るだろうかと不安だったのですが、執筆を開始するとだんだん思い出してきて、最終的には非常に楽しく書き終えることが出来ました。

　本作において心がけたのが「キャラクターのギャップ」だったりします。

　表の顔が完璧であればあるほど正反対の裏が意味を持ってくるのですが、その差をいかに際立たせるかに面白さがかかってくるわけです。

　ですが一旦成立したキャラ象を「あえて崩す」という行為には自分が思っていた以上に大変で、どこまでアクセルを踏み込んで、どこでブレーキをかけるかの判断で非常に悩まされました。

　迷い、苦しみ、結果的には「誰かに止められた時にはそれが止め時じゃい！」という訳の分からない吹っ切り方をしたら、別に全然止められずに普通に本となることが決まり、「え、いいの？　本当にいいの？」とこちらが戸惑うことに。

　これで読者の方々にも受け入れて頂けるのであれば、もしかすれば自分の基準なんてまだまだ甘いものだったのかもしれない……と反省する次第であります。

　むしろまだ足りない、もっといけるはずだ、崖の縁まで突っ切れと仰って頂ければ、喜んで加速するつもりですので、宜しくお願いします。（結果的に崖から落ちるのもそれはそれで人生）

　といったところで、謝辞に移ります。

　編集Ｓ様。今回は今までと少々変わったコンセプトと構成で挑んだ結果、色々とご迷惑をおかけしましたが、最後まで付き合って頂き本当にありがとうございます。

　イラスト担当のマッパニナッタ様。今回は本当に、マッパニナッタ様にご尽力頂いたおかげで作品の魅力が何倍、何十倍、何百倍にも増したと思います。誠にありがとうございました。

　様々な場面で感想を下さる方々。十年以上も作家を続けられたのは皆様の力が大きいと思います。お礼を申し上げると同時に、これからも何卒、宜しくお願い致します。

　そして本作を読んで頂いた全ての方へ。

　最大限の感謝を。

　それでは、また、お会いしましょう。


二月　空埜一樹　ＢＧＭ『ＴＨＥ　ＤＡＹ』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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